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Sedimentary Rocks, by F.J. Pettijohn, 本 書 初 版 は 堆積 岩 研究 関係 者 に は , 
既に 著名 の も の で ある 。 本 第 2 版 は , 初版 に 比べ 項目 の 数 に 変化 な い が , BL MBS 
れ , 2, 図版 共に 増加 し て いる (初版 の 約 30% HA) 初版 第 5 間 (Color) は , 第 8 
# (Shale) に 含め られ , 新た に 第 15 FH (Historical geology of sediments) が 補 わ れ 
た 。 —HRENI HERES © FE IAPER b CORR, 適用 に つい て 強調 され , 後半 の 部 分 が 多く 
増補 され た 。 初版 に 比べ , 特に 新しい 点 と し て , 第 12 章 (Dispersal) 中 の 種々 の べ エ 
クト ル を 用 いて の mapp ng, 第 13 章 (Depositinal environments) 中 の 堆積 物 の 地 
化学 的 性 質 , sedimentary framework, 濁水 流 ク 概念 の 導入 等 が 挙げ られ る 。 (本文 718 
頁 , 発行 所 Hsrpar and Brothers, NewYork, 1957 年 版 , 4.800 円 ) (BA) 
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Some basic schistose rocks at the midstream of Horoman 
river in the southern Hidaka metamorphic province, Hokkaido 


wm H+ 4 (Hiroshi Asai)* 


Abstract : The writer presents some considerations on the genesis of 
some basic schistose rocks in the southern Hidaka metamorphic province. 

The basic schistose rocks described here are the schistose-plagioclase am- 
phibolite (fine grained rock), the plagioclase amphibolite (medium grained 
rock) and the hornblende-plagioclase gneiss (coarse grained rock). 

It is concluded that most of the fine or medium grained basic schistose 
rocks are originated from the biotite rich hornfelsic rocks and the coarse 
grained basic schistose rocks are from the coarse biotite rich quartz-biotite- 
plagioclase rocks. The former two are products at the earlier stage of 
metamorphism and the latter is a product at the later stage of metamor- 


phism in this district. 
Waa FS, Pee VAD aks 
日 高 変成 帯 南 部 に は , BESS BES RAOFEKOT HR-ARAAKS 
(REELS), SRABEIE (PRUE), 角 図 石 一 斜 長石 片 麻 岩 (ADA) SOE OR as 
広く 分 布 し て いる 。 本 研究 で は , 二 , 三 の 岩 石 自体 と し て は 余り 再 結 唱 の いち じ る し く な 
い 塩 基 性 片 状 岩 の 産 状 と 造 岩 鉄 物 の 性 状 と を 周り の 黒 圭 母 片岩 , 黒雲 母語 麻 岩 の それ ら と 
比較 検討 し た 。 こ ゝ に あげ た も の は , ZOMIOMRA AK, 黒雲 母 な ど を 主 成分 鉱物 
と する 変成 岩 が 変成 の 途中 で 程度 の 異 つ た 変成 作用 を うけ て , 塩基 性 片 状 岩 と な り , 後に 
これ ら が 周り の 黒雲 母 片 岩 , 黒雲 母 片 床 岩 な ど と 同様 の 経過 で 形成 され た も の で あぁ ある 。 
御 討 論 を いた ヾ いた 北大 舟橋 三男 , 橋本 誠二 両 先 生 , 北海 道 地 下 資 源 調査 所 奉 藤 昌之 兵 
を 始め 多数 の 日 高 変成 帯 研究 グル ー プ の 方 々 , RAPE ore STALK RARE ANI 
俊夫 両 先 生 に 厚く 謝意 を 申 上 げ る 。 本 研究 に 用 いた 経 紅 の 一 部 は , 文部 省 科 学研 究 費 , Jt 
海道 地下 次 源 調査 所 , 地質 調査 所 北海 道 支所 , 北海 道庁 科学 研究 乾 に よる も の で , REO 
謝意 を 表す る 。 
2 地 質 RB R 
こ ゝ に 記述 する 塩基 性 片 状 岩 は , 日 高 国 幌 満 川 中 流 附 近 の (a) t7~ 474 FIR, (bd) 
AVFINMYAIR PH (c) APY (d) ル ペ シ デ = ペ 沢 (= カン ベツ 有川 の 支流 ) に ある も 
の で あぁ る (第 1 図 a)。 a& は この 地域 で は 比較 的 後期 まで 運動 支配 を うけ た 岩石 で , b, 
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c, d は 比較 的 初期 の 運動 に の み 多 く 支 配 さ れ た 岩石 で ある 。 

オォ オン ナル シベ さ ベツ 沢 流域 に は , 黒 圭 母 ホ ルン フェ ルス , 黒 圭 母 片岩 な ど と , HR SRA 
角 関 岩 , 斜 長石 角 関 岩 と が 互 に 葵 人 鮮 を 重ね た よう に な つて 著 出 し て いる 。 片 理 の 走向 は 種 
RECT SMBS, PI 10~20° 位 で , MBE, 西 , 北西 乃至 北 々 西 の 落 し を も つて い 
る 。 し か し オン ナル シベ さ ベツ 沢 西方 地域 の オフ ン オ マナ イィ イ 沢 で は , 片 理 が 発達 し , ASA 
に な り , N40°W, 60°NE : NS,60°E な ど を 示し , 線 構 造 は , 南東 落し の も の が 卓越 
し , # OBA RFERBESH RE, BNA BARA ReSOMH HL), 
Z TUCHPE OR EDSE SG EP TUTUVYAVYRORAR OHM TCD tec 
の 傾 斜 が 急 に 大 きく な り , 線 構 造 は , 南東 落し の も の が 卓越 し , PBRA-RERL TY 
PA), 黒雲 母 一 斜 方 煙 石 ミグ マタ イト が 伴う 。 し か も オン ナル シベ ペ ベツ 沢 の 構造 要素 
を 前 述 の 東西 両側 地域 の 構造 要素 が 切っ つて いる の で , オン ナル シベ ツ 沢 の 両側 隣 の 地域 に 
は , 後期 に 属す る 運動 に 関連 し て 終 成 し た 岩石 が 分 布 す る こと に な る “)。 

= カン ベツ 川 流域 に は 細 粒 , 中 粒 , 粗末 の 諸 種 の 塩基 性 岩 が あり , これ ら の 多く は E 
W, N40°~70°E で 北 落 し の 弱い 片 理 を 示し , 線 構 造 は 北東 落し の も の が 卓越 する 。 こ 
の よう な 塩基 性 岩 の 中 に 部 分 的 に 黒 圭 母 片岩 , 片 状 一 斜 長石 角 関 岩 が 貫 状 構造 を つぐ つて 
分 布 す る 。 こ の 黒雲 母 片 岩 , 片 状 一 斜 長石 角 隊 岩 は オン ナル シベ ツ 沢 の も の と 同様 に 比較 
前 初期 の 運動 に 多く 支 宮 せ られ た 岩石 で ある 。 従 つて 塩基 性 片 状 岩 の 中 に は , BRO LER 
的 初期 の 運動 に の み 支 配 せ られ た も の と , 後期 に まで 運動 支配 を うけ た 岩 古 と が ある 。 

3. 塩基 性 片 状 岩 の 産 状 

(a) オフ ン オ マナ イィ イ 沢 HRAER REST RAO MICOC BES H 
R-PHASE, 角 隊 石 一 斜 長石 片 麻 岩 が 巾 1.5~2m に わた つて 露出 する 。 KA 
は , 比較 的 後期 の 運動 に まで 支配 され た も の で ある 。 産 状 を 第 1 図 b に 示す 。 こ ・ ゝ に 注 
意 す べき 点 は 次 の 4 つ で あぁ る 。 (1) HPREBSREAFRSOT (A) OMRARR—R 
圭 母 片 麻 岩 は , 角 了 図 石 を 有する 。 (2) SBAR-ARAL RSL SENASERABE— 
黒雲 母 片 麻 岩 と の 境界 部 の 終 長 石 は 共に 汚染 し , 角 隊 石 一 斜 長石 片 麻 岩 は 黒雲 母 を 有 す 
る 。 (3) 角 図 石 一 斜 長石 片 麻 岩 の 内 部 は , 賠 緑 岩 質 岩 石 に な り , これ ら の 岩石 は と も る に 
部 分 的 に 片 状 一 斜 長石 角 隊 岩 の 細 灯 岩 を パ ツ チ 状 に 包 有 し て いる (第 図 c)。 ま た 関 緑 
岩 質 岩石 は , 含 角 図 石 一 斜 長石 変 唱 一 黒雲 母 片 麻 岩 に 包 有 され る こと が ある 。 (4) HE 
ABih-RESH Pea tclk & EORHR SRAM AI, D> Cis ut 7 Beatz 
の 運動 に 伴 つ て 後期 に 終 成 され た 岩石 と な り , WORN Z ABB LUMA DES 

(b) オン ナル シベ ツ 沢 中 流 BRAY 72, BESHEL PR AEB 
a NRA AMG & rh lm 内 外 の 締 を つく り , N20°E, 10°E OF MERI. AES 
は , 比較 的 初期 の 運動 を 受け て その ま ・ ゝ 終 成 さ れ た 岩石 で ある 。 BRE BING e に 
示す 。 こ ゝ に 注意 すべ き 点 は (1) 片 状 一 斜 長石 角 関 岩 の 角 関 石 は 繊維 状 又 は 短針 状 の 淡 
黄色 乃至 淡 緑 色 角 図 石 で ある 。 この 中 黒雲 母 片 岩 に 接する 角 関 岩 は 巾 lcm 位 に わた つ 
CREE ANAL AT SAPS, 黒 圭 坪 が 伴う 。 まな た 念 黒 雲母 脈 状 岩 を 傘 う ご と も あ 
So (2) 終 長 石 一 淡 褐 色 角 関 石 角 図 岩 は 塩基 性 片 状 岩 の 内 側 に あぁ つて , RRA 


1) Wash : GK, 41, 97~106, 1957. 
2) WIA, AGS : 地質 , 63, 437, 1957 (Ry). 
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(a), 塩基 性 片 状 岩 の 位置 (x 印 ) 1 幌 満 川 ) 2 オフ ン オ マナ イ 沢 3 オン ナル シベ 
Vin, aA), 9 VRva NR, 6 iis, A, B,C, D ZAwicaiR Lie 
塩基 性 片 状 岩 の 順序 を 示す 。 (b), オフ ン オ マナ イ 沢 の 塩基 性 片 状 岩 の 産 状 , EM 
は 立体 図 , 下図 は 上 図 の 片 理 , 線 構造 | 含 李 樹 石 一 褐 緑色 角 関 石 一 黒 圭 母 片 岩 , 2 
含 柄 格 石 一 斜 長石 変 晶 一 黒 圭 母 片 麻 岩 , 3 片 状 一 斜 長石 一 緑色 角 関 石 角 関 岸 ) 4 含 
石英 一 黒雲 母 一 淡 緑 補色 角 了 関 石 一 斜 長石 片 麻 岩 及び 含 石英 一 図 緑 岩 質 岩 , 5 By 
&AKNAARAE GSES RS 6 含 石英 一 関 緑 岩 質 岩 (c), 含 石英 一 黒 圭 
母 一 淡 緑 福 色 角 関 石 一 斜 長石 片 麻 岩 (EMO 2), 含 石英 隊 緑 岩 質 岩 (NO 2) 中 
に 見 られ る 片 状 一 斜 長石 一 淡 褐 色 角 図 石 角 関 岩 (AM. 右 図 の 1) の パッチ (平面 
図 ) (d), オン ナル シベ さ ベツ 沢 中 流 の 塩基 性 片 状 岩 の 産 状 (立体 図 ), 1 BBARVY 
フェ ルス , 黒雲 母 片 岩 (2 と の 接触 部 ), 2 HR-ARA-KHEANAANA (1 
toes), FIRBORAKRE AREAS, ARK 6 aS, 
SEKRAIRKS (e), BEARABLAR BSRAAEIE COB (立体 図 ) 1 黒 
Bars, 2 含 黒雲 母 一 斜 長石 脈 状 岩 , 3 PR ARA-KREARA ABS, 4 
HR-BRB REAR AMS, SRAMBEAMABINA (ff), オン ナ 
ル シ ベ ツ ソ ツ 沢 下流 の 塩基 性 片 状 岩 の 産 状 , 左 図 は 塩基 性 片 状 岩 の 片 理 ・ 線 構造 / 〇 … オ 
ンチ ナル シベ ツ 沢 , 右 図 は 赴 出 の 一 部 の スケ ッ チ (平面 図 ), 1 SBBI—H RAYE 
AKREARBANE, 及び PR-#ORA REAR ABBA, 2 HSER 
w 1, 2 ORR 1 OME O FER BA HR mm に わた っ THRILA ENTS 
破線 は 断層 (g), VAYAROBRZEH SA, RURR-Y—-Y) } ame 
ARE, KR AEAREANAAMS SRES—HR-ARA-REANA 
FAELE O Fr ER URE 0 
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に 接し て いな い 。 (3) 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス は 直接 塩基 性 片 状 岩 と 接し な い 場 合 が 多い 。 
(4) 塩基 性 片 状 岩 の 内 部 に は , 曹 灰 長石 岩 が 脈 状 に な つて 分 布 す る 。 

(c) オン ナル シベ ツ 激 下流 IEA, 片 状 一 終 長 石 一 淡 緑 褐色 角 図 石 角 関 岩 , 信 
黒 圭 母 一 片 状 一 斜 長 石 一 淡 緑色 角 関 石 角 関 岩 が 分 布 し , これ に 10cm 内 外 の 黒雲 母 片 岩 
の 落 層 が は さき さま つて いる 。 こ れ ら の 岩石 は , 比較 的 運動 の 初期 に 終 成 され た 岩石 で ある 。 
その 産 状 を 第 1 図 f CRT TS に 注意 すべ き は , (1) BEEP RECRESH ALO 
間 に は SRL RAAT ANA aw 数 mm 内 外 の 市 で MA bn 
る 。 (2) BEB RBOARAR その ま ・ ゝ 塩基 性 片 状 岩 の 稚 長石 に な つて いる こと が 両者 
の 境界 部 で 観察 され る 。 

(d) VNYAIR 黒 圭 母 片岩 と 片 状 一 ソー シュ ルト 石 一 緑色 角 了 関 石 角 関 岩 , FIRS 
RARE AMAA ¢ BH mm の 巾 で 纏 状 構造 を み 示 し て いる 。 こ れ ら の 岩石 は , 比 
較 的 初期 の 運動 に の み 多 く 支 配 さ れ た 岩石 で ある 。 そ の 産 状 を 第 1M g に 示し た 。 周辺 
の 塊状 の 塩基 性 岩 と の 関係 は 明らか で な い 。 DICER TS fA OTs HERR 
叉 は 短針 状 の 緑色 乃至 無色 の 角 了 関 石 で ある こと で ある 。 以上 か ら (1) FPR SRABB 
岩 , 斜 長石 角 図 岩 の 細 , 中 尊 塩 基 性 片 状 岩 は 成因 的 に 黒雲 母 片 内 に 褒 接 に 伴わ れ て いる 。 
(2) RE -ARAH RS OMS MES, Elk ONES SARA 
岩石 は , 倖 長 石 変 唱 一 黒雲 母 片 麻 岩 と 成因 的 に 密接 な 関係 を も つて いる 。 AKA BARA 
RE BOSE Gk (1) に 述べ た 細 粒 の 塩基 性 片 状 岩 を パッ ツチ と し て 包 有 する 。 (3) 
塩基 性 片 状 岩 と それ に 接する 黒雲 母 片 岩 , 斜 長 石 変 品 一 黒 圭 母 上 麻 岩 を 観察 する と , 共に 
SRA L, 塩基 性 片 状 岩 は 黒雲 母 を 有する 。 し か る も 告 長 石 , 黒雲 母 と る 黒雲 母上 
岩 , 斜 長石 変 唱 一 黒雲 母 片 麻 岩 の 残 晶 と な つて 塩基 性 片 状 岩 の な か に 存在 する 。 (4) 細 
粒 乃 至 中 粒 塩 基 性 片 状 岩 の 特殊 の も の は , 後期 の 運動 支配 を も うけ て 終 成 され る も の が あ 
So (5) 細 , 中 粒 の 塩基 性 片 状 岩 は 比較 的 前 期 で , また 粗 粒 の 塩基 性 片 状 岩 は それ より 
も 後期 の 運動 支配 を うけ て いる 。 

: 質 

2 項 で 述べ た 塩基 性 片 状 岩 及び その 周り の 黒 圭 母 片 岩 , BASH RRS OFS OER 
に つい て 検討 する 。 

(a) オフ ン オ マナ イィ イ 沢 (BIND c) (1) SHR ERREANA-RESIHE (第 
18] b © 1), AUR CHM THES, グラ ノブ ラス テッ TRSERI, A 
RA AH BES, MVEA, REA A, PI, REPKE DMA. 

BRA + ANyg, ANgz, ANgg, Ango, Ang, Ans2, Angs, Anss, His>HNICYRAL, 
この 周り が 塩基 性 な 斜 長石 に な り , それ ら の 分 布 は , 不 規 則 で ある (B20 a), SEA 
が 現在 の 形 に な つて か ら 洗 染 さ れ た も の で は な い 。 汚染 し た 紹 長 石 が 次 第 に クリ ー ミ ニン グ 
SHC, 汚染 し た 不詳 鉱物 が 粒状 化す る 現象 が 見 られ る 。 ま た 疾 状 残 品 と し て 残さ れ て 
いる 部 分 が ある 。 石英 : モザ イグ ク 状 に な り , MHORMORS THT SZ, BSS : REI 
で 部 分 的 に 磁 硫 鉄鉱 を 排出 し て 消耗 する か 或 は 黒雲 母 の 消化 され る 際 に AWE 2 YS AR 
WNArOC OWS (第 2 図 a), AAG : MRERLUTHATZIOLMMORE 
BOWES SPICE M ST SYREN ERHS. MBlk XBW, VY, Z HaHa, ng 


1) fest ZH: 地質, 62, 177~188, 1956. 
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1.620~1.634, 後者 は X, Y, Z--YRR EE, 2。…1.630 を 示す 。 MIG: SRL RO 
CHUN TS, %…1.771。 磁 硫 鉄 鉄 ・ 黒雲 母 の 消耗 する 際 に 粉 状 に 排出 し た も の で ある ?)。 

(2) 2hHRA-SRARG-RESH RE (第 1 図 b の 2), 含 淡 緑色 角 関 石 一 斜 長 
AAG RES Re GIR DO 5)。 粗 東 な 疾 状 残 唱 構 造 を 示す 。 NRG, AR, 
RSS, RRR UMS MAINA MT NIM, BBP, BHR, 7 
RFA}, MRR NMI. 

SRA: Hee Amys, Anys, Atgs, ANgo, Ang,, Anz, Ang,, Anz,, Atgs #28 
し , Anso~An。。 の も の が 多い 。 第 2 図 UAL Ih ¢ PHROIAE AARABA CRDARAL 
の 閑 状 化し た も の を 包 有 する 。 洗 染 さ れ た 部 分 は 尊 状 化し て , 斜 長石 は クリ ー ニ = ング され 
CHEEARA®? に な る 。 こ の 機構 は 1 OBA CHRANZOLARCHSD, VRE 
た 和 倖 長 石 の 内 部 の 不詳 録 物 の 壮 状 化 の 程度 が 高く より 塩基 性 の 斜 長石 に な つて いる 。 後 
BOMBA, An27) ANygg, Ans1, Ans2) ANgz, Anss, Angg, Ango, Ang, を 示す 。 
斜 長 右 の 灰 長石 成分 の 分 布 の 状態 を 第 2 図 c に 示し た 。 新鮮 に な つた 紹 長 石 ほ ど 塩 基 性 
に な り , また 内 部 に 包 有 され た 磁 硫 鉄 鉄 』 磁 鉄 鉄 , イル メ ナ イ トト, 栃 石 (リウ コク シン ) 
及び 微少 な 不詳 録 物 の 粒状 化 の 程度 る も 高く な り , 前 者 より 更に 塩基 性 の 斜 長石 が 見 られ る 
よう に な る 。 また 和 倖 長石 の 周辺 に 向 つ て 次 第 に クリ ー= ニ ング 化し , BEAR ARICA ZY 
の が ある 。 石英 : HOCRMOMEITET 5. BSCL, プー ル 状 に 石英 が 族 集 す る 。 B 
SER: 前 者 で は 次 第 に 消耗 し て 磁 硫 鉄鉱 を 排出 する (第 2 図 b)。 交 … 淡 黄色 , Y, Z-- 
福 色 , y…1.6341.642, 後者 に る 同様 の 性 状 が 見 られ る が , 磁 硫 鉄鉱 , 磁 鉄 鉄 , イル 
ヌメ ヌナ イト, BRERHTS, AMA : BEKOAMBANS. X VRB, Y, ZY 
$fh, CAZ-.-18°, (—)2V---60°, 62°, ,---1.666, BU X, Y, Z--MHE, CAD 
14°, (—)2V-.-86°, ヵ 。…1.670 を 示す 。 尊 状 化 し た 黒雲 母 , 磁 硫 鉄鉱 , REGROK, 42 
デリ HR (9 ジ ゴ ク シン ) ESAT So と の よう な 性 湊 は , MAELEREROMRE 
Bln aL, 角 較 石 が その 位置 を 占め る 前 に 黒雲 母 が その 場所 に 存在 し て いた こと を 
示し て いる (第 2 図 <)。 

(3) FR -@RA-REARRAANS (第 1 図 b ち の 3, B28 d), 細 粒 な グラ ノブ 
I RE eee 

締 状 部 が 観察 を られ る 。 それ は , 1 PR SRA-REANAANE, 2 含 石英 一 片 
ee Eames. oHeRGE 4 BREE, 5 RR RRS AVR 
AGE RABKE, 6 PRBS REALE, 7 片 状 一 磁 鉄 鉄 ・ イ ル メ 
ナ ィ イト 一 終 長 石 一 緑色 角 関 石 角 関 岩 , 8 片 状 一 石英 一 ソー シュ ルト 石 一 食 勘 角 ヶ 

9 片 状 一 磁 鉄 鉄 ・ イ ル メ ナイ トー ソー シュル ト 石 一 斜 長石 一 劉 踊 角 石 岩 , 10 HIRE 
—#55ERt AMG t OTS 

SEG. 1, 2 Cx Ang, Ang, Ang, 3 CHMPEATBET, 4, 5, 6, 7 Cit 
An,,, Ansy,, Ans, Angg, Any, GC -8,.9 “Gli Atyg, Attys, Atgg, Atgg, Any, 
An,,, 10 で は An。。 FRLARADHEE(LTS. 以上 の 稚 長 石 の 新 鯉 な 部 分 は 灰 長 
BRAVE {> 包 有 有 物 の 粒状 化 の 現象 が いち じ る し い 。 まな た 汚染 し た 和 斜 長 石 の クリ ー= ン 
Fictpn CHRBRARAMA, HADBAMAH, MOMICYRERHLA OR MRA EAS 


2) 3) 3st # : 地質 , 62, 177~188, 1956. 
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(a) SAR OME -RESH SORES, SRAOUER, Bi, BES, 
GAM, YR EPI, PO. Remake, (b) @thi@aARBARBESH 
KeOSka, BESO, PO. - Repeat, Bi-- Bee, (c) SP SBS 
AS RAZ ii REST REO SRA, 淡 緑 色 角 関 石 の 性 状 , MT,…: 磁 硫 鉄 付 , 
磁 鉄 鉄 ) イル メ ナ イ ト , LE… リ ウッ コク シン , Bip HRB, GAM, Ye ER 
石 (d) PRARE REAR EADBOMREE 1 PRA Eee PS 
Anna 2 @GR-WRARA-SREAMAAME, 3 石英 脈 状 岩 , 4 黒雲 
Bia 5S 片 状 一 黒雲 母 一 余 長 石 一 緑色 角 関 石 角 関 岩 , 6 片 状 一 斜 長石 一 緑色 角 
Nastia, 7 FARRER 4274} BRA GERRI, 8 & 
状 一 ソー シル ト BSR, OD RRR 4 RFA PV RY PRO 
SRAM, 10 IRF YH 4 } HRA, (e) FR— 
RRA SERA BOG EAMOMR, GAM, feRiG, Bi, Bee, 
Big: KARRSERE, MT, -REBROK- 4 VARGA}, TI… チ タナ イト , ZO--Seype 
A, ACAM. ieee apa, PL, SRA, (f) 信 石 英 一 時 雲母 一 淡 緑 福 
GANAS RAT REO AMOR, Bi BER, Bi, wore, TI 
… チ タナ イト , GBAM eRe ABI, PL, AG, (8) ERB 
岩 質 岩 の 斜 長石 の 新鮮 化 の 様相 , 1 REOALNSZYO, 2 REED ER ¢ EYEE 
が 粒状 化し て いる も の , 3 中 程度 の 新鮮 化 を し て いる も の , 4 RABEL TS 
も の 。 (KAISRAOKRARD ERT) 
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BLOTS LOLIZBR BCHRAOVGPARE MEL UTHLIV TS FRO 
EC PRULOBERIOLIAMRAOVERERMEL TOS (第 2 図 €)o MEME: 
REEMA T SRCREARNALERL, ZOARMICRORILL BEE, BK, イル 
AFA}, PATHMTS (B2Me)o X Vs, マ … 濃 緑色 , ZR Er 
#4, CAZ--22°, (—)2V---76°, 25-1. 661~1.666, BES : 不安 定 の 状態 に あつ て 消 
画す る 際 に 倖 長石 を 汚染 し て , BREE, A VATA YD, BEERS S Y--1.631°1.6 
36。 石英 : 2, 3, 4, 8 の 岩石 に 見 られ る 。 SWRA : X MAUR, Y… 
BSR, 選 Z… 淡 黄色 また は 無色 , (4-)2V---48°, 60°, ARAOREAcKbon TAMRA 
BCE て いる 。 BRR, AVATAS, HA: 7, 9 に 多く 尊 状 或 は 尊 状 化し て 片 理 に 沿 
う よ う に な る 。 既 述 の 如く 黒雲 母 の 消耗 に 伴う 。 

(4) 含 石 英 一 黒雲 母 一 淡 緑 褐色 角 関 石 一 斜 長石 片 麻 岩 (第 1 図 も の 4 の 周辺 部 及び 
Bic), 信 石 英 隊 緑 岩 質 岩 (第 1 図 b の 4 の 中 央 部 及び 同 図 の 6), Melee > 
理 の 強い 岩石 で 後者 は あぁ まり 強 く な い 。 片 状 一 斜 長石 角 関 岩 を パッ ツチ 状 に 包 有 する 。 前 者 
BARA Vee ARA, 石英 , BER, WHR 1VPT41), 梅 石 で 後者 は 上 の う 
ち 黒 雲母 を 欠い て いる 。 

BA: 前 者 は Ang, Anz;, Ansg, Ang9, Ang2 Anys, Any, Attys, An』s で , 
後者 は Anss Ans,, Anss, ANgg, Ang を 示す 。 > faa RAZ Gh BES 
PICBEBAs ANReGARKMR ae a Clit Ang, Angz, Ang, Ang,, Ang, Any, を 示 
す 。 有 稚 長 石 は いづ れる も 汚染 され て , クリ ー ニ ング され て 塩基 性 に な り , 汚染 し た 部 分 の 不 
ARMOIRES SAMIR DS. 第 2 図 f で 前 者 の 斜 長 石 が 粒状 化し た 黒雲 母 を 包 有 し , 
斜 長石 の 内 部 に 黒 圭 母 の 残 品 を 示す 栃 石 が 残 つ て いる こと を 示し 第 2 図 g で 後者 の 少 染 
し た 人 終 長 石 の クリ ー ニ ング の いろ いろ の 程度 を 示し た 。 こ れ ら の 事実 は , 黒雲 古 が あつ て 
PRGA L, つい で クリ ー ニ ング され て 塩基 性 化 じ た 終 長 石 が 形成 され る こと を 示し 
て いる 。 注意 すべ き は , CONE OGRORE, 新 解 化 の 程度 ( 斜 長石 の 塩基 性 化 の 程度 に 
WPT AS) は , 周囲 の 含 角 図 石 一 斜 長石 変 唱 一 量 圭 母 片 麻 岩 に 比べ て 著しい こと で 
540 it, 前 者 , 後者 に 包 有 され る 片 状 一 斜 長石 一 淡 褐 色 角 隊 石 角 隊 岩 の 斜 長石 は , 前 記 
UREA ICES C- > 塩基 性 の 八 長 石 に な り , 前 述 し た 和 斜 長石 と 同様 の 性 状 を 示し て い 
Bo FAITE : 内 部 に 粒状 黒雲 母 及び 橋 右 を 残し て いる 。 そ の 性 状 を 第 2 図 f で 示し た 。 
前 者 で は 交 … 淡 黄色 , Y, Z- YR ME, c 人 Z…28°, (—)2V---86°, ヵ 。…1.653~1.657。 
後者 で は 文 … ほ と ん ど 無 色 , Y, ZYME, c 人 Z…22°, (-)2V…86°, (-)2V… 
84°, n。…1.657 へ 1.659。 後者 の うち 含 角 関 石 一 斜 長石 変 唱 一 黒雲 母 片 麻 岩 に 直接 包 有 
され て いる る の の 角 関 石 は X- YEH, VY, 有 Z… 淡 緑 褐色 , c 人 Z…20°, (—)2V---80°, 
2。…1.656~1.657 を 示す 。 BEE : 前 者 の み に あ つて 消耗 し て 主 に 梅 石 を 排出 し 磁 鉄 
Gk, AMAFAPMEET SZ WA BRK 1VAT1) : その 性 状 は 既に 各 造 岩 鉱 
物 の 性 状 の 記載 に 述べ た 。 黒 雲母 の 消耗 に 密接 に 関連 する 。 

(b) オン ナル シベ ツ 沢 中 流 (第 1 図 4 e) RERHRLHRBRAAHDAL OB 
触 部 の 岩石 に つい て 主 に 述べ る 。 産 状 は 第 1 図 e で 示し た 。 

(1) 黒雲 母 片 岩 ( 第 1 図 e の 1), 片 理 の 弱い 岩石 で 細 粒 な グラ ノブ ラス テツ ク 構 造 
tat RES, BK BHR, ビ ナ イ ト か ら 成 つて いる 。 

斜 長石 : An, Ang, Ans, を 示し , 斜 長石 の 少 染 の 程度 > クリ ー ニ = ング の 程度 が 低 


60 BRD OR SB 


Vo BE : X- Ye, Y, Z.- AF, y---1.620~1.625, Gx : We OREYE & as Ut 
OGLMONS EIEN Bo REBUGK : BUR LRRILO RBM, UT bs RSE ONIN 
化 せ られ て 生成 し て いる 。 

(2) SRESAETIRRE (第 1 図 の e の 2 及び 第 3 図 a の 2) HR AEB 
一 淡 黄 色 角 図 石 角 図 岩 (第 1 図 e の 3 及び 第 3 図 a の 1), 前 者 は や > ゝ 優 白 質 の 脈 状 
MOSEE, BER, 磁 鉄 鈴 , イル メ ナ イ ト か ら 成 り , RESTROOMS), 後者 は , 
SEG, 淡 黄色 角 図 右 , BES, 磁 鉄 鉄 , イル メ ナ イ ト か ら 成 り 倖 長石 角 隊 岩 の 側 に あ 
ae 


(a) BESS LHR BRACE ANEANS tO MCS S PRB RA— 
KEE SRIEARS (1) tSRBESR AIRS (2) OM, YAM... vse fab 
- 石 , MT。… 磁 鉄 鉄 ・ イ ル メ ヌメ ナイト, By Bee, Pl, HARA, REASRAOK 
長石 成分 を 示す 。 (b) HR -#RASREANE AMS tO HEARAOBS 
fm, Ply @RA, PL, Beha, ACAM. 陽 起 石 質 角 関 石 , SD… 尊 状 化 し 
た 名 称 不詳 の 鉱物 。  (c) €RBI—-HRARAKRE ANA SHS PORE 
母 が 消 散 し て 陽 起 石 質 角 図 石 藤 品 の 生成 , Bi Ree, Bi, ARR, MT。… 
磁 鉄 鉄 ・ イ ル . メ ナイ ト , TIRE Fava, ACAM. BRA aA iho 
(d) 黒雲 母 片 岩 (1) と 含 黒 雲母 一 片 状 一 餅 長 石 一 淡 緑色 角 関 石 角 関 岩 (2) と の 接触 
部 の ス え スケッチ, Ply Bea, MT, BGK: 4 VATA), Big BRB, 

GAM, YR ELSPA 


NRA : 前 者 は お も に Angy~Ange を 示す 。 MOMWICARADT V—=v 7A 
せら れる 。 従者 は お も に Anyy~Ans, F+RUARASBBL RL, 次 いで クリ ー ニ = ニン 
グ さ れ た 現象 が 見 られ る 。 また 両者 の 境界 部 は , 前 者 の や ゝ 酸性 の 倖 長 石 を と りか こん 
で , その 周り に 淡 草 色 角 図 石 が で き て いて , FIR BRAKE EAR OC OD 
て いる 。 黒雲 母 ・ X PRA, Y, Z- Yee, 71.619, 後者 で は 残 品 と なり 鱗片 状 
EAT PRR AINE | 後者 の な に 存在 する 。 繊維 状 ま た は 短針 状 で X,Y, Z. YS 
KA es, CAZ 14°, 2。…1.661, BEAK (Et bn CARRERE ZO, 
(OM 7x BEGG, 4 VATA » EEE LYRE BIE CTEM L CWS BERK 4 RT 
ト : BRCHPR CMAN? BEA OVW CREE DO TWH 

(3) FR-ARA-TRE AD AAR, ARE UE ANAABSE (第 1 図 d の 
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2 及び 第 1 図 e の 4), 両者 と も 緑 灰色 また は 神 灰 色 の 統 密 な 片 理 の 弱い 斜 長石 角 関 岩 で 
前 者 は , 斑 状 残 品 の 斜 長 石 と 基質 の 如く 見 られ る 和 倖 長石 に 分 れ て いて , CHISELS 
右 , 磁 鉄 鉄 , イル メ ナ イ トト から 成り , 後者 は 倖 長 石 , 淡 褐 色 角 図 石 , 磁 鉄 鉄 , イル ヌメ ナイ ィ 
b> 覆 石 か ら 成 つて いる 。 

SEA : 前 者 の 斑 状 残 品 斜 長石 は Anse, Angs, Ang, Ange FRUVPSLEAEGA 
が いち じ る し く ク リー ニン グ さ れ た 証拠 が 見 られ る 1 リリ 。 HAOm, TEnH4ZARat, 
Ans, Anss, ANgg を 示し 斑 状 残 品 斜 長石 の 周り DARREL CBRN TWH = 
OPUMEL RARE, クリ ー ニ ング され る と 共に その 内 部 に 陽 起 石 質 角 図 石 を 排出 し , 
これ を 包み こん だ 如き 性 状 を 示す (38 5). BAA: 前 者 で は , 繊維 状 ま た は 短針 状 
DREAANGC X VLA ERA, YS, ZR, c 人 ZZ.…15~18°, ヵ 々 。…1.6 
57 へ 1.661。 後 者 は , 六 … 淡 緑 褐色 へ 無色 , Y, 選 … 淡 緑 褐色 , cAZ---17°, (—)2V---86°, 
ny…1.661 へ 1.664。 磁 鉄 鉄 , イル メ ナ イ ト , 橋 石 : いづ れる ゃ も 黒雲 母 の 消耗 と 密接 な 関係 
が ある 。 

(4) BREAKS (第 1 図 4 の 3), Re, BRAPSMOWWS SRE : 
Andsy, ANsg, Ans。 を 示し , いち じ る し く 灯 状 化 する か 破砕 され て クリ ー= ン グ さ れる 。 

(c) AYFAYAYRE MH (第 1 図 f 及び 第 13 図 (d ) 

(1) 黒雲 母 片 岩 (第 1 図 f の 2, H3H d の 1), や ゝ 片 理 の 強い 岩石 で 斜 長 
石 , BR REL, 磁 硫 鉄 鉄 か ら 成 つて いる 。 

MRA : Ang, Ans。, An。g。 を 示す 。 角 阿 岩 に 接近 する と 倖 長石 の 汚染 が いち じ る し 
く な り , し か る も 和 倖 長 石 の 内 部 に 粒状 化 黒 圭 母 を 包 有 する 。 AE: 他 鉄 物 の 間 を 充 塩 する 。 
Bee : X yee, Y, 有 Z… 礼 色 , 71.630, 角 隊 岩 と の 接触 部 は いち じ る し く 黒 
雲母 が 消耗 し , BREAN CE て いる 。 磁 硫 鉄 鉄 : BES OWHL BEC MMt OT 
いる 。 

(2) 含 黒 雲母 一 片 状 一 斜 長石 一 淡 緑 色 角 関 石 角 陸 岩 (第 1 図 f の 1 及び 第 3 図 (d) の 
2) 後述 する 角 関 岩 と 黒雲 三 片 岩 と の 間 に 2~3mm Op CHEF SARAAME CHS 
Ao SRA, VERNA, BES, 磁 鉄 鉱 ) イル メ ナ イ ト か ら 成 つて いる 。 

SRA : Angg, Anys, An4g, Ansy, Ans。 を 示す 。 REMH AL OMRBONRA 
は , BHEOA RAS (, Dd BEEHAORRAD ANCHE NS ROMCRER Ee d 
つた 終 長 石 が 角 関 岩 中 の 和 斜 長石 の 一 部 に 見 られ る 。 LO Lithia} O-MORRAIE 
黒雲 母上 片岩 中 の 倖 長石 と 同様 の 条件 に あつ た こと を 示し て いる 。 

角 関 岩 中 の 終 長 石 は , 次 第 に クリ ー ニ = ング し て 塩基 性 の 斜 長石 に な つて いる 。 角 隊 岩 中 
の 和 斜 長石 は 黒雲 母 片 岩 形 成 時 の 和 倖 長 石 の 残 品 と な り , md fan tem t LD CREEL 
た こと を 示し て いる 。 SMREADGRALK IL Hist LCHNBORRAICEZOTH Co 
斜 長石 が クリ ー ニ = ング する 際 , その 内 部 に 針 状 の 淡 緑 色 角 図 石 の 粒状 化し た も の を 排出 す 
る (第 3 図 (d) の 2)。 角 関 石 : 繊維 状 # ま た は 短針 状 で 磁 鉄 鉄 ) イル メ ナ イ ト を 多く 包 看 
し て いる 。 X, Y, Zt TAT WR, c 人 ZZ…18?, 々 。…1.658。 BSR : 部 分 的 に 


1) 長 石 変成 岩 の 斜 長石 と な る べき 告 長 石 が 一 度 汚染 され 残 品 と な り , 更に 塩基 
EP REOSRBALLC7V—-=7 TEN THREROBEEAREL AY, Biche 
状 残 品 に な つた も の と し て 和 観察 せら れる 。 し た が つて この よう な 舎 長 石 は 斑 状 変 品 , 
斑 状 残 品 の 両者 の 意味 を も つて いる 。 
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RERSK, 4 VATA DERE LAI E ERTS. 交 … 淡 黄 福 色 , Y, 選 … 神 色 , y…1.63 
1, BERK, イル メ ナ イ ト : 黒雲 鞍 の 消長 の 際 で きた も の で ある 。 

(3) 片 状 一 斜 長石 一 淡 神 緑色 角 関 岩 (第 1 図 f) , 灰 緑色 の 統 密 な 岩石 で 斜 長 石 , 溢 
AREER, 磁 鉄 鉄 , イル メ ナ ィ イト か ら 成 る 。 

SG: Angs~Ans, LRT. REAR : 六 … 淡 黄 緑 色 , Y, Z- ea, Me 
…1.661。 磁 鉄 鉄 , イル メ ナ イ ト : 黒雲 母 と 密接 な 関係 を も つて いる 。 

(dq) ル ベ シ ニュ ペ 沢 (第 1 図 g) 

(1) BESHE, BEECH EE CHALE T IIT IAF IY TRETAT AR 
, FAZER, 石英 , BERK, TV AFA, ビ ナ イ トト より 成る 。 

SEG : Ang, Ang, Ang, を 示す 。 終 長石 は クリ ー ニ = ング と 共に 塩基 性 に な る 傾向 
DHS, BEE: 次 … 黄 福 色 , Y, ZH, …1.619。 部 分 的 に 磁 鉄 鉄 , イル メ ナ イ 

ト を 放出 し , 細 沙 な 緑色 角 関 石 の 璧 唱 が 形成 せら れる 。 石英 : HORMOMT TET So 
磁 鉄 鉄 ・ イ ル メ ナイ ト : 黒雲 母 と 共 伴 する 。 

(2) 片 状 一 ソー シル ト 石 一 緑色 角 関 石 角 関 岩 , HRARARERNAANA, & 
黒 圭 母 一 片 状 一 斜 長石 一 緑色 角 関 石 角 隊 岩 , 黒雲 母上 片岩 と 貫 状 構造 を 作 つ て いる 。 個々 
の 岩石 は 細 粒 な 不 完全 な グラ ノブ ラス テツ フク 構造 を 示し て いる 。 

SRA : 前 者 は 主 に ソー シル ト 石 で や ゝ 新鮮 な も の は An。。 で 中 者 は Ang, Ang, 
BHC Ang, Any, を 示す 。 緑色 角 関 石 : 前 者 で は 交 … 黄 色 , Y, 選 Z… 黄 緑色 , cAZ 
18°, 2%。…1.662 で 後者 で は CAZ-18°, ヵ 。…1.661 へ 1.666 CHL > MER DG 
針 状 で ある 。 後者 で は 黒雲 母 が 消化 も られ て 表 唱 状 ま た は 短針 状 の 陽 起 石 質 角 阿 石 が 形成 
せら れ , FIV ARK, 磁 鉄 鉄 , イル メ ナ イ ト を 放出 し て いる 現象 が 観察 せら れる 。 (第 
3 図 (c))。 無色 角 関 石 : XY WL A ERE, 有 Z… わ ず か に 緑色 , c 人 ZZ…15°, ny. 
663。 磁 鉄 鉄 , イル メ ナ ィ イィ イト, チタ ン 赤 鉄鉱 : 散 点 し て いて 黒雲 母 の 消耗 と 密接 な 関係 を 
ぞ せつ で いる 。 


A 


5. 総 5 

以上 述べ た 塩基 性 片 状 岩 の 産 状 と 造 岩 鉱物 の 性 状 か ら , 比較 的 細 粒 或 は 中 粒 の 再 結晶 構 
wORCaRHR ARAN EG, 倖 長石 角 隊 岩 な どの 岩石 は , 成因 的 に 密接 に 関連 を も 
つて 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス , 黒 圭 母 片岩 と 共 伴 する 場合 が 多い (但し 後期 の 運動 に 迄 関係 
し た 角 隊 岩 を 除く ) 。 一 方 , 粗 粒 な 角 了 図 石 一 斜 長石 片 麻 岩 の 如き 堪 基 性 片 状 岩 は , 本 地域 
で は , 倖 長石 変 品 一 黒 圭 母 片 麻 岩 と 成因 的 に 密接 な 関連 を も つて 共 伴 する 。 

WIRES a, 斜 長石 秦 品 一 黒 圭 母 片 麻 岩 と それ に 接する 塩基 性 片 状 岩 と を 観察 する 
と 両者 の 接触 部 は 共に 倖 長石 が 汚染 せら れ て いる リリ 上 に , HREM REO HON RAL, 
RES a SAB REL RAOPOMRARTO ¥ > MINGFBAN TK TE, 
クリ ー= ニ ング 化 が お こり **) 塩基 性 斜 長石 に な り , 倖 長石 角 関 岩 ま た は 角 関 石 一 斜 長石 片 
麻 岩 の 斜 長石 と な つて いて , この 導 の 現象 は 見 られ な い 。 し か る も 黒雲 母 片 岩 , SRARR 
一 黒雲 母 片 麻 岩 中 の 倖 長石 に も 塩基 性 片 状 岩 の 斜 長石 と 同様 に 塩基 性 化 の 現象 が 観察 さ 
NSo COMMER BONRAOBRRESH A, NRAZ GREE RED 


1) 舟橋 三男 : 北大 紀要 , Ser. 4, 8, 31.61, 1948. 
2) ast 宏 : BHI, 1956. 
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HEALY SOEUSLWo ML Tl OBRUN RA OVFRORE LRUILOREK IO 
て 規定 せら れ て いる 。 この 事 は 塩基 性 片 状 岩 の 斜 長石 が 形成 され る 前 に は いも ち じ る し い 倖 
長石 の 汚 次 の 現象 が あつ た 事 を 示し て いる 。 

次 に RE Ke ORAAOURE BRT SE いづ れる も RESOWMCHO CANE 
が 生成 する 現象 を よみ と る こと が 出来 る 。 こ の よう な 現象 は , SLITS, 斜 長石 変 卓 一 
黒雲 母上 麻 岩 の な か に る も 多少 で は ある が 観察 せら れる 。 

BERG, 磁 鉄 鉄 , イル メ ナ ィ イト , 梅 石 ) チタ ン 赤 鉄 鉄 は 黒雲 母 片 岩 , ARABS 
雲母 片 麻 岩 で は , 磁 硫 鉄 鉄 が 主 に 観察 され る 。 秩 基 性 片 状 岩 で は 磁 硫 鉄 鉄 は ほとん ど 見 ら 
れず 磁 鉄 鉄 , イル メ ナ イ ト , BA FI VARPRBERRIOKUOWS, MINS 
OBA, 黒雲 母 の 消耗 に 共に 生成 し , 次 いで 尊 状 化す る 。 黒 圭 母 片岩 , SEALER 
雲母 上 麻 岩 で は 黒雲 母 の 消耗 と と も に 多く は 磁 硫 鉄 鉄 に な る よう な 条件 に あり , BMH 
状 岩 で は 黒雲 母 の 消耗 と 共に 角 関 石 を 形成 し , 各種 の フェ ライ ト を 排出 し , 一 般 的 に 磁 硫 
GAMES NBA KARR HORBERL TWH 塩基 性 片 状 岩 の 中 の フェ ライ 
ト の 分 布 は , 黒雲 母 が 柱 当 に 濃 集 し 消 散 し た 事 を 示し て いる 。 

以上 の よう な 事実 か ら 岩石 自体 と し て は 余り 再 結 品 構造 の いち じ る し く な い 皮 状 一 斜 
RARN ae, 斜 長石 角 関 岩 の よ うな 岩石 は , 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス の よう な 岩石 が その 場 
に あぁ つて, 次 いで 偏 圧 下 に 一 方 で は 黒雲 母 片 岸 に な り 他 方 で は , 更に いち じ る し い 偏 圧下 
で 倖 長 石 が 洗 染 し 黒雲 母 が 濃 集 し 更に 消 散 し , 斜 長石 が クリ ー ニ ング され 塩基 性 と な り , 
これ と 共に 角 隊 石 が 品 出 し て 細 粒 , 中 粒 の 塩基 性 片 状 岩 に な つた も の と 考え られ る 。 AA 
石 一 斜 長石 片 麻 岩 の 如き 粗 粒 な 塩基 性 片 状 岩 は , 粗 粒 な 石英 一 黒雲 母 一 斜 長石 岩 の よ うな 
岩石 が 前 述 し た 如き 経過 ナ を 経て , —H CUA RAR REE RBIS hn, 他方 で 
は 角 了 関 石 一 斜 長石 片 麻央 が 形成 され た も の で ある 。 由縁 岩 質 岩石 は 儲 圧 の 比較 的 弱い 条件 
Tit, 角 図 石 一 八 長 石 片 麻 岩 が 形成 され る と 略 々 同時 期 に 密接 な 関係 を も ゃ つて 形成 せら れ 
た 。 導 し この よう な 粗 粒 な 塩基 性 片 状 岩 と 関 緑 岩 質 岩 石 に は 既 述 の 如く , FIR-ARAA 
関 岩 の 如き 細 多 塩基 性 片 状 岩 が パッ ツチ 状 に 包 有 され て いる 。 こ の 事実 は , MAZE AEH 
状 岩 の 形成 され る 前 に , 前 述 の 細 , 中 粒 の 塩基 性 片 状 岩 が 形成 され る よう な 経過 が 部 分 的 
に 既に 存在 し て いた こと を 未 し て いる 。 

以上 に 述べ た 現象 は , 程度 は 弱い が 黒 圭 母 片 岩 , ARABI BEE Ma 7 mod 
観察 を られ る こと は 注意 せら れ ね ば な ら な い 。 云い か える と この よう な 変成 作用 の 程度 の 
ZORA SE, 斜 長石 変 品 一 黒 圭 母 片 麻 岩 と し て 下り , 一 方 で は 細 , 中 , 粗 粒 の 塩 
基 性 片 状 岩 , 関 緑 岩 質 岩 石 と し て 形成 せら れる に 至 つ た も の で ある 。 

これ ら の 変成 作用 の 時 期 は , 一 般 に 細 , PRE Rat, 変成 作用 の 比較 的 初期 
で , 成因 的 に 黒雲 母 片 岩 の 形 成 さ れる 時 期 と 同時 期 で あり , 粗 粒 塩基 性 片 状 岩 及び 之 に 伴 
3 関 緑 岩 質 岩 石 は , 成因 的 に それ より る も 後期 の 斜 長石 変 唱 一 黒雲 母 片 麻 岩 の 形成 され る 時 
期 と 略 々 同時 期 で ある 。 注意 すべ さき は , 細 粒 , PROMMEH RAO 3b CH RAR 
BSH ROHS O CHM T ZAM, 黒雲 母 片 麻 岩 の 形成 の 後期 の 運動 に 迄 引 
続い て 関連 を も つて 終 成 され た 岩石 で ある こと で ある 。 

6. £ 4 
ABE MAC BWC 角 関 岩 或 は これ に 打 似 の 岩石 の 生成 に つい て 特に 秦 体 的 に 検討 さ 
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れ た の は , 北部 地区 に お いて 橋本 誠二 DEAR St Beat lL CHEOAN BE 
成 さ れる こと を 明らか に し た 。 南部 地区 に お いて 減 井 宏 *3) が 斑 販 岩 質 岩 石 か ら 角 陰 石 
が 形成 され る 例 を 未 し, 又 一 方 で は 混成 岩 に 包 有 され る 細 粒 塩基 性 片 状 岩 の 起 原 は , 黒雲 
母 の 濃 集 し た ホル シン フェ エル ス 質 岩石 で ある こと を 述べ た 。 MAF) は 黒雲 母 刻 麻 岩 の 
形成 の 運動 で 経 成 さ れ た 角 隊 岩 人 が ある こと を 述べ て いる 。 
既 述 の 如き 黒雲 母 の 消 散 に つい て 舟 許 三男 ?) が 早く か ら 指 摘 し , BIE? は , BE 


まま の 濃 集 と 消 散 の 現象 が 他 の 鉄 苦 土 鉄 物 を 生成 する 一 つの 機 角 に な る こと を 記し , 併せ て 
長石 の 塩基 性 化 の 現象 を も 考察 し て いる 。 

片 来 正 夫 ?) は 黒雲 母 と 角 図 石 が 密接 な 関係 を も つて 卓 出 し 得る こと を 述べ , AMS 
MIL) が 片 状 角 隊 岩 の 線 構 造 の 形成 と 黒雲 坪 と の 関連 を それ ぞ れ 構造 解析 , 結晶 構 
YEO EDERAL KR 小島 丈 児 ) は 角 関 岩 に 時 期 の 異 つ た 変成 作用 を 受け た も の が ある 
事 を 記載 し て いる 。 
FORTE RU 2 NICE A ORR OW GC, いろ いろ の 解釈 が な され て いる が 本稿 で 述 
べた 岩石 自体 と し て は 余り 青 結晶 構造 の いち じ る し い 細 灯 , PAL, HALO RAR 
び 図 緑 岩 質 岩 石 は , 変成 作用 の それ ぞ れ の 時 期 に , 石英 , 黒雲 母 , 斜 長石 より 成る 岩石 が 
ZEMLIZ OODLE BRBSEH, この こと は より 多く の 現象 を 四 体 的 に 矛盾 な く 説 明 し 得る も の 
a 思わ れる 。 
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BERSUWAOKRSUKUAR* 


Daikoyama volcanic neck at Ryozen-mura, 
Fukushima Prefecture 


J\ & && — (Ryuichi Yashima)** 


Abstract ; In the eastern part of Fukushima basin, the Ryozen forma- 
tion which comprises non-porphyritic andesite, olivine basalt, pyroxene 
andesite and rhyolite, is unconformably underlied by the pre-Tertiary 
granodiorite and allied rocks. The Daikoyama neck forms a cone amid the 
hilly area, about 13km north-east to Fukushima city. It is an erosional 


1) 橋本 誠二 : 北海 道 地質 要 報 , No. 28, 1~10, 1955. 
2) fest Ze: Bek, 40, 245~249, 1956. 
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wi 宏 : Hor, 40, 93~103, 1956. 
: 地質 , 63, 527~540, 1957. 
: WHE, 1948. 
: Gk, 40, 21~27, 1956; 地質 , ATHY, 1956; Ber, 41, 97~ 
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7) “PORTER: : 博物 学 雑誌 , 34, 1936. 

8) Ishioka, K. and Suwa, K. : Jour. Earth Sci. Nagoya Univ. 2, 191 

~199, 1954. 
9) 小島 丈 児 : 広島 大 地学 研究 報告 ) No.2, 1~13, 1952. 
"1957 年 6 月 , 日 本 地質 学会 東北 支部 例会 で 報告 
"福島 大 学 々 芸 学部 地学 数 密 
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remnant, composed of non-porphyritic andesite, and has an elliptical gro- 
und plane. The marginal facies of the neck is characterised by the prese- 
nce of a large amount of xenocrysts derived from granitic rocks, and the 
groundmass composed of labradorite, hypersthene, magnetite, glass and 
tridymite. The central part is non-porphyritic, and its groundmass is com- 
posed of labradorite, hypersthene, magnetite, glass and quartz. Chemical 
composition of the central part of the neck shows followig characteristics : 
MgO/FeO+Fe,O3 ratio is small, and SiO, content is low, though normati- 
ve quartz is comparatively high, and content of modal quartz is very high. 
A dyke “D” named in the neck is composed of glassy rock with a large 
amount of xenocrysts derived from granites, and is probably contempora- 
neous with the neck. While dykes, “B” and “C” are porphyritic two 
pyroxene andesite, and are younger than the neck. 


Ltr Leese 

Brae Se LHC BNC AGT 3 BULK LE a OSE 最近 , 福島 市 東北 方 伊達 郡 霊山 
ARAY の 代 量 山頂 上 部 に B=EMOVOL BONS KUBBE AML AMC, 
CORIO KUBARSD SICDADS ST, BAICRENAWRYI—-MRICEREEAT S 
こと が 困難 で , ¢ (CRAWL OBR ND URBROMEE EPA AW KK 
4 Clk, 特に この 代 皇 山 火 山 岩 有松 の 産 状 並 びに 岩石 学 的 特徴 を の べ る 。 

2. ARBWKUEROEK 

周辺 の 地質 概説 BaAtwRBoMmiclt, 主 に 花 向 岩 類 か ら な る 古 期 及 び 新 期 深 成 岩 
XE) HBL L CHEREWKWAB BEARS, BROMUMRICANTZE 
出火 山 砕 選 岩 層 は , CRRA WA - HRAKKRA - MAERUA - ARASH CO 
類 岩 流 及 び 同 質 の 火山 砕 居 岩 類 よ りな つて いる 。 

代 皇 山 附 近 は 著しく 侵 人 触 を うぅ うけ CHRO L, BU KUABAB TOKE LEDT 
いな い 。 叉 , FELLAS ACHR OTE MBA BW CSM, その 周辺 地域 に は , 
Sak OMA LR LB Ona KB, Riiln5 OF: BBA FEAL CMW 

岩 殖 の 産 状 代 皇 山 は 標高 226m, RIS PaAMRE SOLMECTH SM, K 
山岸 の 赴 出 し て いる 頂上 付近 で は 30 へ 45° DAMS nD, BAM CIABE OTH 
So BBL YMICOU 7S, 侵 僕 より 取り 残さ れ て 一 部 尾根 を 作 つ て いる 。 KEWO 
FRB, SIRES C, 南西 と 北西 の 両 斜面 に は 黒 圭 母 角 図 石 花 賠 隊 緑 岩 の 小 分 
布 が ある 。 

同 岩 用 は 露出 に 恵まれ , 束 倫 面 の 一 部 を 除い て は , 岩 体 と 周辺 岩 と の 接触 面 を 追跡 する 
こと が で きた 。 そ の 結果 , 岩 体 の 平面 の 輪 廊 は ほぼ ば 析 円 形 を 示し て いる こと , 急 崖 の 個所 
で は 岩 体 に 連続 する 枝 脈 が , 明らか に 岩 刻 状 を な し て 垂直 に 花 賠 岩 類 を 綱 き , か つ , 岩 体 
の 西北 端 に は , ご く 小 規模 で そ あ る が , 岩 体 の 一 部 が 花 賠 岩 の 節理 に 沿う われ 肌 ( 巾 約 20 
cm) を 満 し て いる の が 認め られ た 。 更に , 捕獲 結 品 を 多量 に 含む 縁辺 部 と それ を 欠く 中 


1) 地名 は 市 町 村 合 併 以 前 の 旧 地 名 を 使用 し た 。 
2) 渡辺 岩井 , 他 4 名 : 地球 科学 24, 1~11, 1955. 
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2 : 捕獲 結晶 を 多量 に 件 う 部 分 
(OM) 
3: BRO AK 


INS veeeverie, 1s) eas CS 
mBaazkWesik, D : be 
a7 ABS aie 


心 部 と が , 夫々 同心 円 状 に 分 布 し , RM, 径 0.2mm KROMERARAOS < ik, BHO 
上 下 の 方 向 に の びている こと が わか つた 。 これ ら の 観察 結果 か ら 本 岩 体 が 岩 欠 で ある こと 
は 明らか で あろ う (第 1 図 ・ 第 2 図 , a)。 

更に 本 岩 体 中 に 三 枚 の 岩 脈 が 認め られ た が , これ ら を 第 耳 図 に 示し た ょ うに 区 別して 夫 
々 B.C.D と する 。 B-C の 2 岩 脈 は 北西 方 面 に 並行 に 配列 し , 両者 の 緑 辺 部 に 両 
側 共 に 岩 務 岩 体 と は 明瞭 な 境界 面 で 接し , か つ , BARU Ey 7 AROMBESC 
th 3~12mm) が あり , 細長 い 形 を な し て いる (第 2 図 , b)。。 し か る も B 岩 脈 の 西北 端 
は , 岩 有 栓 岩 体 を つき ぬけ て 花 賠 岩 の 節理 に 沿う われ 上 且 を 溢 し て いる 。 こ れ に 対し て DD 岩 
脈 は , 水平 断面 が 橋 円 形 で , BAO OMUMBe AS, か つ , 明瞭 な 境界 面 を 示さ な い 
で 周辺 岩 に 移 化 する 。 


3. BROS BA# HHB 

肉眼 的 性 質 岩 体 の 縁辺 部 に は , TROT I k ORR DAAPSE ORE RL DE 
の 挿 獲 岩 と が 不 均 質 に 含ま れ て いる 。 こ れ ら の 捕獲 結晶 は その 線 辺 部 中 で も , 量 的 な 差 に 
ょ っ つて 生じ た 締 模 様 の 構造 を 示す 所 が あり (2A c), LM, MAMA O BAY 
し い 相 違 が 認め られ る 。 し か る も , 西 よ り 南 南西 に か け て の 縁辺 部 中 で は , AEE ROR 
岩 全 体 の 実に 50~70% も 占め る 所 が あつ て , 野外 で は 一 見 花 賜 岩 と の 区 別 が 困難 な ぼ 
ど で あ る 。 捕 氏 結 晶 は 縁辺 部 か ら 岩 体 の 内 部 に 向 つ て 次 第 に その 量 を 減じ , 中 心 部 で は 全 
くそ れ を 欠き , ZR, 石 基 の 組織 も 中 心 部 ほど 粗い 傾向 が ある 。 Hic, 周辺 の 花 賠 岩 壁 に 
は , PH mm~F cm の 極め て 硬い 淡 福 色 の 部 分 が 生じ て いる 。 

顕微 鏡 的 性 質 「 岩 体内 の 含 捕獲 結 品 縁辺 部 と その 中 心 部 , BIR B・C・D RU HRS 
卓 の 6 項目 に 分 け て 夫々 の 主 な 特徴 を の べ る 。 

HM AnD (AEM ACL) (第 2 図 , d) : Mw kee QU EG CHEERS AC 


: 代 皇 山 (SB 


た 酸化 鉄 ) 


: 含 捕獲 結晶 縁辺 部 (AS 
BEA (f), 
AAP oe (Hee 
岩 脈 D ( 顕 徴 鏡 写真 , 直交 = 
(f), 柱状 自 形 の も の は 初生 の 舎 | 


出 村 店 川 よ り 塵 む ) 
Kile PORE HbR (ALM 


Hes hy se (s), 


初生 の 石英 (q), TARR (p 
レ ) , 捕獲 結晶 徴 八 
A, 他 の 黒色 部 は 褐色 ガ 


同 
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欠き , BEIGE ART SEA (最大 径 0.1 x0.2mm) は , An 45~751), アル 
バイ ト 及 び カ ー ル スバ ト 双 上 唱 を な し , 昧 帯 構造 を 示す も の が 多く , BCMABRKORKA 
を 多量 に 包 裏 する 。 紫 藤 煙 石 は 0.08x0.13mm 大 の 和 柱状 自 形 を な し , 多 色 性 は や や 強い 
(X'’=KRGE, Z'=66), WER ERCLHE GAEA ARG BES AKA - 
ジル コン が あり , RAEDOBRAIFARRSNS 
中 心 部 CRBE RIE) (第 2 図 , e) : 極め て 硬い 青 灰 色 の 岩石 で , BEEAS KER 
ee Ot enna ae, one eee 但し 捕獲 結 琶 を 欠く 。 

石 (最大 0.15 x0.4mm) は An 46~83 で , SRiRHE ILE BIG CH BERG 0 
英 は , 不 規則 集合 体 , 粒状 集合 体 , Sg ee 
Wil, これ に は , RUCBRO BIRR TPE Do 

B BIR (IARI) : 著しい 斑 状 構造 を 示す 。 捕獲 結晶 を 欠き , 風化 に よる 三次 
的 鉱物 を 多量 に 生成 し て いる 。 石 其 は hyaloophitic GMAT BEARA (RK 
1.5x3mm) ti, 複合 双 品 を な し 累 帯 構造 が 義 し い 。 WH - REG HI glome- 
roporphyritic 構造 を な す 。 石 基 に は 和 倖 長 石 ・ 夢 石 ・ 磁 鉄 鉄 ・ ガ ラス が あぁ あり, 三次 的 鉱 
物 に は , Aika, atv, RUE EBS 

C AiR (HGS) : 著しい 環状 構造 を 示す 極め て 硬い 青 灰 色 の 岩石 で ある 。 Fi 
獲 結 晶 を 欠き , 石 基 は hyaloophitic GEERT. MRONRA (最大 径 0.5 x1.0mm) 
は An 50~80, 尊 通 輝石 (2.6 x10mm) は glomeroporphyritic RE¥E% 7; L, (100) 
HOMGAIET So MBA (長径 1.7~2.0mm) は 多 色 性 弱く 普通 輝 石 の rim BH 
り 量 的 に 普通 将 石 より 少 い 。 石 基 に は , AG (An48~58), お よび , ARAOMEE 
包 裏 する 徴 斑 品 (最大 径 0.3mm) の ビジ オン 煙 石 ・ 普 通 輝 石 , 少量 の 鱗 封 石 ・ ガ ラス な 
ど が あぁ あり, Sie e RK o 

D ‘alk (ARRAS Meda 77 2PUe) (2M, f) : きわ め て 硬い ガラ ス 光 沢 の ある 
暗 灰 色 の 綴 密 な 岩石 で , BR GARA SRA: BES - WKA- vay OFFS 
EARLS ARLE RMT ART SWAT A, BLUGR: MRL OAD, 
DT AOCERA + RRM RELAT S o 

捕 稚 結 品 : Ax (最大 径 5 mm で 全 捕 獲 結 品 の 20%+ を 占め る ) は , MND mAh 
し , 時 に 著しい 匂 入 を な し , 不 規則 な われ 目 を も つも の が 多く , 中 に は 三 軸 性 を 示す る の 
が ある 。 MARA (AHEAD 3~10%) は , fn DAL <¢ BRL AE ROZRBLAL, 
WDA > FMM Heh LCOS AS, 特有 の 格子 状 双 唱 を ょ く 残 し て いる 。 AEA (EE 
AE 3mm で 全 捕 筐 結晶 の 60~7596) ik, ARRAN Ze ILBERAIIIS 5 RIBROZ REA 
じ , これ を 石 基 が 満 し て いる 。 An 32~45 で , 原 岩 の 双 虚 を よく 残す が 累 帯 構造 は 完全 
VAL, 僅か に 周辺 に 新た に 巾 0.0lmm+ の An 成分 の 高い 和 斜 長石 (An 華 45 へ 60) 
が 生成 し て いる 。 BES ( 全 捕 織 結 晶 の 10~15%) は 殆 ん ど 酸 化 鉄 に よ ょ つて 置換 され , 
僅か に 捕獲 岩 片 内 部 の 黒雲 母 の -- 部 に その 療 跡 を 止め て いる 。 こ の 酸化 鉄 は 鹿 状 , HE IR 
を な し て 黒雲 母 の 周辺 や 盛 開 に 沿 つ て 分 布 す る 。 


4 化学 的 性 質 
代 量 山 岩 碧 の 中 心 部 の 岩石 に つい て 東北 大 学 岩 鉄 数 守 大 大 世 一 致 授 の 御 好 意 に 依り 同 
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BBS ALR RO CLAM ETO UB io この 結果 は 第 1#BOWI CHS M,Z 
の 分 析 値 に より 算出 し た ノル ム 鉱 物 比 お よび 同一 試料 の 薄 片 より 得 た モー ド を , BIS 
に 示し た 。 SiO。 の 重量 比 が 比較 的 少 い の に る も 拘ら ず ノ ルム 石英 と モー ド 石 英 ( 鱗 替 石 を 
含む ) が 多く , LZ, MgO/FeO+Fe。0。 が 低い の が 特徴 で ある 。 色 指数 は 17.4 SRY 
FAD BERR IKCAD o 


Sl BRRRSUEMERAWE CSAP OSs) 
の 分 析 値 , ノル ム 値 及び モー ド 


分 析 {a | フク ee SB = S = 
SiO, 52.20 Q | 17.5 : 49.8 
TiO, 0.89 Or eu BEE Cab, Ags) 
Al,O, 17.19 Ab | ie ae ah 
Fe,03 6.46 An | 35.6) Or,Abs;Ango (BEER SEs) 

FeO 4.13 | Wo | 0.8 sere 9.6 
MnO 0.14 | En | 3.9/ 12,0 磁 BK BK 7.8 
MgO 2.95 | Fs | 7.3) WogEng Fss5 Ee IK AG 0.5 
BO ey V7 FEW ANE gh 607 Hox 
Na,O. hace Rao ske ZA} 4.3 
K,O 0.64 Ap | 0.3 ak 
P.O; 0.13 & Hf =17.4 
H,0(+) 1.97 
H,O(-)| 2.93 分 析 者 今野 弘 (東北 大 学 理学 部 岩 鉄 教師 ) 

* 得 ポイ ント カウ ツン シン ター で 測定 し た 。 
Total 99.45 


5. 結 Ba 

Geiki1) (WLNIBHOKP MM, ふつ う 不 規則 な 円 形 , BB, BABRacrns 
の 複合 し た 形 を 示し , B 1m へ ~3km に 達する と され て いる 。 KSLA, 長 軸 60m 
gh 30m の , IISA ERT AE COMM ABO BARAT, AWS 
Hl に 属す る 。 岩 体 中 に は 捕獲 岩 及び 捕獲 結晶 が 不 均質 に た に 伴い, しかも, それら は 岩 体 
の 縁辺 部 に 集中 的 に 包含 され て いる が , この よう な 産 状 は , BSE UBOLAFORK, th 
TRAC RUOB BROOM & 取り 込む 機会 が か 多 か つ た こと に 原因 し て 生じ 
た も の で あろ うぅ 3 う 。 DL, GRAM LAWUAC, 初生 の 石英 を 多量 に 含み , 石 基 中 の 交 石 は 
WLAERRMBALUAAGRALAL, BRAMORD CREASE? に 属す る と 
考え られ る 。 岩 体 縁辺 部 中 の 斜 長 石 の 成分 範囲 は 一 般 に 大 で , か つ An 成分 は 中 心 部 の 
それ に 比 し て や や 低い 。 この 事 は , FS CRBC ES 成分 変化 に 原因 する と 壮 え ら 


1) Geikie, A. : Ancient volcanoes of Great Britain, 1, 394~398, 2, 62~ 
75, 1897. 

2) Geikie, A. : #f#, 1, 67~68, 1897. 

3) Kuno, H. : Bull. Geol. Soc. Am., 61, 994~1020, 1950. 
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れ , BRMWCABILAWOBAY に 似 た 点 が 多い 。 岩 脈 C は , Hb MCU Y A YHA 
ww) に 属し , th, 岩 脈 は 変質 の た め 詳 し い 点 は 不明 で ある が , 岩 質 の 点 で 岩 脈 
C に よさ 似 て いる 。 す で に の べた 産 状 , BHORDEBRTSL, ak BB:C じ は 共に 明 
PK BBOLAREOBABKT, むし ろ 岩 の 周辺 地域 に 分 布 す る 岩 脈 群 の 一 部 と 思わ 
れる 。 これ に 反し て 岩 脈 D は , BRMMOARD LAB ERBACEL, か つ 産 状 , ae 
の 点 を 吟味 する と , GRAAL BEAR AOC, 両者 は ほとん ど 同 時 に 紀信 し た も の 
と みな され る 。 また , 岩 須 岩 体 の 化学 分 析 値 の SiO。 の 重量 比 が 低い に 拘わら ず , ノル 
ム 石 英 及 び モ ー ド の 石英 ( 鱗 理 石 を 含む ) が 高い 値 を 示す 点 が 注目 され る 。 

終り に 臨み 終始 御 指 導 を 蔵 いた 三 本 杉 巳 代 治 数 授 に 深く 感謝 の 意 を 表す る 。 又 種々 お 
世話 に な つた 東北 大 学 大 森 刻 一 才 授 , 加藤 毅雄 助教 授 , 同 教養 部 八木 健三 教授 に 厚く お 礼 
を 述べ , 又 化学 分 析 を し て 戴 い た 東北 大 学 岩 鉱 教室 の 今野 弘 氏 に 謝意 を の べ る 。 
当 研 究 に は 文部 省 笠 学研 究 費 の 一 部 を 使用 し た こと を 明記 し て 感謝 の 意 を 表す る 。 
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Variations in the temperature optics of plagioclases 
in the Tabashiné adamellite mass 
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Abstract : About 300 plagioclases (0~70%An) in the Cretaceous Taba- 
shiné adamellite stock of the Kitakami mountainland are observed on the 
universal stage. Projection of the twin plane (010) on the optical plane 
reveals a wide variation between the high-and low-temperature form for 
the composition range of 20 to 6096 An (Figs. 6 and 7). To treat such 
variation, a modified chart (Fig. 4) and a composition-temperature form 
diagram (Fig. 7) are proposed. The coexistence of various forms even in 
a single crystal can not be explained by the incorporation of xenocrysts 
of the different forms, nor by the thermal history after the growth of 
crystals. It is more likely that it is caused by the unstable crystallizing 
conditions, i.e. changes in the pressure and in the rate of crystallization 
as the result of convection current in the magma. 


LS ee 計 さ 
一 般 に 深成岩 の 斜 長石 は , 光学 的 に も X 線 的 に も , いわ ゆる 低温 型 に 屋 す る が , 塩基 


1) Kuno, H.: Jour. Fac. Sci. Tokyo, Univ. 9, part II, 241~265, 1954. 
2) Kuno, H.: Bull. Geol. Soc. Am., 61, 994~1020, 1950. 
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性 貫入 岩 体 り SSS AC Pere SONAR AC RBG ERE RT ABMS Sr 
COS, 筆者 は , 種々 の 温度 型 の 生じ る 原因 を 知る 手がかり と し て , 小岩 体 で は どう 
いう 型 が 見 られ る か , また 同一 岩 体 内 で は この 型 が 一 定 で ある か どう か を 確 め る た めい に, 
AMADA LBALN CWS), 一 関 市 北東 の 束 稲 岩 体 の 斜 長石 を 光学 的 に 調べ た 。 
本 岩 体 は 岩 相 の 変化 が 著しい 岩 株 で , 既に 詳細 な 岩石 学 的 研究 や)5)6) 示 あ る 。 こ の 地域 
か ら 探 集 し た 島津 光夫 の 代表 的 な 試料 に つい て , 34 枚 の 薄 片 を 作り , これ に 含ま れる 約 
300 HORRAO albite 双 品 に つい て , 自在 廻 転 台 で 光学 的 弾性 軸 の 方 位 を 測定 し , 双 
gam (010) を 光 軸 面 上 に ステ レオ 投影 し た 結果 に つい て 述べ る 。 
2 +> ft w # fF 

ウル フ 網 の 点検 7”) : 一 般 に 任意 の 方 向 ( 極 ) が , 3 直交 軸 と な す 角 を 6, Oy, Og, 

と する と , この 間 に 次 の 関係 が ある 。 
COs?0, + cos?0,-+cos?4,= 1 

..1/2 (cos26, + cos2@, +-cos20。+3) = 1 

.”.cos2@, + cos20, + cos20,+-1 = 0 
の の 定 辺 を 4S どす ろ る と AS =cos26,+cos26,+ cos26,+1 
と な り 測 定 の 誤差 及び 網 の ゆがみ が 小さ い 程 4S は 0 に 近い 。- 第 1 図 は 9, 95, 45 
の 一 つ を 0 LL, CNM 40 の 誤差 を 有する 場合 の 9 の 種々 の 値 に 対す る |4S | ¥ 
わし た も の で ある 。 いま 自在 廻 転 全 で の 測定 精度 8) を 1/2° と する と , |AS| は 0.018 
以下 で な けれ ば ば ならない 。 試み に 前 述 の 網 を 用 いて , 数 個 の 極 の 座標 を 読ん だ 結果 , | 4S | 
は 最大 0.015, #4 0.010 で ぁ つ な た 。 

短 余 魚の 補正 : 自在 廻 転 台 の ガラ ス 半 球 の 屈折 率 が 付 長 石 の それ と 異な る 場合 , 大 き 
い 傾 八角 は 補正 を 必要 と する が , これ を 行う と 往々 か えつ て 3 弾性 軸 間 の 角 が 90° か ら 
離れ る 場合 が ある 。 試み に 累 帯 構造 の な い 樽 前 産 の 灰 長石 (a1.5723, Bl1.5765, y1.588 
0)9) の //(010) HEF FAUT 3 弾性 軸 を 直接 測定 し , 補正 の 前 後 の 値 に つい て 軸 間 角 
を 比較 し た 。3 KOM HS 個 の 結 品 に つい て 2 回 ずつ 測定 し た 平均 値 (第 2 図 ) を 見 
る と , いずれ る も 補正 が 過大 で ある こと が 分 る が , これ は 補正 図表 0) の 欠陥 で は 説明 が つ 
か ず , 今後 の 検討 を 要する 。 ガラ ス 半 球 は ヵ 1.554 BW, 都合 に より ほとん ど 使 用 出来 な 
か つた の で , n1.516 を 用 い , 傾斜 角 が 35° 以上 に 及ぶ も の は す て , 主として 2 軸 だ け 


1) Van der Kaaden, G. : Thesis Univ. Utrecht, 1951. 

2) Tuttle, O. F.; Keith, M. » Geol. Mag., 91, 61~72, 1954. 

3) 石井 清彦 , 千 藤 忠 員 , 植田 良夫 , 島津 光夫 : 岩手 県 地質 説明 書 I, 36~38, 
1956. 

4) 山田 久夫 : 地質 , 46, 307~309, 1939. 


5) 島津 光夫 : Her, 39, 30~42, 1954. 
6) 渡辺 万 次 郎 , 八木 健三 : BGK, 33, 128, 1949. 

7) 使用 1 た ウル フ 綱 は 紙 を ぬら し て ゆがみ を 修正 し た 結果 , 直径 は 19.97~20.11 
cm で , NS, EW 両 線 間 の 角 は 89.8° と な つた 。 まな た 混 度 の 変化 に よる 伸縮 を 防 
ぐ た め , この 両面 に セル ロイ ド 落 液 を ぬり , 中 心 に は 裏 か ら 画 び よ う を 固定 し た 。 
8) 薄 片 は 消 光 を 鮮明 に する た め , 石英 , 長石 が か すか に 黄色 の 千 渋 色 を 示す 厚 さ 
VOM RY do 

9) Peet, POReAZE : GK, 26, 128~146, 1941. 

10) = Sp pei : BGK, 39, 87~89, 1955. 


72 岩石 鉱物 鉄 床 学会 誌 


004- 


las| 


0 0 0 0 ed uoe 
8 
わら ず 温 度 型 が 最も よく 判別 で きる 


(第 4 図 )。 ま た 隣接 する 双 品 片 の 成分 
の 差 が , 他 の 双 品 と くら べ て 最も る 小さ 
<)) | (010) 唱 帯 上 の 対称 消 光 角 や 
Becke 線 等 か ら , 隣接 双 品 片 の 成分 
DEWSAANCTL Sa, 特に 双 品 面 と 
接合 面 が 共に (010) で あぁ る た め , M 
性 軸 か ら え た 双 品 面 と , 測定 し た 接合 
MLeMGteS, EBA (010) 
VOHET CHEE TF SPAS IH DSR 
DC 各 帯 ご と に 一 対 ず つの 弾性 軸 が 
測定 出来 , それ ぞ れ の 帯 の (010) の 
値 が えら れる 。 

な お ここ で 問題 と な る 点 は , Je 
上 の (010) の 投影 に お いて , An0~ 
40 問 の も の は , X, Y の 符号 が 分 ら 
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ガ が ラス の 複 尾 折 : ガラ ス 半 球 や 対物 
鏡 の 複 屈 折 は , WHORE Co Sie 
気が付く こと が 多く , HRI EK 
きく 傾斜 させ た と き ほ ど , EBM 
(EUVE EE LW Berek の compen- 
sator で 測定 し た 結果 , 使用 し た 半球 
の h30°, j30° に お ける 最大 値 は , 最 
(Le 8°C Hw T 22.8mp CH 
DIE 


3, REODOERER 
この 研究 に は albite MADR die 
し て いる 。 BS COMMA DAH 
に 存在 し , また 光 軸 面 上 に 投影 し た 
(010) の 移動 曲線 が , An0 へ 60 ( 以 
BOI ORBAICOW CONS) で 高温 型 
と 低温 型 に つい て , は つき り 分 れ て 交 


第 2 図 REBAR kL SN AA 


補正 の 検討 
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な いと , 同時 に 2 つ 以 上 の 結果 が 出 て まぎらわしい こと で ある が , これ を 区 別 す る 方 法 は 


後に 述べ る 。 


4, Th see, oes 
まず 前 以 て 薄 片 の 輪 廊 を 2 僅 大 に スケ ツチ し , albite MAOHRARI DRS, WEE 


1) Emmons, R. C. 


: Geol. Soc. Am. Memoir, 51, 43~44, 1953. 
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BIN 斜 長石 の 弾性 軸 移 動 曲線 


Bo 
. ee 0 
a ===HH(Hi gh) 


Ne LLU(Low) 
iS 


X, Y, Z, (AR) と Ky, Yy, Z, (細線 ) と は 
Fic albite Maat 2T MARA OTSA ed 
を あら わす 。 


の 巾 が な る べく 広い も の を , HRC 20 個 程度 選び , その 位置 と 接合 面 の 方 向 を これ に 
記入 し , また 別に 双 卓 ご と の 略図 を と つて お く と あと で 見 付け や すい 。 

次 に 目的 の 双 卓 を 自在 加 転 人 台 の 視野 の 中 央 に お き , (010) ME NS に 合せ て スケ ッ チ 
し , 測定 する 部 分 に 通し 番号 を つけ る 。 

まず J 廻 転 を 行 つ て る も, 接合 面 の 両側 が 同じ 王 渋 色 を 示す 様 な h を 求め , 次 に TE 
45° 廻し て 同様 の こと を 行い , 検 板 に よ つ て Z が 接合 面 に 垂直 に 近い こと を 確 め る 。 こ 
れ は Albite, Carlsbad, Ala B 等 の 双 品 の 特長 で ある 。 次 に (010) Re NS に も ど し , 
J を 廻し て (010) SE WET So 

(010) が 薄 片 に 垂直 に 近い る も の で は , 大 て い Z が 測れ る 。 選 と (010) 極 と の 角 は 成 
分 に 応じ て 変化 する か ら , FORME COCOA 4° 以上 異な る 場合 は , 成分 の 差 が 大 き 
いと 見 な し て す て た 。 弾性 軸 の 測定 に は すべ て 5 回 以上 nr, h を 求め て 平均 し た 。 

第 3 図 か ら 分 る 様 に , ヤマ は (001) 極 に 近い か ら , (001) BEAD RAZA AT 
い Y が 測れ る 。 この 際 , bh tHe ISR TORTI LURE CRD, n は jo 
起点 た 関し て これ と 反対 側 の , 光 軸 か ら 40~50° は な れ た 位置 で 求め る と , 消 光 が 鋭 敏 
で ある 。 な お 光 軸 の j」 は 両 対 角 位 で 3 回 ずつ よん で 平均 し た 。 

(010) 散開 ボ が 傾 欠 し て いて 見 えな い 場 合 は , ATO KX が 測れ る 。 第 3 図 に 見 られ る 
Mic 六 と (隣接 双 品 片 の 同名 の 軸 で KK6hler 40 «, « に 相当 する 。 以下 同様 ) 
は 非常 に 接近 し て いて , し か る 成分 変化 に 伴 つ て , (010) に ほ ぽ 平行 に 速やか に 移動 す 
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る の で , 大 円 XX, が (010) 極 か ら 著 し く は な れる 場合 は , 成分 の 差 が 大 きい と 見 て す 
Cito (ELL < a eale 1° DA CHES TT Oi 

| (010) 品 帯 上 の 対称 消 光 角 の 最大 値 は , それ が 測れ る か どう か 分 り に くい の で , a HH 
方 向 か ら 見 た 消 光 角 MP を 求め た が , これ は (001) の 測れ る 場合 は 容易 た に 求め ちら れる 5s 

測定 値 の 点検 は , 大 円 XX, YY,, ZZ。 の な すす 誤差 の 球面 三角 形 で 行 つ た 。 Albite 
DCE X と RX, DVD, 細長 い 三 角形 が 出来 や すい の で , 一 辺 の 長 さ を 用 い ず , 
KREAOBE CHELTEDL, これ が 2" を ご える も の は す て た た 。 

次 に 角 XX, VY, ZZ を 読ん で 2 SH HHW_Lic (010) HAF LARBTS 
が , この 際 3 つの 小 円 の 弧 の 内 接 円 の 中 心 を と つた 。 こ の 点 は 一 般 に 第 4 MELO 4 Soe 
IOPOHSESA, CO, ENELEZARNRKAN, MicM<S (a)~(c) OHH, H 
3 図 ( 図 中 の 太い 線 ) を 参照 し て 決定 する 。 

(a) (001) 幻 開 が 測れ れ ば , これ は (010) ML 86° を な すか ら , Y と (001) 極 が 
近く て し か る も //(010) の 大 円 の 同じ 側 に あれ ば (この 場合 仮に Y を 負 で 事 わ す ), (0 
10) は 第 4 図 の 第 エ また は 第 IL 象限 に 入り , 反対 側 に あぁ ば Y は 正 で , 第 WI また は 
$6 IV 人 象 限 に 入る 。 ま な た 大 円 YY」 に 関し て (001) は , An0~25 で は 各 温 度 型 と る も c 
fi [001] の 反対 側 に あり , An35~70 で は 同じ 側 に ある か ら , まぎらわしい An25 へ 35 
間 を 除け ば , LC 投影 面 上 の 弾性 軸 の 配置 が 分 り , X が // (010) の 大 円 の どちら 側 に 
ある か が 決定 出来 る 。 第 3 図 に お いて が 右側 に 来れ ば 負 と し , (010) は 第 1 また は 
第 Ill 象限 に 入り , 左側 に 来れ ば 正 で 第 I また は 第 IV BRICAZ 


BAN 各 温 度 型 斜 長石 の 光 軸 面 上 (LY) の (010) 移動 
曲線 (20cm 径 ウッ ルフ 納 用 ) 


SCM 
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(b) (001) BEBAA LAR < TH, acline また は pericline 双 卓 の 接合 面 が 測定 出来 れ 
ば , これ ら は 大 円 (010)- た に 関し て 常に (001) と 同じ 側 に ある か ら , Y の 符号 が 決定 出 
来る 。 

(c) (001) S868%. acline, pericline 双 品 の 接合 面 も 測定 出来 な い 場合 は , 成分 差 に 
よる 累 帯 構造 に 注目 する 。 ど ちら か の 双 卓 片 の 成分 の 違う 部 分 に つい て 第 3 の X また は 
Y, Z を 測定 投影 し , 次 に それ ら の 帯 の An9% の 大 小 を Becke Me ECHR ETN, 
IC RYBECO X,Y,Z CHBRAS. これ は 温度 型 に 療 し い 差 殿 が な い 限 り An25 
~35 で も 可能 で ある 。 


5. 測定 値 の 整理 と 比較 

一 般 に 光 軸 面 上 投影 で (010) は 高温 型 , 低温 型 の 標準 移動 曲線 上 に お ちな い の で , こ 
れ を 合理 的 に 処理 する た め に , 標準 曲線 を も と に し て , いく つか の 帯 を 設け た 。 標準 と し 
て は , いわ ゆる 低温 型 で は Reinhard), 高温 型 で は Kaaden?), 序 納 3) の 値 を 用 い 
た が , 前 述 の |4S| が 許容 範囲 と こえ る 場合 1/4? 程度 の 調整 を 行 つ た 。 ETM 
線 を 描き , その 上 の 同 成 分 の 点 を , An598 毎 に 大 円 で 結ん だ 。 これ は 両 温度 型 が 完全 に 
WETS と いう 仮定 に も と ずい て いる 。 低温 型 試料 を 加熱 し て 高温 型 に 転移 させ た 実 
BER?) か ら る も 予想 され る こと で ある が , 等 成分 線 の 方 向 は 一 般 に 両 曲 線 と 斜 交 する 8)。 
次 に この 両 曲線 間 の 弧 を 3 等 分 し , 更に 両 曲線 の 外側 を も 同じ 間隔 で 3 つ に 分 け て 合計 
9 つの 帯 を 設け , 各 帯 を 第 4 図 の 様 に 名 付け た 。 な お 徒 来 の 標準 曲線 は , それ ぞ れ 低温 弄 
が LL’, 高温 型 が HH’ 線 に 相当 する 。 こ の 曲線 の 構成 に は 第 1 表 の 値 が 用 いて ある 。 

(010) の 投影 点 を この 図 に 重ね て , 温度 型 と 成分 を 同時 に よみ , 例え ば L’ A 4596 An 
の 斜 長 石 は L'45 と 表す 。 

次 に 成分 と 温度 型 と の 関係 を 見 る に は , 第 4 図 へ の ステ レオ 投影 の まま で は 不便 な の 
で , 成分 を 模 軸 , 温度 型 を 縦 軸 に と つて 第 7 図 に 表現 し な お し た 。 

6. BH #4 

RM BAD EAE LOERO?D, EV, それ ぞ れ 典型 的 な 低温 型 及 び 高 温 型 と 見 な さ 
れる , 変成 崖 及び 人 大 山 岩 の 和 斜 長石 に つい て , 予備 的 な 測定 を 行 つ た 。 

島津 に よれ ぽ ぱ , 東和 岩 株 は 登米 層 , RU AWA BARMLBALNS, ぶな 峠 基 性 
大 山 岩 類 を 綱 き , 西側 は 鮮新 世 油 島 介 層 に 被 わ れ て いる 。 主 成 分 鉱物 は 倖 長 石 , micro- 
perthite, 石英 , BEA, ARG, Wikio (En60~63), See, Fen LaF 


1) Reinhard, M.: Universaldrehtischmethoden, 1931. 

2) Van der Kaaden, G. : Thesis Univ. Utrecht, 1951. 

3) Kano, H. : Mine. Jour., 1. 255~277, 1955. 

4) Mac Kenzie, W. S. : Am. Jour. Sci., 255, 481~516, 1957. 

5) Muir, I. D. : Min. Mag., 30, 545~568, 1955. 

6) 従来 は 投影 点 か ら 標準 曲線 た 垂 線 を 下 し て 成分 を 決定 し た が , 両 温度 型 が 各々 
潤い 帯 を つく ら ず , また 滝 移 型 が 存在 する 場合 は , 等 成分 線 が 移動 曲線 と 斜 交 す る 
た め 不 合理 で ある 。 また 両 温度 型 に つい て の いわ ゆる Kohler 角 (本 報 文 の XX,, 
YY,, …) と 成分 と の 関係 図表 を 用 いて , 温度 型 と 成分 を 求め る 方 法 も 上 述 の 場合 は 
wai 24 C 7h Wo 

7) 島津 光夫 : ag, 1954. 


76 BHKD BRR SSB 
第 1 表 (010) 標準 移動 曲線 構成 値 
Li HH’ 

Ano6  X Y Zz | 4S | pa Y Zz | 4S | 
0| 88 3/4°| 72 3/4° 17 3/4°| 0.0010| 86° 71:1/2°| 19° 0.0009 
5| 891/2| 76 14 7 02| 85 1/2| 78 13 n 24 
10} 89 1/2| 79 1/2] 10 1/2 7 02| 85 85 7 7 07 
15 | 89 84 1/4| 6 712| 861/2| 85 6 1/4 v 10 
20| 88 3/4] 89 1/2! 11/4 7 02| 86 79 3/4| 1 7 02 
25 | 89 821/4| 8 « II 87 74 1/2| 15 3/4| » 09 
30} 89 3/4] 76 14 “ 00| 87 3/4] 70 1/4] 20 7 25 
35 | 89 71 1/2| 18 1/2 #7 06! 89 1/4| 66 24 ” 03 
40 | 87 68 3/4| 21 1/2 7 04} 881/2| 621/4| 27 3/4 n 14 
45 84 3/4 66 3/4 24 un 26 86 3/4 60 30 1/4 it 26 
50| 801/4] 65 1/4| 27 w 32| 79 3/4| 59 1/2] 32 1/2 o it 
55 | 76 65 29 1/4 v 31| 73 1/4 | 60 35 | wal 
60| 73 1/4] 64 1/2] 31 1/4 « 15| 70 1/4| 59 1/4] 37 3/4 7 18 
65 | 70 62 1/2] 35 1/4 » 58| 671/4| 58 3/4 | 40 1/4 7 24 
70| 661/4| 601/2| 39 1/4 rn 88| 631/2| 59 3/4| 42 1/4 # 16 
80 a = as = 60 1/4 62 43 v 31 
90 a ‘a = a 57 1/4| 62 3/4) 45 1/4 v Al 

100) 51 65 1/2 | 49 » 55 | 563/4| 611/4| 46 3/4 v 30 

津 1954) 

| 
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5 
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R PJ 
oS ae Kes 7 
A J 

++ 8 

= EE: 

= 

= OH he i 
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1 : 東 稲 型 , 2 : 東 稲 型 周辺 部 ) 3 : RM, 4: Res, 

5 : 相川 型 , 6 : 黒森 型 (以上 東 稲 岩 体 )) 7 > BURBERE, 
8 : 鮮新 世 油 島 介 層 , 9 : ぶな 上 峠 基 性 火山 岩 類 , 10 : = BAK 

je 11: 試料 採取 点 及 び 岩 石 試料 番号 。 
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MAN, WOMAN AP RRR HENS OLDS. BR, 容量 比 等 か ら 次 の 4 
型 に 分 類 さ れる 。 (第 5 図 ) (i) RBM: : アダ メロ 岩 ~ 花 内 図 緑 岩 質 で , 岩 体 の 中 心 部 で 
(AWE rim が 巾 広く 。 周辺 部 で は 細 粒 で 時 に 夷 状 , POLS LAT o (ii) 相川 型 
TERRA C, HAGE YEE. (iii) HU : TERRES, SII myr- 


。 mekite rim 235%. (iv) 黒森 型 : FARE, 細 粒 優 黒岩 。 な お これ に 似 た 卵 へ 円 


HOREABES, 他 の 3 型 中 に 含ま れ て いる と いう 。 
束 稲 岩 体 の 主 試料 に は , BAL ORRES<( Di? (第 2 表 , 第 5 図 ) 
な お 各 岩 型 の 斜 長 石 に 牛 来 り CREE AOR, C: 85~100%, A : 0~1296, 


0 の R 
試料 No. fee 3 SG eee, pe 地 
ee 1 RABE Alp Rischuna 
a 2 HRA IEESRE ② #5 GR BTR OL SBR (EE) 
= 3 fas 福島 県 阿武 隈 山地 横川 (同上) 
me トト そ HPROSEAERS ALR BOLL RT etek 
# | 5 AES fad Ht RE 富山 県 婦 負 那 大 長谷 村 庵 谷 
6 TI-V7V ARE | 秋田 県 男鹿 半島 真山 (中 新 統 ) 
ALB 7 PHEaee es ④) 秋田 県 男鹿 半島 入道 崎 ( 同 上 ) 
ke | Ss SHER (5) | SRR ERAGE (a LE) 
he WENT He IL Hs (O) 北海 道昭 和 新 山 (現世) 
a 10-11-12. | eam (7 203) 
試 | 1318-17. | cepaaumines (Ze APaaR ES) 
料 | LN 
aL 基 性 火山 岩 源 
gq |2.2.2.2 et (eee) 
y 5 | i Ht EA Pt 
fe | 26. 27. 28. 29 wes (Esabaee) 
Be 30. 31. 32.33) 東 岳 型 周辺 部 (EPR A) 
| 83 38 | AUIS (TEP) 
7a 
~— | 39.40 BAR (AIRE A) 
| 41.42.43 | BOR MBES 


(1) 加藤 毅雄 : pe 28, 59~69, 1942. 

(2) j\@ReHE : 地質 , 62, 609~621, 1956. 

(3) mesh - SREB : 秋田 地 資 報 , 13, 1~14, 1955. 
(4) 宮城 一 男 ・ 宇 留 野 勝敏 : 地質 , 62, 261~272, 1956. 
(5) 

(6) 


FHA : 東北 大 卒論 , 1940. 
Yagi, K. : Jrans. Am. Geoph. Uni., 34, 449~456, 1953. 


1) 「 生来 正夫 : HWE, 56, 441~443, 1950. 
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U: 0~3% で , いずれ る も 典型 的 な 火成岩 型 を 示し た 。 
ie eS eee 
RAEAKOERHICOW TO (010) の 投影 は , 第 6 図 に まとめ た 。 ま た 成分 と 温度 型 
と の 関係 図 は , 各 岩 型 毎 に 分 け て 第 7 図 に 示し た 。 同一 結晶 内 で 昧 帯 の 関係 に ある も の は 
各 点 を 直線 で 結び , その 中 央 に 結晶 内 部 を 表す 点 か ら 外 側 に 向け た 矢印 を 付け た 。 


BoM RMEAOSRAO KHL (LY) の (010) の 投影 


変成 岩 及 び 大 山岸 の 倖 長石 は An0~60 では, それ ぞ れ L~L’” 及び H~H’ の 間 に 
限定 され る (第 7 図 A)。 

束 稲 岩 体 の 終 長 石 で は , 高温 , 低温 両 型 の 問 に 連続 的 な 変化 が 見 られ (第 6 図 ), 第 8 
図 に 示す 様 に , 同一 薄 片 内 に 種々 の 温度 型 が 共存 する だ け で な く , 第 7 図 で , た て 又は 倖 
の 矢印 が 示す 様 に , 同一 結 品 内 で も 刻 に 累 帯 共生 を な すこ と が ある 。 例え ば No. 14 の 
b (第 8 図 A, 第 9 図 ) は 内 側 か ら L48 っ 48 っ > L47 OIRO RHE RT 

束 稲 岩 体 の 斜 長 石 は 大 部 分 An10 へ 60 で ぁ る が , その 中 , 量 的 に 大 半 を 占 る 結 品 内 部 
で は , 温度 型 が が H’~L’ 間 で 広く 変化 する の に 反し , 晩期 唱 出 と 見 な され る , より 酸性 
な 外縁 に 向 つ て 温度 型 の 変化 が 少く な り , 全体 と し て 記 型 に 収れん し て いる 。 ま た この 了 収 
れん の 頂点 は 岩 型 に よ つ て 異な り , 束 衛 型 及び 同 周 辺 部 っ 東 岳 型 っ 相川 型 > 東 岳 型 周辺 部 


の 順に , 概して 南 に 進む に 従 つ て L’ か ら 耳 の 方 に 移動 し て いる "(第 7 図 B, C, E, 
Geo 


FRA & EU ABE eS Clsskic, MRA An30~70 で , L” の 方 向 に 収れん し , 
L’ 30 と A’ 70 を 結ぶ 線 の 上 側 に 限ら れる の は 他 型 と 異な る 点 で ある (第 7 H)o 
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第 7 図 ARAORNEUS 
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比較 試料 , B : RAGE, C: 東 稲 型 周辺 部 , 
D : SRABLUTRBA HE Beni, E: Rew iF: Re 
型 周 辺 部 ) G: aI HH: RRR URES 
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A INO sai 

1B INO, 7, © (UZ), el Te e (L’46—+L/39) OiEx%, 
C f 

D 


(M46.5L’27) と b (L48-+H48-L47) と の 共存 。 


> : No.36, f# (HL44), g (LM42>M30) , h (L42) の 共存 。 
: No.11, 1 j は 共に 2 へ 3 段 の 丸 味 の あぁ る 累 帯 構造 を る つ 。 


FRAG LUTE Be AOR ABS 気 成 作用 を うけ て 電気 石 等 を 生じ , SRE RS 
ず , 鹿 状 包 有 物 に 充 た され た 草 長 石 に 変 つ て いる が , 壁 岩 の 火 山 岩 源 hornfels 2 $6124} 
長石 は 第 7 図 D ORI, LAL! の 狭い 抑 暑 に 集 ま つ て 同 図 A の 変成 岩 の 場合 に 似 て い 
る 。 

2 Vz は 2 光 軸 を 直接 測定 し て えた も の だ け を , MP と 共に 第 10 YA, B に 
COMO An% は , 第 4 図 に よ つ て (010) の 投影 か ら よ ん だ る の で ) 温度 型 を 5 条 に 大 
BIL TRL Ro 2 Vz は 甚 し いち ら ば り を 示し , MP は 同一 成分 }? の 場合 高温 型 ほ ど 大 き な 
値 を 示し て いる 。 


ee 


老 察 

HRV TOD BRAG CARR HY SSE Ast REAP (ordered form) と 見 な され て いる が , 
fale (第 7 図 A No. 3) に お いて , L 帯 の 外側 に 広く 分 散 す る こと は 今後 検 対 する 必 
BB BHD 

RAR Cit, FRM D> 6 RYE F COPE AM 連続 的 に 共存 し て いる 一 方 , 同一 結 品 
内 で 鮮 鋭 な 境 : も つて むし ろ 不 連続 に L-H-L tw 4 Sa FEAR LL eye: 単なる 
他 型 の 捕 紀 結 品 の 生長 , ある い は 均一 "な 結晶 の 外側 か ら の 転移 の 中 絶 等 に よ つ て る も 説明 が 
AEC, また この 様 な 深成岩 体 の 斜 長石 は , 少く と も 一 個 の 岩石 標本 中 で は , 同じ 冷却 礎 


1) Wen der Kanon G. : HY, 1951; Tuttle, O.F. Bowen, N.L. : Jour. 
Geol., 58, 572~583, 1950. 
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第 10 図 HREKOR RAO 2V,(A) 及 
び 消 光 角 MP (B) 


第 9 図 異な る 温度 型 の 黒 帯 を 


WL -U 


4 OR RAD —A (No. 14 b) Be Temperature |; hee 
第 8 図 A BR nh Be Foti ‘ « Sr 
ay a HH Re 


Cine ner ier aoa) で 6 70 An% 
A 
X’A010 
of (L0100)) 
1-2 (L48), 3-4 (H48), 5-6 a ve 
(L47) は それ ぞ れ albite KW * of Pas 
ME AT—-WCHSo Merits 
10 a “3 is ee SS nit(High) 
5 Curve” | (Low) 
01 9 arin 


を も つと 見 な され る の で , BHBOSAVIEOCHITA LCL DHA KREKONM 
長石 に は 一 般 に 累 帯 中 に 丸 味 を 持つ た , いわ ゆる 融 人 触 形 が 認め られ , その すぐ 外側 は 内 側 
ょ りや ・ ゝ 塩基 性 で ある (第 8 図 D)。 こ れ は 2 回 以上 くり 返さ れ て いる こと も ある の で , 
FEAR t DIR AE OR RECT OCIA, BABOBROMMICLSZY LOL 
えら れる 。 但し これ と 温度 型 と の 関係 は 未だ 明らか で な い 。 な お 温度 型 と カリ 分 と の 問 に 
は , BYE?) の Q-Kf-Pl 図 か ら ゃ も 特に 相関 々 係 は 認め ちら れず , 本 岩 体 の 高温 型 の 生成 を 
カリ 分 に よ ょ つて 説明 する こと は 困難 で あぁ る 。 い ずれ に せよ 終 長 石 の 温度 型 は 品 出 温度 , UE 
成 作 用 及び , 品 出 完 了 後 の 冷却 礎 の 他 に , 生長 速度 や 品 出 時 の 圧力 等 に も 支配 され る も の 
と 考え られ る 。 

一 般 に この 岩 体 の 僅 長 石 の 温度 型 が , 結 品 内 部 で は 各 結 品 ご と に 変化 に と み , 外縁 に 向 
つて 変化 が 少く な る と いう こと か ら , 結 品 内 部 は 岩 此 の 対流 な ど に よる 不安 定 な 環境 の 下 
CAEL, 洗 入 後 団結 末期 の 次 第 に 安定 な 状態 に 向 つ て , 外線 が 上 品 出 し た と 見 な すこ と が 
Her Fo 
島津 は , BRWARMEAO-MG, TI 2 UBBBRLEMS (MAPS) と の 
深 所 で の 混成 の 産物 と 見 な し た が , BABORR ARAICEIL Cit BAI OR 


1) Carr, J.M. : Min. Mag., 30, 367~375, 1954. 
2) 島津 光夫 : 前 出 , 1954. 


\ 
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APRS LIARS, むし ろ RMBKO UO BH Clk 明らか な 差異 を 示し て い 

So まな た Q-Kf-Pl 図 に お いて も 黒森 型 及 び 他 の 岩 型 中 の 暗色 包 有 岩 が , 他 の 岩 型 か ら 
離れ て いる こと か ら , 黒森 型 は 束 稲 岩 体 より や ゝ 早期 の 導入 岩 体 と も 考え られ る 。 た だ し 
相川 型 中 の 包 有 有 物 (No. 35) OM RAL, 相川 型 と 同じ 傾向 を 示し て いる 。 

93. 要 約 

WEA BAO—W EL CAEEALORET FY 2 UBALEU, 和 斜 長 石 の 光学 的 方 位 を 自在 
HERB CHI L ro 

精度 を 高め る た め に 測定 法 を 吟味 し , albite MRE MWC. 光学 的 弾性 軸 に 対す る 
(010) の 方 位 を 求め た 。 

洛 移 型 を 合理 的 に 処理 する た め , 高温 , 低温 両 型 の 斜 長石 の (010) の 標準 値 に も と ず 
き , 9 個 の 帯 を 設け て , 各 温 度 型 と An96 と が 矛盾 な く 読ま れる 図 を 作り (第 4 図 ) = 
れ に 測定 値 を 投影 し た 。 

温度 型 と An9%% と の 関係 を 直交 座標 で 表し た 図 に , 上 述 の 値 を 記入 し て , 分 布 の 傾向 
を 調べ た 。 ま ず そ の 産 状 か ら 筑 型 的 な 高温 型 , 低温 型 と 見 な され る 試料 を 用 いて 測定 の 精 
度 を 確か め た 。 

束 衛 岩 体 の 斜 長石 は , 一 般 に 高温 型 か ら 低 温 型 まで の 広い 変化 を 示し , 岩 体 内 の 各 岩 型 
BARA RAM, それ ぞ れ 特長 を 示し た 。 

単 一 結晶 内 に さえ 見 られ る 種々 の 温度 型 の 混在 を , 混成 作 生成 作用 や 捕獲 結晶 , 冷却 歴 
の 差異 転移 の 中 絶 に 関係 ず け ず , 活 入 時 の 不安 定 な 卓 出 条 件 で 説明 し よう と し た 。 

黒森 石英 隊 緑 岩 は , 束 稲 岩 体 より むし ろ 原 沢 普通 煙 石 斑 煽 岩 に 関係 が 深い と みな し た 。 

終り に , 御 指導 を 頂い た 東北 大 学 理学 部 大 森 砂 一 教授 , 秋田 大 学 鉄山 学部 加納 博 助 教授 
及び 足 重 な 試料 その 他 に つい て 御 援 助 下さ つた 地質 調査 所 島津 光夫 技官 , 東京 教育 太 学 青 
木 話 学士 に 厚く お 礼 申 上 げ る 。 ま た 本 研 究 の 一 部 に は , 文部 省 科学 研究 費 を 使用 し た こと 
を 明記 し て 講 意 を 表す る 。 


現世 堆積 物 中 の 有機 物 の 研究 (第 2 報 ) 
入 郎 潟 底層 の 有機 物 組 成 の 層 序 的 分 布 


Organic constituents of recent sediments (2nd report) 
(Stratigraphic distribution of the composition of organic matter 
in lagoon sediments from the Hachiro-gata, Akita Prefecture) 


fH 4 郎 (Ikuro Shimada)* 


Abstract : The lagoon sediments of Hachiro-gata, near Akita City, consist 
of a copropelic facies accumulation of peat, peaty silt, and dark grey or 


* HOLA PRED SRR AS 
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green colored clay, in which carbonaceous matter, plant fragments, and 
shell remains etc. are widely distributed. Extractable organic matter, hy- 
drocarbon content, and some other organic compounds of the 45 specimens 
collected from these sediments were determined. Hydrocarbon fractions 
were separated from extractable organic matter by liquid chromatography 
on alumina. It is ascertained that the contents of hydrocarbons increases 
and the amounts of extractable organic matter decreases with increasing 
depth of burial below the floor of the lagoon. In this paper, their strati- 
graphical distribution and some alteration of organic matters in sediments 
are described. 


石油 化 作 用 の 問題 に 関連 し て , 堆積 学 的 ・ 地 球 Ee ik (| 
化学 的 立場 か ら 現 世 海 成 堆積 物 や 潟 ・ 湖 沼 性 堆積 
物 中 の 有機 物 の 組成 と その 変質 過程 に つい て 研究 
を すす め て いる が , WR? で , 八郎 潟 庶 層 の 一 断 
面 の 試料 か ら 抽 出 有 有機 物 と その 組成 の 量 的 関係 及 
び 石 油 母 岩 と の 比較 に つい CH FOBB EGO 
た 。 J\ERUBIS5 lke X, 1956 年 に 千 拓 事業 調査 の 一 
環 と し て 農林 省 農 地 事 務 局 に より , 大 規模 な 底層 
の ボー リン グ 許 査 が 行わ れ た が , その 中 の 一 部 
F3, G3, H2 (第 1 図 ) の 各 井 戸 の 底層 試料 を 同 
局 の 御 好 意 に より 提供 し て いた くい た 。 
ARCS, これ ら の 試料 に つい て 前 回 同様 に 液 
体 ク ロマ トグラフ 潜 を 用 いて 試み た 有 和 機 物 組 成 の 
分 析 の 結果 を 報告 する 。 


2 八郎 潟 底層 の 層 序 

三 位 秀 夫 *) は , 八郎 潟 及び その 周辺 地域 に お ける 多く の ボー リン グ 資 料 か ら 底 層 に つ 
いて 詳細 に 研究 し 況 の 古 地 理 的 変遷 を 明らか に し た 。 既に その 一 部 は 報告 され て いる が 
それ に よる と 八郎 潟 の 東 半 部 は , 春 層 か ら 始 まり 粘土 層 で 終る 最大 50m の 厚 さ に 及ぶ 沖 
積層 が 発達 し 各 有 動物 遺跡 か ら 判 断 し て , A226 淡水 湖 の 環境 へ と 変化 し た も の で あ 
る 。 東 に 潟 の 南西 部 に は 内 湾 棲 動物 笛 跡 を 令 む シル ト の 上 に 約 30m の 秘 春 層 が 発達 し , 
また 北西 部 に は , 分 級 の 良い 夏 が 発達 し て いて 夫々 東部 の 堆積 層 と 横 の 変化 に ある も の と 
み ら れ て いる 。 結 選 底層 と 周辺 地域 の 地形 と よ と から, 八郎潟 は 洪 積 世 の 潟 西 層 堆 積 の 基 か ら 
砂 洲 の 形成 が 始ま り 内 湾 と な り , 次 いで 隆起 に よ つ て 現在 の 様 な 淡水 湖 に 至 つ た 海 跡 湖 で 
ある こと が 明らか に され て いる 。 


1) 加藤 毅雄 , BP SeR: Bet, 41, 9~15, 1957. 
2) 三 位 秀 夫 : 地質 , 63, 433, 1957. 
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提供 し て し て いた くい な た 3 地点 の ボー リン グ の 試料 は 何れ も 潟 の 中 央 部 附近 の も の で , 
VAI D DYER F3 で は 50.5m, G3 で は 53m, H2 で は 43.6m の も の で ある 。 これ 
ら の 各 井 戸 の 層 序 及び 岩 質 は 第 2 図 に 示し た 。 こ れ に よる と , 八郎 潟 の 堆積 基 語 面 と 思わ 
NZGN~ KEE GSH) の 上 に 2~4m ORICEC AVR (VERRY Vt: 
WHY V) OMBEIATS) が 発達 し , この 上 に 青 灰色 粘土 ・ YW} RE + MADE 
0 OGRE ALR 10m 近く まで 厚く 堆積 し て いる 。 こ の 層 の 比較 的 上 位 に は , ASE 
BMA 0 BECSEN TOS. COABHO LIKI, 淡 緑色 = 緑色 の 粘土 層 
REY, 更に その 上 に 八郎 潟 の 底 損 を 作 つ て いる 青黒 色 涙 が 略 一 様 に 発達 し て いる o。 ie 
“ADORABLE CREMPRDROMMABTESRSEN, また FSGS 
の 一 部 に は glauconite や コバ ルト 色 の vivianite OB ZR 5150 
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3. 液体 クロ マト グラ フ 法 に よる 実験 結果 

粉 移し た 試料 30g を 円 徐 濃 紙 に と り , ベン ゼン ・ ア セト ン ・ ア ルコ ー ル の 70:15: 
15 の 温 深 媒 を 使 つ て Soxlet 抽出 器 で 有機 物 を 加熱 抽出 する 。 抽 出さ れ た 比較 的 低 分 子 
の 有機 物 の 特徴 は 一 般 に ター ル 状 叉 は 人 秋 状 の 粘 処 性 を 帯 ひ た 物質 で 0.29 以上 は 黒色 ~ 
黒神 色 , 0.1~0.296 で は 褐色 ~ 黄 福 色 , 0.196 以下 で は 大 体 淡 い セ ビア 色 を 時 し た 。 こ 
の 抽出 有機 物 を 活性 アル ミナ 吸着 柱 に , 正 へ キサ ン 「・ ペ ベン ゼン ・ ビ リジン ・ ア セト ンド アテ 
ルコ ー ル を 展開 剤 と し て 順次 流し 込み 深 出 分 離す る 。 正 へ * サ ン で 深 出 し た パラ フイ ン 

シク ロ パ ラフ イン 系 内 化 水素 は 無色 透明 の 油性 及び 六 性 の あぁ る 物質 が 得 ら れ た が , ベン 
ゼン で 落 出 し た 芳香 族 系 炭化 水素 は 淡 黄 色 を 量 し 油性 , HAE SSB LC wo REY 
ジン ・ ア セト ン ・ ア ルコ ー ル で 深 出 し た O-N-S 化合 物 (アス ファ ルト 様 物質 ) は 黒神 
ALO F —VIR~APRE STZ MAMBLNo 以上 の 換 作 で 大 体 60~8596 が 不可 逆 的 
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吸着 物 (RB) LL CTV TERRE AN SRAORRHERUBAT US bh グ 
7 7 IEC BEL Tea HR O SRG RUS LUCA LIED CHS 

1) #MABWOB: F3, G3, H2 の 各 井 戸 で 分 析 に 供し た 試料 45 EO, OHS 
量 の 多い も の は H2-15 (1.4896) で 炭化 度 の 低い 泥炭 で ぁ る 。 こ の 竹 の 泥 炭 , VERE 
シル ト の 試料 は 比較 的 多く F3-19, 20, G3-15, 18, 等 何れ も 0.2% 以上 抽出 され 淡 福 
BORE TT) —ARROMEMB SNR RINECIER VERB Vb eR 39 
個 の 試料 の 中 , 最大 0.7826 (H2-1), 最小 0.0496 (H2-8), HH 0.169% で ある が , 
F3-2, 4, G3-1, 2, H2-1, 2 等 , 深度 の 洲 い 試料 程 抽出 量 が 多く 0.296 以上 抽出 さ 
れ , 青 緑色 ~ 濃 緑 色 の ター ル 状 の 物質 が 得 ら れ た 。 これ に 対し 上 記 6 個 の 試料 を 除い た 
33 個 の 平均 は 0.1198 で , 相対 的 に 深い 部 分 の 試料 は 湯 い もの に 載 べ て 抽出 量 が 減少 し 
COAG EAD SNA 

2) 抽出 有機 物 の 組成 : 液体 クロ マト グラ フ 法 で わけ られ た , パラ フィ ン ・ シ クロ パ 
ラフ ィ ン 系 , FABRA O-N-S 化合 物 , BCR, 前 の 2 つ を 合せ た 炭化 水素 は , VER 
及び 泥炭 質 シ ルト の 6 価 の 試料 で 僅か に 3~49% WH LINE EAU, これ を 除い た 
39 個 の 試料 で は 最大 19.196 (H2-14), 最小 3.0% (H2-1), ¥H 13% で あぁ る 。 こ の 
中 深度 の 浅い , FEMS OD RAE RICKARD SERS ( 5% 程度 し か 深 出 され な い が , 
深く な る に つれ て 一 般 に 増加 する 傾向 が み ら れ る 。 パラフィン 系 と 芳香 族 系 の 量 的 割合 
は , 平均 し て 6.6%, 6.29 と 殆 ん ど 変 りな く , 個々 の 試料 に 於 て も 相対 的 に 幾 分 正 へ を 
DY BAAN YY ICIERL CAVEETCH So 

ZO-N-S 化合 物 は 前 記 の 39 個 の 試料 中 , 最大 26.796 (G3-8), 最小 11.19% (0 
2-1), 平均 21.1% で あぁ る が , 炭化 水素 量 の 如く 特に 深く な る に つれ て 増加 する RE 
係 は 認め ちら れ な い 。 し か し な が ら 各 井戸 と も 上 部 の 洲 い も る の は 平均 値 よ り る も 多少 少 い 傾向 
が み ら れ , その 中 で る も H2-1 は 泥炭 , 泥炭 質 シ ルト (8.5~13.896) か ら 深 出し た も の の 
AL BE Lo 


4. 有機 物 組 成 の 層 序 的 関係 

前 項 で 述べ た 実験 結果 を 要約 すれ ば , 一 般 的 に 深度 の 江 い 部 分 の 試料 と 下部 の 泥炭 ・ 泥 
BEA Y Vb の 試料 に 有機 押出 量 が 多い 。 し か し その 大 部 分 は アル ミナ 杜 に 吸着 され , TRIb 
水素 , O-N-S 化合 物 深 出 分 の 非常 に た 少 い 物質 で ある 。 又 泥炭, 泥炭 質 シ ルト を 除い た 試 
WeCls, 各 井 戸 と る 相対 的 に 深度 の 増加 に つれ て 有機 抽出 量 は 減少 する が , be(b7kR is 
増加 し て いる 傾向 が 認め られ る (第 2 図 )。 

次 に 抽出 量 と その 有機 物 組 成 の 岩 相 層 序 的 な 分 布 関係 に つい て まとめ て 見 る と , Ala 
に 上 部 , 中 部 , 下部 と 3 つの 層 準 に 区 分 され る 。 

1) ERR: 八郎 潟 の 全域 に わた つて 分 布 し て いる 夫 層 部 の 汚 臭 を も つた 青黒 色 泥 
と その 下部 に 発達 し て いる 淡 緑 ~ 青 緑色 粘土 層 で F3-2, 4, G3-1, 2, H2-1, 2 の 6 価 
の 試料 で ある 。 抽出 量 は 平均 0.449% CHEB. Lm L BLK 9.696, O-N-S 化合 
物 17.096, RYE 77.496 と 落 出 分 が 極め て 少な い 。 

2) PRB: 内 湾 棲 動物 遺骸 (Am) tecrek ert, PAWL F3-8~ 
17, G3-3~14, H2-3~14 の 33 個 の 試料 で ある 。 こ の 層 で は , FAR eH 0.1196 
に 過ぎ な い が , PACKS 14.5%, O-N-S 化合 物 21.896, Bis 63.796 で , ED Bre we 


BO SD GR BS 


86 


= = & * * xe *% % * 
oS weeae Ste «ee [wee *&  — | FBSSSSSessqeses 
SOCScOooCOSCOoSC OC SCO S 
x POAYTMONRANRYOMOHHA | OF OHANAHMRMOOHANHANO ODMM MAONNOROEOM 
S \ Bali “NNRANRN ANT | AANA ANANANANANAN TR | AR ANAANANANT NO 
Ns OOS STS SSE NSSESS SS SS SSS SC ESSE ON SOC COSC SO SE STS 
SR EN 
\ Edie WONMMU NNR On tt Ht WOONTAYTHRRAHBNMNOMMHN OOH NOMWOONNOADM 
sa ul el Cr rete Ses i re CD SS ir ict i rr NO OA TT TT A TO RR 
IL RRNA SSSSSSSOSSSSS6 SSSSSSSSSSSSSSSSS | SSCOSOSCSOSCSCOSSOSCSCS 
ANACOoMon+ttHtOnnaAnRKR WHOM MONHAWRD+HHHD MOBANRANHODNROMHMATER 
: RHA DOSO+M WO 00 $HOOCSOHAHHHTHwH | ORRASDDRSOON Sata 
Ss aX 直 RR SSRBSESLISBSSS | RLLSSSSSSBSSERBHS SBNOOSHOOD EEEY 
& 
= 
MR MOTD AWNORONDSS | HHOMOMONAtTDOMODMH Be ee eae cee 
ANG Se On| st NA © sd Sn aoe < MtomN i 
ny Son nse Soidaesesnccs | SANARSRSSANASIS | BEe RRARagsnse 
T 
jal を 
nd a MO ANANANROMDN | CHRDAHNORHRANOTAAAHAT | HON TOFWDOSOMNNMON 
ia K 2 5 ATO ODDYKNODOAAN | NYTOONODODNWODVGHOAAN | AON ONDE ODNONODON 
KON HR A OK MK 
ge PSS : 
PEK KM | OR MCCtTEUHMAKWE | TAMEHENTOEARTOETHOH | OTMAITHAIQVOHK WO 
QIN BLINKS PANE の ONLI OR | AAWMORNRNOHOMHOD AAA | MANOONDDNAtHODOS 
ZININ=S So as 
~~ <S SNDODMDNHRNYHOOMNO ROAR OMONORHOMUOAT AHt+ONOOWOHOMNMDONMNO 
SEF te BD PNAOCSCOHAAAAYY | NTMHAANROOCORMSOSOOAAA | NANT OOO RN 
ea HRS ger aaa aerae er Vos W rm Toes yn cial ia stabs apes veh. cael os le REA oo sus oro RIS Tae oy ala nme eo sh co MICRO Ie ae Tena ots 
SSSSSSSOSSSSSS | SSoSSoSoOSSSSSSSOSSSSS | 応 メー ビー ビー ビー リー アー ビー セー リー セー イー リー ーー 
= 
El axnonnwoanonm ANDWMDTOOH+NMONDNHDOOS | NM NOKOOCOCOCOCONOOO 
MN HYODROoMAHOCOD OR SHANc & or ea = に oS 
HARASS THEIRS TVS RAR RRRSS SS SEBS PRE RRARAR AD HESS 
BK eX NDNDODDDOMNNAWMA | HHANOYOTCMN EDDIMnW RO Ot HHO RRO SSE 
woth OSOmAtHHRS Rome mMODODOSOAN = NO mth oO 
SE LS TE RR | OMWRNARGRASSBSQLSESS | CSAVAZRSRARS ASS 
AYTORDONGEYMNORDS | HAHNYHORDHROAANYHRD | ANHNKTNHOROAHROAAGLYH 
ass ; ーー CC i ーー ‘ Seen ieee i ee hee th ont 
hits x on (se, N 
ea ⑧ a8 


EN i Sa 87 


“TH 1596 も 多く 落 出 する 。 

3) FRR: 八郎 潟 準 積 盆地 の 初期 に 堆積 し た 2 へ ~4m ORILEO EW VER, YER 
損 シ ルト の 層 で , F3-19, 20, G3-15, 17, 18, H2-15 の 6 価 の 試料 で ある 。 この 中 , 
H2-15 (1.489) を 除き 抽出 量 は 平均 0.2696 炭化 水素 4.096, O-N-S 化合 物 11.39%, 
PAYA 84.796 で 大 部 分 が アル ミナ 柱 に 吸着 され る 。 

以上 の 各層 の 溶出 分 の 割合 を Pa-Ar-As 及び HC-As-R の 三成 分 系 図 に よ つ て 示す 
と , 第 3 図 a&,b の 如く で , 上 部 層 か ら 中 部 層 へ 記 化 水素 量 が 増加 し て いる 分 布 関係 が 指 
摘 さ れる 。 高 F.M. Swain, N. Prokopovich!) の 分 析 し た メ ネ ソ タ 州 Cedar Creek 
Bog の peat, sapropel, copropel 等 の 資料 を 記入 し て 見 る と , NEVE LRU CHT 
アル ファ ルト 様 物質 の 多い 組成 関係 が 認め られ る 。 


O Eile (黒色 泥 青 緑色 粘土 ) Pa パラ フィ ン 系 炭化 水素 
〇 ‘Hite ( 青 灰 色 粘 土 ) Ar 芳香 族 系 炭化 水素 
@ 泥炭 層 As O-N-S 化合 物 


@ © 上 部 層 , 中 部 層 に 硫黄 を 含む も の HC 炭化 水素 (Pa+ Ar) 
SS Cedar Creek Bog, Minnesota Rey Ae 


5. 八郎潟 底層 の 炭化 水素 化 作用 

前 報 で 八郎 潟 の 馬場 目 川 ~ 羽 立 の 一 断面 で の 実験 結果 か ら , 深度 の 増加 と 共に 抽出 量 は 
減少 し , welts, O-N-S 化合 物 の 量 は 相対 的 に 増加 する 傾向 が 認め られ , その こと か 
ら 帰 納 的 に 炭化 水素 は 時 間 の 経過 と 共に 進ん だ る も る の で あろ うと 推察 し た 。 

今回 の 実験 る 3 地点 に 於 ける 底層 の 層 序 的 分 布 の 結果 に 過ぎ な い が , 前 回 の 実験 結果 と 
合せ て 少く と も 区 分 し た 上 部 層 と 中 部 層 と の 抽出 量 , 炭 化 水素 量 の 量 的 関係 は , 八郎 潟 に 
か ん し て 本 質 的 な も の で あろ うと 思わ れる 。 

現在 の 八郎 潟 は 僅か に 船越 水道 に 唯一 の 排水 口 を 有する の み で , 日 本 海 の 波浪 の 影響 が 


1) Swain, F. M., & Prokopovich, N. : Bull. Geol. Soc.Amer., 65, 
1183~1198, 1954. 
2) *mpRaeHe, BABS : 前 出 ) 1957. 
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殆 ん ど な く 比較 的 静か な 水面 で , また 塩分 の 影 絡 も 少なく (中 農 水域 の 塩素 量 ), 従 つて 
RBIs, 周辺 か ら の 既 未 地 よ ょ り の 肥料 分 が 永年 に 小 つ て 堆積 し て いる の で 肥 潜 で ある 。 こ 
の こと は , これ か ら の 八郎 潟 の 千 拓 に 有利 な 耕 十 条件 と な つて いる 。 こ の 様 に 周辺 の 地理 
ERD BNE, 八郎 潟 の 場合 , 無 気 帯 を 形成 する 様 な 刻 層 の 強固 な 水域 が 発達 され 名 
0, 従 つ て 所 調 居 元 泥 を 構成 され 易い 状態 に ある と 有 云 つ て も 良い 。 し か し 下層 水 に 於 ける 
薄 存 酸素 量 は +5.0cc/7 で 吉 層 水 よ り 下 層 水 に 多少 塩素 量 の 増加 は 認め られ る が (1.5~ 
5.0g/ り , 明らか な 成層 状況 は 示し て いな いと 和 観測 され て いる !。 事実 旗 質 の 試料 を 見 て 
> REM OAR (Etc Corbicula japonica) を 含み , 叉 多少 砂 質 で 八郎 潟 全域 に た ひろ く 層 
元 泥 の 発達 を 予想 させ る 様 な 環境 は 示し て いな い 。 この 様 な 環境 に あぁ つて , EASE Cis 
有機 抽出 量 が 最も 多い に も か ゝ わら ず , その 抽出 物 は 炭化 水素 量 の 極め て 少な い 物 質 で 
bBo 

— Fi x OR 73 EA OBR & eC MILB IC, PRK SILOM CHAM A Ze ¢ pelE7k see 
が 増加 し て いる こと は 注目 すべ きこ と で あり , これ が 堆積 時 の 環境 を 反映 し て いる も の で 
ある の か , それ と る も 次 質 関係 を 示し て いる も の で ある の か 問題 で ある 。 

し か し 砂 洲 の 形成 に 始ま り , 内 湾 が 出来 , 淡水 湖 に 至 つた 八郎 潟 堆積 盆地 の 発展 の 中 
で , 各 時 期 の 水質 や ゃ 秦 質 の 状態 が 現在 の それ と 比較 し て どの よう な 特徴 を も つて いた る も の 
で あぁ る か , は つき り し た こと は わか ら な い が , KEMWOBE (ARFORE) PRAM, 
植物 質 の 砂 片 等 を 豊富 に 含み , 叉 全 底層 を 通じ て copropelic な 岩 相 を 示し て いる こと か 
ら , 大 局 的 に 見 て 少く と も 有機 物 (BRAM) OS. 生産 量 の 高い 環境 要因 を も つて い 
た も の と 思わ れる 。 

従 つ て この 抽出 量 と 炭 化 水素 量 と の 層 序 的 な 量 的 関係 は , この 様 な 生産 量 の 高い 環境 の 
も と で 泥 と 共に 沈 積 し た 有機 物 が , WIE WOMBIC KOT diagenesis と 共に 変質 作 
用 が 進行 し て いつ た , 一 連 の 時 間 的 な 変成 過程 を 示し て いる も の と 考え られ , Rbk EO 
生成 は この 変成 過程 に お ける 終局 的 段 陀 ORB) の 生成 物 と みる こと が 出来 よう 。 

叉 この 応化 水素 生成 の 根源 ( 母 材 有 機 物 ) UT, 八 人 潟 底層 は 今 ま で 述べ て 来 た 様 に 
泥 炭 質 に 始ま り 全 層 を 通じ て 植物 質 の 破片 が 非常 に 多く 含ま れ て いる こと か ら , 植物 質 の 
腐 触 分 解 作 用 も その 一 因 を な し て いる も の と 去 え よう 。 

@ BOO CO 
CO = 360, CI 

例え ば , cellulose が 水 和 反応 し hexose (glucose) と な り , これ が 嫌気 性 状態 の も と 
で バク テリ マ 等 の 作用 で メタ ン を 生成 する 様 な 反応 系 は , 一 連 の 変成 過程 の 少く と る も 側面 
的 な 役割 を 演じ て いる も の と 考え られ る 。 

6. RE GE RIX DWT 

WR 7 aS TST TENS DY RMA 74 ン 系 炭化 水素 と 共に し ば し 
は ば 遊離 硫黄 が 同時 に 分 離し て くる 。 今回 取扱 つた 試料 の 中 に も この 種 の 硫黄 を 含む も の が 
あり , BACAR AL LC. 或いは 時 に 解 黄色 の 針 状 結晶 と し て 認め られ る 。 

< OUEST & WEF Sic D. A. Skog, J.K. Bartlett?) に よる 滴定 法 を 用 いた 。 


1) =B6: GFL, 3, 115, 1954. 
2) Slee D. A.,& Bartlett, J. K. ; Anal. Chem., 27, 367~371, 1955. 
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即ち クロ マト グラ フ で 分 離し た 硫黄 分 を , ご く 少 量 の 二 硫 化 炭 素 と 共に アセ トン に 溶解 し 
これ に B.C.P を 指示 薬 と し て NaCN 溶液 で 滴定 する 方 法 で ある 。 

今回 は 特に H2 SHOR ICOM THe Lio M F3, G3 の る の は 測定 し な か つた 
が , L7ORAORCRE, SORRELL CESS UY RMD hSDN, 明らか に 遊離 
硫黄 を 含む も の と 認め られ る も の を * で 示し て お いな た (第 1 表 )。 H2 号 井 で 遊離 硫黄 の 
含む も の は , 1, 2, 3, 4, 5, 10, 14 で その 他 の 試料 に は 合 ん で いな い 。 この 硫黄 を 含 
む 試 料 の 中 で , 特に H2-1] OM RAVES <<, 原 岩 に 対す る 重量 と し て 0.1199% BES 
れ た 。 し か し 深度 の 増加 と 共に 硫黄 分 は 著しく 減少 する 傾向 が み ら れ , 深度 20m (H2- 
6) で は 硫黄 皆無 と な る 。 ま た それ ょ より 下部 に は 27m (H2-10) と 40m (H2-14) に 若 
FRO BNE Ho 

YR< He SlLON CRLAKBERAM MM t 6H ORO, F3 の 35~40m, 
G3 の 30~40m, H2 の 25~30m の 間 に , 夫々 若 王 減少 し て いる が . この 減少 し て い 
る 部 分 と 上 に あげ た H2-10, 14 の 他 に , BIHK * で 示し た お いた FS, G3 の 硫黄 
分 を 令 む も の と が 略 一 致し て いる こと は 注目 すべ きこ と で ある 。 つ まり 今回 の 実験 で は 記 
化 水 素 含量 の 少 い も の に 硫黄 分 が 含ま れ て いる と 云う こと に な る 。 この 傾向 は 第 3 図 b か 
ら る も 明らか に 認め られ る 。 有 叉 この 関係 は , 柳下 秀 晴 +) が 裏 日 本 の 含 油 第 三 紀 層 中 の 遊離 
硫黄 を し ら べ , 有機 抽出 物 の 組成 と の 関係 に 於 て , 一 般 に 石油 質 (パラ フイ ン ・ シ クロ パ 
ラフ イン + FER) の 人 各 量 が 大 きい も の 程 , 硫黄 の 含量 か 減少 し て いる 傾向 が ある と 指 
摘 し た こと と 一 致し て いる 点 で 興味 ある こと で ある が , 取扱 つた 試料 も 少な く 今 后 の 検討 
を 相 す る 問題 で あろ 3 う 。 

高 現世 堆積 物 中 の 遊離 硫黄 に つい て は , 既に 砂 八 木 次 男 教 授 1) に ょ つて 検出 され , 最 
近 で は 菅原 健 等 に よる 若 和 干 の 資料 も み ら れ る 。 夫々 分 析 方 法 は 異な る が , 今回 の 八郎 
WED H 2-1 の 遊離 硫黄 分 は , 八木 教授 の 分 析 し た 塩釜 湾 底 ( 王 潮 水深 4m) ょ り 深 さ 
2m (0.129), 3m (0.159), 4m (0.129%), 5m (0.11%) の 泥 土 か ら の も の と , R¥ 
原 健 等 の 分 株 し た 愛知 県 油 ヶ 淵 Station III の 深き 0~20cm (0.12 %), 20~40cm 
(0.1096), 40~60cm (0.10%) の 泥 か ら の 分 析 値 に 大 体 一 致し て いる 。 

何れ に し ろ 現 世 堆 積 物 中 の 遊離 硫黄 に か ん する 資料 は 少な く , 今後 抽出 有機 物 の 組成 と 
の 関係 , また 特に 母 材 有機 物 と その 談 質 過程 及び 変質 環境 と の 関連 性 笠 , 究明 し て 行か ね 
ば な ら な い 問 題 で あろ 3 う 3。 


本 研究 に あたり 御 指 導 を 賜 つ た 加 藤 毅雄 助教 授 , 貴重 な 試料 の 提供 に 御 配 慮 し て 下さ れ 
た 仙台 農地 事務 局 宇 野 一 治 兵 , 横田 正夫 氏 , また 底層 に つい て 御 教 示 い た ヾ いた 東北 大 学 
教育 教養 部 三 位 秀 夫 氏 に 感謝 の 意 を 表す る 。 

癌 研 究 費 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 に 依 つ た 事 を 明記 し て 放 意 を 表す る 。 


1) 柳下 秀 晴 : 資源 研 薬 報 , 41 へ 42, 53~61, 1956. 

1) 八木 次 男 : AG, 4, 151~161, 1929., 13, 280~282, 1935. 

2) Sugawara, K., Koyama, T., & Kozawa, A., : Jour. Earth Sci. 
Nagoya Univ., 1, 17~23, 1953. 
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鳥取 県 多 里 地方 の クロ ム 鉄 鉱 と 首 状 に 関す る 研究 (第 1 報 ) I) 


Studies on the chromites and their occurrences in the 
Tari district, Tottori Prefecture (lst report) (II) 


北 JA 順 — (Jun-ichi Kitahara)* 


顕微 鏡 下 で 観察 し た クロ ム 鉄 鉱 

初期 の 超 塩 性 岩 体 が 生じ た 後 , その 列 角 に 後期 の 含水 理 酸 塩 ク ロム 鉄鉱 の 導 融 体 が 六 
入 し た の は , クロ ム 鉄 鉄 体 が 超 塩 基 性 岩 に 接触 する こと に より 生じ た 母 岩 の 変質 で 明か で 
ある 。 

痢 入 ク ロム 鉄 鉄 体 に 接し た 蛇 紋 岩 に クロ ム 鉄 鉱 が 特に 散 点 し て いる の は , 初生 的 に 生じ 
た も の で な く , 完全 に 凝固 し な い 母 岩 に 逃 入 体 か ら 浸 染 し た も の と 推察 され る 。 BAR 
点 し て いる クロ ム 鉄 鉱 料 を 鏡 下 で 観る と , 褐色 乃至 黒色 の も の が 多い 。 時 に 黄 褐色 , Bee 
fi, 福 黄 色 を 示す も る も の も ある が , この 様 な も の の 周縁 は 黒色 で ある 。 

痢 入 体 の 浸 染 鉄 は 通常 母 岩 の 縁 近 くに , SL CHIRAL ELS ORD 5 BENT E DACA 
(yee 

多く の クロ ム 鉄 鉄 を 鏡 下 に 観る と , 7AULRRE MELD BOM LRA AT 

0, RABANNE ToS RCBEOMBRI ROK LOHBHOENS. MRRNAB 
REO AB F< OGRRETH So Ib OBEMZREOBWRO BOLD, RE 
と り ま く 黒 色 の も の は , 他 の 地方 の 産地 の も の に も 認め られ る 。 こ の 様 な 黒色 物 の 成因 は 
BOM LE LD, HORA ORE AIEEE ROR, 鉄 が 加わ つた と か , 言わ れ 
て きた が , 明確 に 結論 づけ られ て いな い 。 

塊状 鉄 を 鏡 下 に 観る と , 福 黄 色 乃 至 茶 黄色 の も の が 多い 。 福 色 の 曲線 が 不 規 則 格 子 状 に 
Bok), 更に 福 黒 色 の 細 曲 線 乃 至 腺 状 の も の も 認め られ る (第 6 図 -A)。 こ ゝ に 神 黄 色 
THBRE ED OO, ス ビ ネル 成分 多く , 褐色 の も の は , ス ビ ネル 成分 に 磁 鉄 鉄 成分 が 
や ゃ 存在 する も の , 黒色 の も の は , BERRI OB W 7 0 AGOKCH So BARGE 
常 割 目 を 認め る こと が 出来 る が , 時 に 存在 し な いる も の も ある 。 

クロ ム 鉄 の 冷却 で 生じ た 割 目 は , HERO £5 EMEHEGKIN CH AN COB BE 
の 由 示 石 化 に 伴い 硫 憐 石 の 容積 が 増す 時 , これ が 隣接 し た クロ ー ム 鉄 鉄 に 割 目 を 生 ぜ し め 
この 割 員 に 沿う て 蛇 紋 石 物質 が 注入 し た と も 見 られ る 。 蛇 紋 石 の 様 な 圭 酸 塩 鉱物 は , クロ 
ム 鉄 鉄 を 横切る 黒色 線 を 切 つ た り , Bh Ret OME FEL THOHA (第 6 図 -B)。 ク 
OL PRK ICA SCS ARIK INS, 7 7 L PROKDSEE MELE OVERS SATS > 
Hi LAU O72 DOCH Zo EN CHZD SE MICARBAN CWO SREMARERE RTT 
ロム 鉄鉱 より 後期 に 生じ た と み ら れ る 磁 鉄 鉄 成分 の 多い 黒色 線 に そ つて 存 し た も の も あ 
る (6 図 -C)。 けれど る も 垢 酸 塩 讐 物 が 黒色 の 曲線 に 関係 せ ず 包 有 され て いる 場合 の 方 が 多 
Wo 包 有 物 で あつ て も クロ ム 鉄 鉄 の 間隙 を 滴 す 理 酸 塩 鉄 物 と 同様 に 。 ク ロム 鉄人 然 よ り 後期 
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第 6 図 クロ ム 鉄 鉄 の 頭 徴 鏡 写 真 


(A) : 若松 鉱山 七 号 鉱床 七 号 一 玉 産 (x15), (B) : 若松 鉄山 七 号 鉱 床 も 塊 産 
(x20),  (C) : 広瀬 鉄山 三 十 も 米 玉 産 (x20), (D) : PRAGUE BORA 
5 — Tipe (20). 


に 固 つ た も の で ある 。 ON 6 DEBE BK YOVS FEV MEBUAIE L 72 BAG & A & Fe 0 BED Pr 


WIE E CHS o PCT DIB RANA A PNB ORAODDS LOMA 


は 岩 


工 中 に 内 在 し た 水 に より 標 要 石 の 自己 変質 で 生じ た も の で ある 。 MEME 7 AY 


ト と 共生 し て いな い 例 の 多い の は , CO,+H,0 で 変質 し た も の で な く MMIC EY we 


ah 
Or 6 


PAGK IL 5 — FtHEO-B# Clk, Deck 


% Bik 


だ 水 で 変質 し た も の と みる こと が 出来 る 。 3Mg,SiO, | SiO, | 2H,0>2H,Mg,Si, 
与え られ た 一 つの クロ ム 鉄 鉄 の 包 有 4 物 と 問 隙 を 満 す 鉄 物 と は 同じ で ある 。 MAIL A 
BLK ER DML, 間隙 を 滴 す る も の 


el Ste 


EG LEK CHS0 この 場合 MMABODABAMG LUFT RAUF 


ッ ク の 組織 を 示し て いる 。 (LL ABME L TORERCEAS FER & litt TERM A CR Tu 


bil 


も ある か ら , 成分 に 変り は な いも の と し て る も MRBeMT OE UGICMHORKLOE 


ある 。 


(x20), (C) : FERRI -b-B eke 


(A) 及び (B) : AP _EGKIL RG RRaR pepe 
AWG EARGE (x20), (U クロ ム ザ クロ 石 ) 


ee (x20), (D) 


BERGA BAGO fel DL, EEMAMOKMI DB XD, (WIE CHAIRS AIILE ATH KEIR 
は 平均 0:5 へ 3.0 HEED YO, lige Weth, 福 色 を 示す 。 SRN eB es 
す も の が 多く , 割 目 に 富ん で いる 。 Wy TKO RI RE CHS, 時 に 黒色 で な いこ 
と も ある 。 黄 褐色 の クロ ム een eee 
上 いて いる (第 6 図 -D)。 周縁 が 黒色 で ある も の は , その 黒色 部 が クロ ム 鉄 鉄 の 内 六 に も 
通る ON る @ METER A) 9 7 2 BRK CBR fe U PHBA ICIS "CHER O 
燈 融 物 が 述 入 し , DEAL Te Jiliaeas SLES LAS % BER HE O RSMO Ve FAC で 黒色 に な つた 様 に 観 
える も の も あり 黒色 で な いこ と も ある (第 7 図 -B) 。 こ の 試料 で は ま , OM & wee 
DED, BEARD 4 OBS 

73 2G BERGE LC) HIRGKIS LS BEE トト で 不 均 質 の 人 色 を 示す も の が ある 。 We 
fy 8, & <A EO HRC E ACB 8 Ob Bo HCH — HORE MME LB L 
黄色 の 部 EHR CHE, 黒色 の も の が 滴 状 乃 至 腺 状 に な つて お り , 周縁 の 一 部 は 黒色 で 
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ある 。 同一 の 薄 片 で も ,。 この 様 な 黒色 部 が 少 か つた り , 殆ど 黒色 だ け の と ころ る も ある (第 
7 図 -C) 。 斑 状 鉄 が 時 に 鏡 下 で 全く 黒色 に みえ る も の が ある Yo 極め て 稀 な 例 で ある が , 
REO [へ ヘル シナ ィ ト 分 子 , FeO.Al。0。〕 が 黒色 の 不 規 則 脈 状 の も の で 綱 か れ た り 

周縁 が 黒色 の も の で と り ま か れ て いる 様 な る の も ある 。 

— ODS CH, 班 状 的 の 部 分 と 規 状 的 の 部 分 と 水 あ つ た り , 時 に 密 環 状 駄 た 呼ぶ な の が 
適当 で ある も の も ある 。 両 部 分 は 色 の 同じ 場合 も ある が , 通常 塊状 的 の 部 分 は 淡 神 音色 で 
HY, 斑 状 的 の 部 分 は , 褐色 の と ころ の ある 黒色 を 示す も の が ある 。 

GREK BART CAME, クロ ム 鉄 鍼 だ は け の も の は な く , DEROMMGMBIET SH 
類 か ら 変 質 し た 蛇 示 石 を 必ず 伴 つ て いる 。 LORE 7 vo LBROK DE & DHE A B 
変っ つた 蛇 才 石 と 常に 共生 する の は , クロ ム 鉄 鉄 が 岩 柴 から 生じ た も の で ある こと が 判る 。 
クロ ム 鉄 鉄 は 通常 前 記 の 様 に , 蛇 紋 石 乃至 アン チ ゴ ライ ト を 伴う る も の で ある が , PUI 
石 ) マグ ネ サ イト , RIA, 70 LPR MS CE MDS 

褐 黄色 乃至 茶 黄色 を 示す スピ ネル 成分 の 多い クロ ム 鉄 鉄 が 分 離 品 出 し つ ゝ ある 時 , HEB 
HROVSRAK (AE) か ら 出 る 含水 奈 気 の 岩 此 放散 物 (magmatic emanation) 中 の FeO 
と CO, と が 作用 し て FegO。 を 生じ , この も の は 固 結 し つ ゝ ある クロ ム 鉄 鉄 の 周 線 に 交 
代 変質 的 に 加わ つた り , 微細 の 間隙 と か , 通路 の な い 様 な と ころ に る も 網状 に 浸透 し 交代 変 
成 的 に 磁 鉄 鉄 成 分 の 多い 部 分 を 生じ た 。 し た が つて 黒色 の 周縁 と 黒色 の 交叉 線 と は 軸 係 が 
ある 。 こ ・ ゝ に 岩 此 放 散 物 に は , 常温 で 揮発 し 難い 物質 も 加わ りう る も の と 推察 され る 。 磁 
鉄 鉄 成分 が 既存 の クロ ム 鉄 鉄 に 少量 加わ る と , 昔 色 の も の は 福 色 に 変る 。 そ れ で ある か ら 
福 色 縁 部 と 黒色 縁 部 と が 移り 変る こと も ある 。 こ の 様 な 作用 は , 前 記 の 様 に クロ ム 鉄 鉄 が 
固 結 す る 時 に お ける 岩 此 放 散 物 に よる 一 種 の 交代 変質 と みる こと が 出来 る 。 

クロ ム 鉄 鉄 が 固 結 し て 生じ た 割 目 は . BBO RAM (BI) Chir: Sint, 時 に 前 記 
の 磁 鉄 鉄 成分 の 部 分 と か , 磁 鉄 鉄 の 細 脈 は 残 柴 で 切ら れる 場合 も ある 。 こ の 様 な 鞍 酸 塩 の 
RIARIC ED 7a LBRO ja & PAMURO MARA SNEICL TH, その た め に 黒色 に な 
つた わけ で な い 。 新鮮 な 頑 火 輝石 に クロ ム 鉄 鉄 が 接し て も 周縁 は 黒色 で ある か ら , KERR 
化 作 用 の 時 , 周縁 が 黒色 に な つた わけ で も な い 。 

MRAOBE, 石 基 の 役割 を な す 母 岩 の 色 が 通常 淡 緑 色 乃 至 淡 黄 緑 色 で あぁ る の は , 上 上記 
の 様 に 江 酸 塩 の 融 体 か ら 岩 此 放 散 物 と し て クロ ム 鉄 鉄 粒 に 鉄 が 交代 的 に 加わ つた た め , EE 
酸 塩 鉄 物 は 鉄 に た 芝 し いも の と な り , この も の が 蛇 紋 石 化 作 用 を 蒙っ つた た めで ある 。 後記 の 
クロ ム 鉄 鉄 の 化学 組成 の と ころ で 述べ る 様 に , クロ ム 鉄 鉄 料 と 取り 巻く 東 酸 塩 鉄 物 と の 鉄 
の 含量 が 逆 の 関係 に ある の は , この 様 な こと に よる も の と 見 位 す こと が 出来 る 。 

痢 入 体 の 塊状 鉄 は , 同時 に 導 入 し た 斑 酸 塩 鉱 物 を 伴う こと は 極め て 少 い た め , それ ら の 
AEB AAS OPAC tt BE AABAER AS 7h BLIRGRIS BERG SEN, BARRO VE AEE 
は , 少 か つた こと が 鏡 下 で も 判る 。 後 記 の 化学 組成 の 項 で も 述べ る 様 に , BHRKOROS 
© 量 は 一 般 に 斑 状 鉄 よ り 少 で い の は その た めで ある と 見 て も よい eo 

時 に 密 斑 状 鉄 を 形成 する クロ ム 鉄 鉄 の 一 つの 含有 有 物 が MHEG L BUM AD MGS & Re 
に 含む も の が あぁ あり, その 秀 林 石 と 頑 火 輝石 は 更に クロ ム 鉄 鉱 を 包 有 し て お り , ABBE 
右 が 様 橋 石 を 包 有 し て いる 例 も ある 。 こ の も の で は クロ ム 鉄 鉱 粒 の 問 隙 も 標 要 石 と が 頑 火 


北原 順一 : 46%, 39, 昭 30. 
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WE CHT SCC, Bie T BUILT EERIE CROCK, BARK 
石 に 包 有 され て いる 。 上 記 の 例 か ら 判 る 様 に , 前 に も 述べ て お いた が , 7OLRRCAA 
XNSd OKAMURA CHEB E RANE, 間隙 を 滴 す も の に る も 両者 が ある 。 包 有 され る 
も の も, 間隙 を 充 す る の る も 化学 組成 に 違い は な いも の と 見 位 さ れる 。 

クロ ョ ロム 鉄 鉱 は 肉眼 的 に 通常 黒色 で ある が , UO BHSICt 福 色 の も の も み ら れ 
る 。 こ の 様 な 福 色 鉄 は 一 般 に 脆弱 で あぁ つて , 鏡 下 に みる と , 破砕 され て 割 有 中 に 富ん ん で い 
る 。 肉 眼 的 に 褐色 に みえ る の は , 割 月 に 富ん だ クロ ム 鉄 鉱 粒 の 集 り で ある の に よる も の と 
み ら れ る 。 

鏡 下 に クロ ム 鉄 鉄 を 観察 する と , 稀 に クロ ム 鉄 鉱 の 周縁 に ugrandite 系 の 緑色 の クロ 
Dt (GE7M-D) tm, 灰色 の 灰 禁 樹 析 石 を 生じ て いる 。 周縁 が 黒く 磁 鉄 鉱 成 分 の 
多い 時 は , 黒色 の 周り の 外側 に 黄色 の 灰 鉄 本 橋 石 を 生じ て いる こと が あぁ ある 。 UEC 
7 I LRRL SAVY Y DIBA RRA L A BIOL CER LEDC CHS こ ゝ に 
CO, が 存在 する と CaO を 落 解 度 は 大 きく な る 。 Nb O=MCHIA EID 
り , Cr, Al, Fe? の 含有 量 の 相 異 に より 証 に 移り 変る る の で ある 。 簡単 に 化学 式 で 示し 
て みる と , ZaLBAix 3CaO- (Cr, Al, Fe),0,-3SiO,, 灰 頂 本格 石 は 3CaO- (Al, 
Cr, Fe) 。0。』・3SiO。, 灰 鉄 柄 極 五 は 3CaO・ (Fe, Al, Cr) 。0。・3SiO。 で ある 。 勿論 三 者 に は 
Fe? も Mg も 多少 念 ま れ て いる 。 EBMOBAAKD 5b HTS I LOWER DORA 
の う 3 うち, CO, © CaO は 方 解 石 脈 や 超 石 脈 に な る 。 


7OL KR O Bh 
FESR AEE OBR WEC, Be > EWR DIRE & PROT BIK 7 a LGRGKO PARMAR REAL eb 


B 7OLGRICS EOWA (EL REG Ld, BRR tae Led > SEL, クロ 
LTE OD FIBRIL BAN DEER Chis Te X Nite 7 LRRD T ZL, それ に 第 一 
段階 の 割れ 目 を 生じ , CORA ERROR COHAN, HRP S HL 
た 。 こ れ ら の 理 酸 塩 鉄 物 は , 程度 の 差 は あぁ る が , —ARIC RAR IC TEL Pek CHER IL VERA 
EROTWSo 7ULBGO HA LAL TIS EEPROM DIE Le, 7 クロ ム 鉄 鉱 
CERRO stk, 人 第 二 段 階 の 割れ 目 を 生じ た 。 こ の 割 目 は 両者 に 共に 通じ る こと 
も ある 。 地下 水 に より 超 塩 基 性 岩 か ら 閣 脱し た イオ ン は , これ ら の 和 鑑 二 段 降 の 割 目 に 適当 
な 条件 の も と で , サポ ー 石 系 の 粘土 脈 と し て 生成 し て いる こと も ある 。c。 な お サポ ーー 石 脈 の 
生じ た の は , 逆 紋 石 化 作 用 より 後 で ある 。 そ の 様 な サポ ー 石 務 に マグ ネ サ イト を 伴う こと 
が ある 。 そ の 後に 生じ た 裂け 目 は , 留 裂 的 な 第 三 自 階 の も の で , MOBEWSSADS 
隙 で あぁ る 。 こ の 鑑 三 段階 の 割れ 目 に は , 鉱物 は 存在 し な い 。 

紫 ら ちの 割 目 よ り 先 成 的 に クロ ム 鉄 鉄 が 固 結 し つ ゝ ある 時 生じ た 敏 細 の 割 目 に は , 前 記し 
た 様 に 岩上 放 散 物 に よる 磁 鉄 鉄 成分 で 交代 的 に 満た され た 。 EN CHS MBB BR 
に 言え ば 四 段 階 に わた る も の で ある と 蓋 う こと る も 出来 る 。 

FO LGMORN TEMES TORR 

7 LDBERS, BSTBSET KAILA A So 試料 の うち に は , HY CHICKS 
状 乃 至 レ ンズ 状 に みえ る 部 分 も ある が , 斑 酸 塩 鉄 物 と 関係 な く 存 在 す る た め , BRL TA 
じ た も の と み ら れ る 。 こ の 様 な 白色 の と ころ は , 磁 鉄 鉄 成分 を 多量 に 含む クロ ム 鉄 伏 か ク 
ロム を 含む 磁 鉄 鉄 で ある 。 薄 片 で は 黒色 の 交叉 線 状 の も の が み ら れ て る も , 反射 頭 復 鏡 下 で 
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は 多く の 場合 この 様 な 線 状 の も の は み ら れ な く 一 様 に 灰色 で あぁ る の は , 磁 鉄 鉄 成分 を 有 し 
て も クロ ム 鉄 鉄 で ある か ら で ぁ ある 。 反射 頭 役 鏡 下 に 灰白色 脈 状 に な つた と ころ が あり , 時 
に 磁 鉄 鉱 成 分 の 多い KA BRR IROL OAL MR MAIOIV ZOYORHHE 
れる 。 脈 状 の 斑 酸 塩 鉄 物 に 沿 つ て 愉 も 斑 酸 塩 鉄 物 が ボク ロム 鉄 鉄 を 交代 し て 灰白色 の 磁 鉄 鉄 
成分 の 多い も の を 生じ た 様 に みえ る も の も ある が , LARVAE RA OB V4 Bh 
至 境 に 入り 込ん だ も の と 訟 せら れる 。 多く の 場合 , 理 酸 塩 鉄 物 に クロ ム 鉄 鉄 が 接し て も 反 
褒 生 成 物 は 何 も 認 め ち られ な い 。 前 に 述べ た 灰 百 色 の 部 分 は , 僅 に 離 深 で 生じ た も の と 見 ら 
れる と ころ を 除き 岩 禁 放散 物 か ら 磁 鉄鉱 成分 が 交代 変成 的 に 加わ つた も の と 推 穴 され る 8 
クロ ム 鉄 鉱 の 化学 組成 


クロ ム 鉄 鉄 を 化学 分 析 す る に は , 共生 する Hew BOR ERB MERMRD DIRE 
Mo DARGIS BRC LOT, TU LROKORE BBL ho BERT o 2PRGKIS, KERL 
Aye PRVCFEAE LL CW SPM, HUALIE LT BRERA & SEAICABET SO LIEHISE ZV 

7 a LBBKOERMANE, Cr。0。, Al,O3, Fe,O,, FeO, MgO で ある 。 70 AsKoER 
の FeO を 定量 する に は , BALHESURWRIC CO。 を 通じ , MMEBRL LAED 
析 的 の 方 法 に よ つ た 。 こ ゝ に クロ ム 鉄 鉄 は 相当 炎 酸 に 次 け 難 いか ら , 出来 る だ け 細 粉末 に 
Lt, 成る べく 少量 の 試料 を 用 いた 。 少量 含ま れ て いる SiO。, MnO, CaO の 三成 分 も 
定量 し た 。 TiO。, NiO, H,O+ の よう な 療 跡 的 乃至 少量 の 成分 は 量 ら な か つた 。 SiO, 
は 蛇 才 石 歌 は 緑 泥 石 の 様 な 理 酸 塩 鉄 物 の 成分 で ある か ら , この 種 の 鉄 物 の 化学 組成 に 相当 
する 量 を 理 酸 塩 鉄 物 を 多少 傘 う クロ ム 鉄 鉄 の 化学 分 析 結 果 か ら 差引 いて 得 た 含量 を 百 分 
率 に 換算 し た 。 

クロ ム 鉄 鉄 の 主 成分 は , 二 価 の Fe と Mg, 三 価 の Fe, Al, Cr で あぁ る 。 7uLPRGK 
は ス ビ ネル 和 群 に 屋 し , (Fe,Mg) (Cr, Al, Fe), O, で 表わさ れる か ら , 一 価 及 び 三 価 の 成 
分 の 割合 に より 化学 組成 に 色々 の も の が ある 。 

多 里 地方 産 の クロ ム 鉄 鉱 の 化学 組成 は 第 1 表 に 示す 通り で ある 。 化学 組成 か ら 求め た ノ 
ルム 成分 , RO と R20。 の 分 子 比 及 び MgO, Cr,0,+Al,0;, Fe。0。 の 分 子 比 ほ それ 
ENG LR, 第 3 表 , 第 4# 表 に 示す よう で ある 。 

R.E. Stevens) は クロ ミウ ム を 有する スピ ネル を 含有 する 成分 の 量 に より 分 類 し た 。 
ZBMBED 7 a LOKI, 第 13 表 に 示す 様 た MgO, Al。O。 の 量 に 比較 的 富ん で いる 
か ら , これ ら の クロ ム 鉄 然 は アル ミニ ウム クロ ム 鉄 鈴 (Mg, Fe) O (Cr, Al, Fe), 0O。 及び 
2 ロム スズ で ネル (Mg, Fe) 0 (A1 Cr, Fe) 。 09 で ある 0 こ > に アル ミニ ウム タク ロム 鉄 鉄 と 
クロ ムスビ ネル に お ける 成分 元素 は 含有 量 の 多い 順に 書い た 。 

クロ ム 鉄 鉄 の 第 1 表 に 示す 結果 か ら 計 算 し た 第 3 表 の RO; (分 子 比 率 ) の 成分 の 割合 
を 投影 する と 第 8 図 に 示す 通り で ある 。 ク ロム 鉄 鈴 中 の RO, 成分 の 割合 は , HAEhO 
Cr。O。 と Al,O, DHRU Fe の 酸化 状態 を 含め た も の の 量 を も 併せ て , 多く の 要素 に 
よっ つて 定まる も の で ある 。 MHHHOVERGK ¢ BURGE ODO RO; (分 子 比 率 ) 成分 間 に お 
ける 関係 は , 第 8 図 か ら 明 で ある 。 

7a LEED MgO, Cr,0,+Al,03, Fe,0。 の 分 子 比率 (第 4 表 ) を その 構造 を 表す 
図 に 投影 し て みる と , 第 9 図 に 示す 通り で ある 。 第 9 図 か ふら 判 る 様 に 投影 点 は MgO (Cr, 


1) Stevens, R.E.: Am. Min., 29, 1~34, 1944. 


£6 BKM KK Se SB 
Ble ZBHRMAH 7 ALAKE 

No. 1 a 3 4 5 6 7 8 9 10 
FeO 6.38 | 10.34 | 13.04| 7.53 | 14.01 | 8.97] 15.39 | 9.08] 12.37 | 10.78 
MgO | 19.47 | 17.05 | 16.04 | 20.00 | 15.11 | 18.46 | 15.07 | 18.50 | 15.77 | 17.81 
MnO | 0.371) 0.68) 05827) 0.11 | 0216) 0:25 0.31 | 0205.) 0.655 0705 
Cr,O,| 38.11 | 32.80 | 28.46 | 30.86 | 29.97 | 33.61 | 22.06 | 34.01 | 31.56 | 32.92 
Al,O,| 24.86 | 29.66 | 35.30 | 36.80 | 30.25 | 29.15 | 38.33 | 29.15 | 30.01 | 30.16 
Fe,0, 9.27 82025) Giron ees 27, O-TSs| 8.12 Dros || VES 8.90) 6.50 
CaO wie tr tr 0.05 tr 0.27 | 0.20 tr tr tr 
SiO, Wola T0248 009i Ono 2 OS ON OL OS beled onl Ort 1.47 
Total | 99.67 | 99.50 | 99.75 |100.14 | 99.55 | 99.93 | 99.62 | 99.91 | 99.97 | 99.69 

| i 
Nos. 1, 2, 3, 4 1395PMEIU CBR RCS-RHEO IO, Nos. 5, 6, 7 Waz5 


PAGK LL SGA ES SURED % O, 
Nos.-9, 11, 12, 13 (XDHRGKI = TtCRAEO YO, 


Nos. 8, 10 (X/ARERGKIUEHESTHO BO, 
Neos 5. SG ize 


18, 19 は 日 野上 鉄山 日 野上 鉱床 産 の も の , Nos. 20, 21 は 日 野上 鉄山 衛 績 鉱 
第 2 # ル ム 
No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 | 10 
Spinel | 
(MgO-Al0,) | 43-7 | 52-5 | 60.6 | 61.2 | 53.7 | 51.3 | 66.3 | 51.3 | 52.5 | 53.1 
Me Co 46.3 | 38.7 | 32.5 | 34.4 | 36.3 | 39.4 | 25.6 | 40.0 | 37.5 | 39.4 
i 2-3 
Magnetite | 
(FeO. Fe,0,) | 10-0) 8.8 | 6.9 4-4 | 10.0 9.3! Sit | S97) 10.0 |o7s8 
# 3 ¢ RO, R,O, oO 
No. Ces @ | 4 5 6 7 8 Welle ee 
FeO | 16.1] 25.9 | 31.0 | 17.6 | 35.2 | 22.2 | 36.0 | 22.5 | 30.9 | 26.8 | 24.1 
MgO | 83.0 | 72.5 | 68.1 | 82.2 | 64.4 | 77.1 | 63.3 | 77.3 | 67.5 | 73.0'| 74.5 
MnQ) | 0.9) 2.6) 0.9) 0:2.) 0.4) 0:7 [10.7 1) 0:9 03:6 | 012s sia 
Cr,O, | 45.6 | 38.8 | 32.6 | 34.4 | 35.7 | 39.6 | 25.6 | 40.0 | 37.3 | 39.2 | 43.3 
Al,O, | 44.0 | 52.2 | 60.3 | 61.1 | 53.9 | 51.3 | 66.3 | 51.1 | 52.7 | 53.4 | 49.4 
Fe,O, | 10.4] 9.0) 7.1] 4.5| 10:4] 9.1] 8.1] 8.9|10.0| 7.4] 7.2 
| 
Pande oh eee EE Oe ae ee’ tri I ee on 
s¢ 4 38 MgO, Cr,0,+Al,0,, 


ST a a ーーーーーー 


No. jot | 3 4 5 6 | 7 8 yh) Sete 
MgO | 43.5 | 39.1 | 37.7 | 43.4 | 35.7 | 41.4 | 34.7 | 41.3 37.2 | 39.8 
Cr,0,-+ Al,0,| 47.1 | 49.4 | 50.5 | 50.0 | 49.7 | 48.2 | 51.2 | 48.5 | 49.7 | 49.7 
Fe,O, 9.4 | 11.8..11.8 | 6.6 |.14.6 | 10.4 | 14.1| too | 13.1 | 10.5 


err ee———>: nk ee 
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11 12 


14 


15 


16 


17 


18 


20 


21 


9.82 8.49 
16.87 | 19.43 
0.56 0.19 
37.45 | 38.78 | 
28.59 | 30.96 | 
6.51 | 2.10 | 
tr} 0.07 | 
0.08 | 0.23 | 


13.58 
14.12 
0.63 
44.61 
21.49 
4.57 
tt 


0.80 


14.17 
15.24 
0.21 
36.28 
28.96 
4,21 
0.08 
0.69 | 


9.01 
17.92 
0.36 
37.03 
31.16 
4.09 
169 
0.40 


12.07 
16,72 
0.20 
32.74 
29.28 
8.07 
tr 
0.97 


14.79 
13.12 
0.91 
40.14 
19677 
9.03 
0.223 
1.47 


11.25 
16.99 
0.67 
35.11 
27.82 
3.84 
0.02 
3.19 


12.39 
15.16 
0.63 
40.18 
24.44 
5.18 
0.03 
1.42 


| 


99.86 |100.16 


99.77 


99.80 


99.84 | 


99.97 |100.05 


99.44 


99.20 


98.89 


99.43 


床 産 の も の , 


Nos. 3, 4, 11, 12, 13, 14, 15, 16 1HH RSE, 
THBRIRGIUIEY DO. 


Nos. 1, 2, 5, 6, 8, 9, 10, 17, 18, 19 ysHEReK Ty BIwByr, 


Nos. 7, 20, 21 (xmeBEIRgK 


fe 率 
gel gas Sa ag el ge © le a Gc 
i | ] | ‘sri 
49.4 63.7 63.1 39.4 | 51.9 | 53.1 | 51.9 | 36.3 | 40.0 | 50.0 | 43.7 
| | 
43.7 34.4 | 32.5 | 55.0 | 43.7 42.5 | 38.7 | 53.1 | 46.3 | 45.6 | 50.0 
| 
| | 
6.9 1.9| 4.4] 5.6] 4.4 te | STA ONON ST 4.4| 6.3 
| | 
分 子 eo 
iz | 13 | 14 | 15 | 16 | 17 | 18 | BD, 2 
ea aay! —~ — _ — i — 
19.6 | 16.9 | 35.6 | 34.9 | 22.0 | 29.7 | 40.7 | 19.4 | 31.1 | 33.1 
80.2 | 82.6 | 62.7 | 64.6 | 77.1.| 69.8 | 56.9 | 79.5 | 66.9 | 65.3 
92 A Oe5uh- OS 0.5 | 24 | Aal,| 2.0.) 6 
| | | 
$4.0 32.3 55.1 43.5 | 42.4 | 98.9 | 52.5 45.8 | 45.5 | 50.1 
63.8 | 63.0 39.5 | 51.8 | 53.1 | 51.9 | 36.6 | 40.1 | 50.3 | 43.9 
2.2| 4.7| 5.4| 4.7| 4.5] 9.2|10.9|/ 14.1] 4.2] 6.0 
Fe,0, OD F lk 
ae) 18> aa) te NP te) va a8 | T1920 a 
39.9 | 42.5 | 43.1 | 34.8 | 36.2 | 40.9 | 38.5 | 32.0 | 41.7 | 36.5 | 35.7 
50.0 | 51.6 | 50.3 | 52.8 | 52.2 | 51.2 | 49.0 | 51.0 | 45.9 | 53.0 | 52.4 
10.1} 5.9] 6.6 | 12.4] 11.6] 7.9 | 12.5] 17.0 | 12.4 | 10.5 | 11.9 
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第 8 図 7a LBweko R’’’,03 分 子 比 #9 B§ MgO, Fe,O,, Cr,03 + Al,Og 
率 関 係 図 の 分 子 比 率 関 係 図 


kas 


& 
3 ° 
COs cos eee 20. 
y OR eon, 
7 る a a Gs? Pa OP Lee es 


Lane Tee (nO) 
番号 は 分 析 試 料 の 番号 

@ : 浸 染 鉄 乃 至 玖 状 鉄 ) へ : HIRE, 

へ BBEIRGK TS BHURGAICIEW DO. CG 


“eNO: Oe 461) Dt AbO, 


O,+Al1,03)-FeO, Cr。O。 線 近 く の 或 部 分 に 集中 する 。 

第 1 表 か ら 判 る 様 に , BERGKPO FeO+Fe。O。 の 含量 は , 塊状 鉄 中 の それ ょ より 一 般 に 
多い が , PERRO Al。O。+Cr。O。 の 含量 は , 塊状 鉄 の それ より 少 い 。 斑 状 鉄 中 の FeO 
+Fe,0; の 量 は , その クロ ム 鉄 鉄 粒 を 浸 染 せしめ て いる 淡 黄 色 乃 至 淡 緑色 の 蛇 示 岩 中 の 
鉄 の 含量 と 逆 の 関係 に ある 。 斑 状 鉄 を 含む 蛇 紋 岩 の FeO+Fe。0。 の 量 が 少 い の は , 前 に 
述べ た 様 に , EBRD PARRA D 6 SARL LT 7 A SKOKRC RRR MD MARE 
的 に 加わ つた か ら で あ る 。Al。O。 の 含量 に 富み , FeO+Fe。0。 の 量 の 少 い 百 泥 石 岩 中 
Opererix, Al2O。 の 含量 に 少く , Fe。0。 の 含量 に 富む か ら , BERGE TOPERRESB 
Burt LOR AVA LOR, 鉄 と アル ミニ ウム の 含量 に 逆 の 関係 が ある こと が 判る 。 
上 記 の こと か ら , クロ ム 鉄 鉱 中 の MgO, FeO, Cr。O。, Al20。, Fe,O, 成分 の 割合 は , 
岩 此 中 の 成分 の 相関 的 の 割合 で 定め られ る も の で ある と 芸 う こと が 出来 る 。 

当地 産 の 夷 状 鉄 中 の Fe。0。 の 含量 は , 前 に 述べ た 様 に , 一 般 に 塊状 鉄 中 の それ より る も 
Bo HRGKHO Fe。O。 の 含量 が 概して 少 い の は , 共生 する 東 酸 塩 伏 物 水上 少く, Re 
の 類 融 体 か ら 鉄 成分 の 注入 が 少 か つた ゝ めで ある 。 但 し 塊状 鉄 も 圭 酸 塩 の 凌 融 体 と 接触 す 
る 程度 に より 鉄 の 含量 の 多い も の る も 存在 する 管 で ある 。 事実 塊状 駄 で あつ て る も 鏡 下 で 黒色 
の 部 分 に 富ん だ も の も ある 。 


クロ ム 鉄 鉱 の 単位 胞 中 の 原子 数 か ら , R.E.Stevens に よる spinel = 5 , Magne- 

siochromite = Mg — = , Ferrochromite = Se — Mg, Magnetite = Fe? 
+ Al 2 eo 

+ Mg — EEAL © FO ORE AC, 第 2 表 に 示す ノル ム 成 分 を 計算 で 求め た 。 


第 2 表 か ら 判 る 様 に 磁 鉄 鉄 成分 は , BAGKOAPSREKEUVBGOM, ス ビ ネル 成分 は , 漫 
BGK SIGE kD DVI BDH Bo 
広瀬 , 若松 , ASP LAGRIUPED 7 AGED Cr。O。 成分 は , 分 析 デ ー タ の 範囲 


1) 北原 順一 : 岩 鉄 , 前 出 , 昭 30. 
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で , それ ぞ れ 29~3996, 22~4096, 32 へ 459% (wt%) CHS. この 様 に その 成分 範囲 
は か な り 広 く , 日 野上 鉄山 産 の も の の Cr。O。 の 含量 す , 広瀬 , 若松 両 鉄 山 産 の も の より 
多い 傾向 を 示す 。 日 野上 鉱山 近く に 一 部 蛇 紋 岩 化 し た 電 石 が 多く , MOSK ¢ CBE 
と 頑 火 輝石 か ら 成 る 岩石 は 存在 する が , 主 に 煙 石 か ら 成 る 岩石 が 余り み ら れ な い の は , 7 
ロム 鉄 鉄 の 成分 に も 反映 し た と 見 られ る 岩上 中 の SiO。, CaO, Al,O, 等 の 比率 が 異 つて 
いた た めで は な いか と 推察 され る 。 クロ ム 鉄 鉄 粒 の 石 基 が 白 泥 石 で ある 様 な クロ ム 鉄 鉄 の 
成分 が 蛇 紗 石 と 共生 する クロ ム 鉄 鉄 の 成分 に 比べ て 異常 に 違う の は , 第 8 AM No.18, 

No.19 か ら ゃ も 判る 。 

化学 分 析 に 供し た クロ ム 鉄 鉄 の 詳細 に わた る 記述 は 略し 簡単 に 書い て みる 。 

No.1 か ら No.4 まで の 試料 は , BUMRUCSARCE—-Hidd ELEOT, No.1, 
No.2 は 斑 状 鉄 で あり 緑色 蛇 紋 岩 中 に 浸 染 状 に 存する も の で ある 。 HAMMER DR 
上 品 が ある アン チ ゴ ライ ト か ら な る も の で , No.1 OHO CIA Ng=1.677, アン チ 
ゴ ラ イ ト N,=1.551—-1.557 で あぁ る 。 No.3 と No.4 は 弄 状 鍼 で あつ っ つて, No.3 の る も 
の は 肉眼 的 に 共生 し た 斑 酸 塩 鉄 物 は 認め られ な い が , BEC 0 LOK HIE Be 
落石 が 包 有 され て いる の が 判る 。 No.5 か ら No.7 $CN4 OUFUMUASRRBE 
BLA ELELE OCHS. No.5 と No.6 OY OUERGMCHA SM, No.5 は 散 点 鉄 
と 呼ん だ 方 が よい 程 REALS RICRITBRL TS No.6 の も の と 共生 し て いる アン チ 
ゴ ラ イ ト は N,=1.553 で ある か ら 鉄 の 含量 の 少 い も の で ある こと が 推察 され る 。No.7 
LEBER BIGA EBRD YOCHSo LIOPERRILRAO ADO LOCH YD, HH 
RRILERAT ABD SE DOLONCH So BERR, BRAOE FO — ARATE AS ATCA Peo 

No.8 か ら No.13 の 試料 は 広瀬 鉄山 の 鉱床 か ら 産 し た も の で ある 。 クロ ム 鉄 鉄 は 通 
常 黒 色 で 金 必 光 沢 を 有する も の で ある が , No.8, No.10 OSA BIELHy OLA 
的 に 福 色 で あり , 軟 く 脆い 。 肉 眼 的 に 塊状 的 で ある が , 頭 徴 鏡 下 で は 班 状 的 で 割 目 に 富む 
も の で ある 。 No.9 の も の は 広瀬 伯 山 三 十 七 米 塊 か ら 産 し た も の で , 塊状 鉄 に 移る 部 分 の 
斑 状 鉄 で ある 。 No.11 か ら No.13 は 三 十 モ も 米 寺 か ら 産 し た 塊状 鉄 で ある 。 No.11 の 
も の は , 表面 は 褐色 で ある が , 破 面 は 黒色 で 金属 光沢 を 示す 。 No.12 i700 L.A 
有する クロ ム 鉄 鉄 で ある 。 こ の も の に 就 て は 前 に 述べ て お いた (第 8 図 )。 

No.14 か ら No.19 は 日 野上 鉄山 の 日 野上 鉄 床 か らち 産 し た も の で , No.14 か ら No. 
16 は 塊状 鉄 で あり , No.17 SHER CHAICHL 724 OCHS No.18, No.19 は 既 
に 報告 し て お いた 折 泥 石 岩 中 に 斑 状 的 に 存する る も の で ある 。 No.20, No.21 XH BLS 
山 の 衛 積 鉱床 か ら 産 し た も の で , 両者 は 接近 し た 試料 で ある 。 前 者 は 密 斑 状 鉄 で あり , 後 
者 は 殆 ん どど 塊状 鉄 に 近い も の で ある 。 

クロ ム 鉄 鉱 の 比重 

スピ ネル (MgO-Al,O,), B70 29K (MgO.Cr。O。), #77 ABGK (FeO-Cr, 
O,), BGK (FeO. Fe,O,) の 理論 的 比重 は , それ ぞ れ 3.55, 4.43, 5.09, 5.20 で あぁ る 。 

当地 方 産 の クロ ム 鉄 鉄 の 測定 し た も の の 比重 (g) 及び 化学 組成 か ら 計 算 し た 理論 比重 
(G) は 第 5 表 に 示す 通り で ある 。 扱 つ た 試料 の 範囲 で 若松 及び 広瀬 両 鉄山 産 の 夷 状 鉄 の 
比重 は , 塊状 鉄 の それ より 大 きい が , 日 野上 鉄山 産 の も の の 比重 は , PERG, 塊状 鉄 と も 
に 定 つ た 値 を 示さ な い 。 


100 ae KD BR SB 


第 5 表 クロ ム 鉄 鉄 の 比重 (番号 : HRSA) 


G |4.00| 4.00|4.33|4.22 | 4.12] 4.18 | 4.40 | 4.23 | 4.21 | 4.28 
g | 4.00 n.d mds nd) 410 TT Rd Rd 


: 化学 組成 か ら 計 算 し た 値 , 8 : 測定 値 


$6 7 a LB MEO Cr/Fe (Wt%) 
No. 1 2 3 4 5 6 a ? | 


Cr/Fe |} 2:8) 16) “hs | a4) “12S go ois | 1:4 1°47} 204 
| | 
| 


No. WIS lle BIG tae ae 6 | on 
| 


Cr/ Re 2.6 E28 WES oR TR 


前 に 述べ た 様 に , 若松 及び 広瀬 両 鉄山 産 の クロ ム 鉄 鉱 の CrgO。 の 含量 は 一 般 に 少 い か 
ら , 第 5 表 に 示す 通り , 前 者 の 比重 は 後者 の それ より 全般 的 に 小さ い 値 を 示す 。 

クロ ム 鉄 鉄 か ら 琶 塩 鉄 物 を 取 除 いて も な お 多少 不純 物 を 有 し て いる こと と , RSE 
で も 判る 様 に クロ ム 鉄 鉄 は 不 均質 の も の で ある か ら , 上 記 の 測定 し た 比重 は 均質 な る の の 
値 で な い 。 な お 比重 を 測定 し な いも の の ある の は , BARK CHEMOKINE TA EAL IE 
する の に 困難 で あぁ つた か ら で あ る 。 

クロ ム 鉄 鉱 の Cr/Fe (重量 比 ) 

SHLIED 7 7 ABCD Cr/Fe (重量 比 ) の 値 は 第 6 表 に 示す 通り で ある 。Cr/Fe chi 
が 3/1 より 大 きけ れ ば 冶金 用 に 適し , 8/1 LONE BURRIS HHO 7 
ロム 鉄 鉄 は , 第 6 表 を 見 れ ば 判る 様 に , CrO。 の 含有 量 が 少 い た め Cr/Fe は 3/1 に な 
ら な いか ら 業 瓦 用 に 適し て いる 。 


8097, MRE E) SLRBEAD M 
変換 に 関す る 構造 的 研究 Brindley, G. 
W., Zussman, J. 

KERB e 500~ 800°C 間 の 種々 な 温 
CAL, 各 試 料 の X 線 粉末 写真 , 廻 転 
SR, 振動 写真 を と り , teat, 生成 
し た 苦 土 寿 橋 石 の 結 品 構造 間 の orienta- 
tion relation を 求め た 所 , 2as ~w dy, 
2bsw3cp (S : RepUG, F : EA) 
な る 関係 の ある 事 が 判 つ た 。 OSH 
変化 は 4 12Mg。Si2O。 (OH),) = 3 14 
MgeSiO,| + 4SiO。 + 16H,0 で 示さ れ 
る が , 結 品 構造 の 変化 は brucite-layer 
に 於 て 著しく , Si,O;-layer は あま り 変 
化し な い 。 そ の transition stage に 於 て 
14~15A broad reflection が 現われ る 
が , N50 Biw»S LT, 2-layer 
structure の chrysotile 類 で は , 変化 の 
途中 で 構造 中 か ら は み 出 し た SiO. BR 
MET: BASE EIB, 一 方 AlgO。 を 比較 
的 多く 含む 1-layer structure の anti- 
gorite 類 で は , 緑 泥 石 が 形成 され る こと 
を 示す も の と 思わ れる 。 (Am. Min., 42, 
461~474, 1957) CBI 
8098, ベル ギー 和 領 コ ン ゴ イー 産 の 新 鉱物 
gotzenite 及び combeite Sahama, 
Gs tyténen; Ke 

Shaheru K{CBAE Aa 6 KET oH 
鉱物 が 見 出さ れ , 夫々 RACHMARO 
けら れ た 。 G6Stzenite は 針 状 Ak と し 
CHL, 三 斜 呈 系 に 属し d=10.93, d= 
7.82, c=5.74A, a=90°, B=100°, 7 
=120° で ある 。 化学 式 は (Ca, Na, Al), 
(SNORE MoS fe Bis 
3.138, «=1.660, B=1.662, y=1.670, 
2Vy=52° で ある 。 Combeite iz mt 


卓 系 に 属し , a=10.43, c=13.14A で , 
4G FAK ik Na, (Ca, Al, Fe), Si, Oj, 
(O, OH, F)2 に 相当 し , 比重 は 2.844 
で な る 。 光学 的 性 質 は 一 軸 性 負 , E=w= 
1.598+0.002 で ある 。 GG&Stzenite な る 鉄 
物 名 は 最初 に Shaheru に 登っ つた (1894 
年 ) ドイ ツ 人 の Count G. A. von Gotzen 
に 因 み , combeite は ウガンダ 地質 調査 
所 の 故 A.D. Combe 氏 に 因 ん で 名 づけ 
られ た 。 (Min. Mag., 31, 503~510, 
1957) CRA 
8099, NaAISi,O, 0 B7EO BH 
MacKenzie, W. S. 

4} NaAlSi,O, (HEA) の 合成 ガラ 
AMR, 水蒸気 左 7000 へ 88000p. s.i., 
450~1000°C, 1~2700 時 間 の 種々 の 条 
件 下 で 加熱 し て 結晶 させ , 急冷 後 X 線 
で 26403-20131 を 求め て , 2.00° 以上 を 
高温 型 。 1.15” 以下 を 低温 型 ) その 間 を 
中 間 型 と 分 けた 。 RRO MACs, A 
な 高温 型 に 結晶 する が , 更に 同じ 温度 で 
MAL HEI SL, 26 は 次 第 に 変り , 最後 
に 各 唱 出 温度 に 特有 の 安定 な 値 に 達 す 
So それ に 達する の は , 温度 が 低い ほど 
お そい が ; 一 般 に 水蒸気 圧 が 大 で 粒 が 細 
か い ほ ど 早 い 。 1000°C 以上 で は 高温 型 , 
それ 以下 で は 連続 的 に 種々 の 中 間 型 が 安 
定 で あり , 低温 型 は 作れ な か つた が ,450° 
C 以下 で 安定 の ょ うだ 。 な お 一 た ん 結 品 
させ た も の を , WE SWORE CMT 
Sk, その 温度 に 対す る 安定 値 に 幾 分 近 
ずく が , その 反 褒 に は 最初 の 品 出 温度 が 
大 き な 影 絡 を 残す 。 (Am. Jour. Sci., 
255, 481~516, 1957) [ 宇 留 野 】 
8100, KKBOMRKDRUERE FO 
ウラ ン 及 び ト リウ ム Smith, W. L., 
Franck,M. L., Sherwood, A. M. 

Idaho, New Hampshire, California 
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等 の 花 賠 岩 類 か ら 福 譜 石 を 分 離し , それ 
等 の 光学 的 性 損 , 化学 成分 。 ウラ ン 及 び 
トリ ウム 含 有 量 等 を し ちら べ た 。 屈折 率 は 
一 般 に ペグ マタ イト 産 の も の より 高い よ 
う で ある 。 « の 値 は な 1.690 か ら 1.775 ま 
で 変化 し , メーa=0.015 へ ~0.021 で あぁ る 。 
BBP OMRA DZ Bix 0.005 乃至 0.25 
% で , これ と 岩石 型 双 は 地域 と の 関係 
ある い は ウツ ラン トリ ウム 量 と の 関係 は 見 
出さ れ な い 。 ウラ ン の 含量 は 花 答 岩 中 の 
ARRAIC BW THOS <, 0.004~0.066 
% で あぁ る 。 トリウム の 含量 は 地域 や 岩石 
の 種類 に ょ る 規則 性 は み ら れ ず , 0.35~ 
2.339%9 で ある 。(Am. Min., 42, 365~ 
378, 1957) (RAI 


8101, pPeFiceattonr Been 
FS AREBOBIIZOWT Simon, I. 
MED BRRRUAT AREER (—eR 
AGEESR) PRE TRV PEP CHR L eA 
REBEL, BEAR, 2.650 か ら 
2.306 %, 2.222 か ら 2.303 に 変っ た 。 
ME S 7s 石英 に つい て X 線 回 折 実 験 
を 行い , 視 距 離 に 於 ける 電子 密度 分 布 曲 
線 を 求め , UES hwo 7 AREER 
の 場合 と 比較 する と , Si-Si 距離 は 前 者 
DIB ANC Si-O-Si FAO ARMM Ct 
138° 後者 で 142° Che LE SBMBAL 
れる が 全体 的 に は よく 似 て いる 。 LOK 
は 赤外線 反射 スペ マク トル で る も 確 め られ た 
が , これ に よる と , 蝶 射 され た 石英 と , 
WRAY S 72 ガラ ス 汰 環 酸 は ょ よく 似 て いる 
が , 蝶 射 を 受け な い ガラ ス 状 理 酸 構造 
と の 聞 に は 癌 若 干 の 差 が 認め ちら れる 。 B 
験 に 用 いた 中性子 束 の 強 さ は 1.4 x1029 
neutrons per cm? で , 直接 非 弾性 衝突 を 
受け た Si 及び 0O 原 子 の 数 は 7000 fare 
1 つの 割合 に すぎ な い が , 各 散 乱 原 子 は 
二 次 散 乱 を 起 し て 同時 に 周囲 に 高熱 効果 
を 及ば し , 広い 範囲 に disordering を 生 
ずる 一 方 , この 現象 で 話 融 し た 格子 は 乱 


冷 し て resolidification を 起す る も の と 療 
えら れる (J. Am. Cer. Soc., 40, 150 
~153, 1957) (BS) 
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8102, English Lake 地方 Borro- 
wdale 火山岩 系 と 之 に 関連 する 岩石 中 
に 見 られ る garnet の 起源 Oiver, KR. L. 

SiO。 59~7096 の 間 の 組成 を 持っ 噴出 
2RUSAB Eric Almandine 成分 に 
富ん だ garnet WAwiant UC BAST 
る 。8 ヶ の garnet (CBR T 主 成分 及 
び 微 量 元素 の 分 析 結 果 か ら , 鉱物 組成 に 
関係 する 物理 性 の 変化 に 対応 し て (BaF 
ら 化学 成分 の 変化 が 見 られ る 。 Boe 
微 鏡 及び 化学 的 な 証拠 か ら garnet lik 
成 起 源 の も の と 思わ れる 。 HS 1) BS 
中 の garnet の 回 り に 流 理 構造 を し た 渦 
券 き が 見 られ る 。2) garnet を 持つ Bor- 
rowdale 火山 岩 系 の も の と 思わ れる 大 山 
春 及 び 挿 獲 岩 が 産出 する 。 3) 奨 灰 岩 中 の 
garnet の 多く は 明らか な 結 品 片 で ある 。 
4) 噴出 岩 及 び 導 入 岩 中 に 於 ける garnet 
の 結晶 作用 は 明らか に 斑 品 長石 の 結晶 
前 又は 同時 に 行わ れ た も の で ある 。 5) 石 
SPE HICH Clik rarnet と 夷 品 石英 と 
が 明らか に 同時 結晶 作用 を 行 つ て いる 。 
(Geol. Mag., 93, 121~139, 1956) 

CHE 
8103, 高温 高圧 に 於 ける BBR -BR 
ABR Clark, S. P., Robertson, 
BaiGs. Birchs eB: 

監 醒 石 一 斑 線 石 の 平衡 関係 を 決め る た 
め , 55 回 の 急冷 類 融 実験 が な され な た 。 方 
法 は Robertson (1957) 等 に 依り 述べ 
られ た 装置 に 最近 の 改良 を 加え た も の を 
用 い , 圧力 媒質 は N を 用 いた 。 実験 は 
温度 1000~1300°C, 圧力 1800~2400 
bars の 間 で 監 品 石 一 江 線 石 境界 線 附 近 の 
範囲 で 行わ れ た 。 相 の 決定 は Norelco 
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high angle X-ray diffractometer を 用 
いた 。 原 物 質 は カオ リン = 7K, KLEE 
石 , 藍 品 石 及び 斑 線 石 を 用 い , 生成 物質 は 
ERA, 藍 品 石 , 石英 及び 鋼 玉 で ある 。 
藍 品 石 一 斑 線 石 平衡 曲線 は 1000°C, 
18, 200 bars 及び 1300°C,21,000 bars 
の 点 を 結ぶ 略 直線 的 と な る 。 藍 品 石 安定 
領域 は この 曲線 の 圧力 の 高い 側 に , BERR 
右 安 定 領域 は その 低い 側 に ある 。 両 結 品 
は 共に 1000°C 以下 で は 合成 され な か つ 
た 。 両者 が 現 出 する 広域 変成 作用 を 支配 
する 低温 度 に は SOFT HARE INT S 
試み が な され て いる 。 曲率 は 実験 点 か ら 
は 求め られ な い が , 熟 化 学 的 デー タ か ら 
その 曲線 の 外 挿 の 必要 性 が 示さ れる 。 実 
験 の 大 部 分 に 於 いて 石英 及び 鋼 玉 集合 物 
が つく られ る が , 此 等 は 実験 の めす べ て の 
条件 の も と に 准 安 定 で ある と 決 論 せら れ 
る 。 実験 結果 は 窒 力 鉱物 と 云わ れる 藍 品 
石 は shearing stress の 欠 除 の も と に 生 
成 し う る こと , し か し 高温 高圧 下 に 生成 
せら れる こと を 示す 。 広域 変成 作用 に 於 
いて は , 含 理 線 石 岸 は その 地域 の 中 央 部 
COAL, 藍 品 石 は 班 線 石 帯 の 周縁 た 現 
出す る 例 が ある 。 Bian BRAD 
を 説明 する た め に , 温度 或 は 圧力 或 は そ 
の 両者 の horizontal gradient (水平 方 向 
DA) が 如何 な つて いる か が 必要 と な 
つて くる 。 有 叉 こ の 実験 結果 か ら 火 成 岩 の 
生成 温度 の 範囲 が 知ら れる な ら ば , その 
圧力 の 上 限 が 決定 せら れる 。 (Am. Jour. 
Sci., 255, 628~640, 1957) (+E) 
8104, MBREPORBBAOMIL 
Greenwood, H.J., Mctaggard, K.C. 
RZ CUCM RAD Aiwa e 比較 
L, そ Z 配列 順序 の 対比 が 可能 か どう か 
が 調べ られ た 。 倖 長石 は Leitz の 4 Hh 
Gat AWC, 周辺 相 か ら 内 部 に 向け 
順次 に 人 (010) を 測定 し , その 幅 に 
対応 し て 変化 図 が つく られ た 。 BAO 


成分 は Emmons か Kaaden の 曲線 を 
用 いれ ば 直 に 知る 事 が 出来 る 。 AMS RA 
DY ED MMA ONE HALTED, 
縮 少 し た り し て , RAM t Be L 
て 最も 高い 対比 が 得 ら れる 様 に する 。 OM 
比 の 評価 は この 要素 即ち 形 及 び 消 光 角 の 
値 が 考慮 せら れる 。 二 つ の 曲線 の 一 致 の 
度合 に は 次 の 3 場合 が あぁ る 。 即ち (1) 形 
は よく 一 致す る が , 消 光 角 が 一 致し な い 
場合 。 (2) 消 光 角 は よく 一 致す る が 形 が 
合わ な い 場 合 。 (3) 両方 と も ょ く 一 致す 
る 場合 が ある 。 測定 は Coast Range fk 
上 盤 附近 その 他 の ホル ン フ ェ ル ス ( 角 関 石 , 
NE BRVY ILA, BBB, TVY 
FADAPRVVYILZNVA)o ARBOR 
BAITROR RB. BMOARELS 
えら れる 花 賠 岩 , 及び Bancouver, B. 
C. 附近 Caulfeild DARKE. AFD 
8 (安山岩 , 玄武 岩 ) の 斑 品 に 就 い て 
行わ れ た 。 その 結果 は 次 の 如く で ある 。 
(1) 和 斜 長石 団 帯 構造 の 対比 は ホル ン フ ェ エ 
VA, 片 麻 岩 の 斜 長石 で は 高い 一 致 を 示 
す 。 ATOEMBRUS <( OB BDSE 
石 は 低い 一 致 度 を 示し て いる 。 CNH 
る 環境 下 で つく られ た 結 品 の 混合 の 結果 
で あろ 3 う 3。 (2) THLKARAS-HAL 
て 低い 一 致 度 を 示す 様 な 岩石 は 変成 岩 よ 
り 寧 ろ 岩 弟 性 の 可能 性 が ある 。 (3) Caul- 
feild の 石英 図 緑 岩 の 斜 長石 は 2 wEx 1 
EO HEPC OCHA NAA 類似 を 
示し て いる 。 し か し 細部 に は 一 致 度 は 低 
Wo (4) ホホ ルン フェ エル ス 及 び HRBOS 
長石 は 逆 或 は 順 の 指 帯 構造 を 示し うる で 
あろ 3 う 。 (Am. Jour. Sci., 255, 656~ 
666, 1957) (FE) 
8105, SHREORSWE Ross, J.V. 
多く の 大 成 岩 に 於 いて は , RHEE 
示す 個々 の 結晶 で 小結 唱 が 結合 し て KE 
な 結晶 集合 を つく る も の が ある 。 結晶 は 
普通 (010) の な め ら か な 面 を 接合 面 と し 
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て 結合 し て いる 。 それ ら の 組合 せ は , カカ 
=A Fs KIVA PV As 
ツ ッ ド 或 は アル バイ トー Ala ODA 
し て いる 。 これ ら の 複合 双 品 は 真 の 岩 械 
源 の 岩石 を 特徴 づけ る と 信じ られ , EO 
て 岩 此 源 の 岩石 と 変成 或 は 交代 変成 起源 
の 岩石 と を 区 別 す る 有効 な 証拠 と な りう 
る で あろ う vo_ (Am. Jour. Sci., 225, 
650~655, 1957) ; (FRI 


8106, Pen-y-gader dolerite t Llyn- 
y-gader 堆積 岩 類 に 対す る 交代 作用 
Davies, R.G. 

Pen-y-gader dolerite に 就 い て 化学 
岩石 学 的 研究 を 行 つ た も の で , dolerite 

DVN OBR ICH LT 温和 な 熱 
変成 を 与え , 次 いで 末期 に 交代 作用 を 和仁 
ええ 同時 に spilosite と adinole の 生成 を 
行 つ た 。 交代 作用 の 主 な も の は 堆積 岩 中 
(DR OMRLIRRE ED 曹達 の 導入 で 
ある 。 導入 岩 床 の 下 上 盤 側 に 与え た 影響 箇 
囲 は 堆積 岩 の 孔 際 楽に 支配 され , 粗 粒 の 
地層 に 対し て は 遠く 迄 影 絡 を 与え て い 
Zo Pen-y-gader dolerite は 250~300 
ROBSeAL, 1) Sit Al は Mg, Mn 
が 増加 する と 共に 規則 正しく 減少 する 。 
2) Ti は 岩 床 の 中 央 部 及び 上 部 より も 下 
部 の 方 に 濃 集 する 。3) Na と Fe? は 」 
部 と 下部 に 富む 傾向 が ある 。 4) P, K, 
Ca, Fe® は 中 央 部 に 濃 集 し て いる 。 
(Geol. Mag., 93, 153~172, 1956) 
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8107, SE MRIAO RR Park, 
Clip yale 

一 般 に 鉱床 に お いて 水平 的 帯状 構造 は 
認め られ て いる が , 垂直 的 帯状 構造 に つ 
いて は 理論 的 考察 が 主 で , 実際 に 野外 に 
お いて 認め られ る 例 は 少 い 。 帯状 構造 は 


規模 に より 次 の 如く 分 けら れる 。 (1) 
regional zoning, (2) district zoning, 
(3) ore body zoning. (1) は 価 々 の 伝 床 
或いは 鉱床 区 は その 帯状 構造 を 示し 得 な 
い 程 広範 時 に わた る も の で , South-Pi- 
edmont 地方 , Sierra Nevada batho- 
lith に 関係 し た 鉱床 群 等 が ある が , I> 
で は ふれ な い 。 (2) は 例え ば ー つ の 鉄 化 
HOMO 鉱 化 帯 の 中 を 過 る 様 な 所 に 局 限 
され て 二 三 の 鉱床 が 生成 され る 場合 で あ 
る 。 (3) は 既に Riley に より 定義 され 
て いる 2。 
垂直 的 帯状 構造 は 少く と も ある 部 分 で 
は , 温度 及び 圧力 と 関係 ある 事 は St6ces 
等 に より 指摘 され て いる が , 地下 深 処 で 
は その 変化 は 相当 の 距離 を 経て AN 
変化 する 。 故に 帯状 構造 は その 距離 も 大 
きく 広大 で あぁ あり, 従 つ て 深 熱 水性 鉱床 で 
は 殆ど 垂 直 的 帯状 構造 を 示さ な い 。 

後生 鉱床 で は 一 般 に 同心 状 に 。 GA, 
ZA, 駅 石 等 が 分 布 す る 。 帯 状 構造 は 
母 岩 の 性 質 が 鉱床 生成 に 影 絡 し な い 時 に 
最も よく 発達 し , 石灰 岩 そ の 他 の 層状 交 
代 鉄 床 で は 良好 な 発達 は な い 。 SUB ETE 
用 が ボー つ の 連続 し た 時 期 に 行わ れる 時 は 
帯状 構造 は 良好 で ある 。 HEBER UR 
SUK PESKPAR Cla 7s.) の 垂直 的 範囲 に わ 
た り , 深 さ と 共に 性 質 を 変化 する 。 

筆者 は これ 等 の 例 と し て , 日 本 を 始め 
各地 の 多数 の 鉄 床 例 を 文献 に より 述べ , 
更に 脈 石 及び 変質 作用 も BGS tte 
に 帯状 構造 の 一 部 と し て 見 る べき 事 を 強 
調 し て いる 。 (Econ. Geol., 52, 477~ 
481, 1957) (EAR) 
8108, 西部 合衆国 の 或 る 水 成 内 か ら の 
硫化 鉱物 中 の セレ ニウム の 産 状 Cole- 
men, R. G., Delevaux, M. 

Ia? FRAN Ay RW OZ 
—T7 ナジ ン の 水 成 鉄 床 が ある が , これ 
等 は ジュ ラ 系 及び 三 罰 系 の 中 の 或 る 種 の 
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BeM2bS5. 叉 コロ ラド 人 台地 の 外縁 部 
で は 第 三 系 中 の 水 成 ウラ ン 鉱 床 が ある 。 
これ 等 の ウラ ン 鉱 床 に は 硫化 鉄 物 を 件 う 
が , この 硫化 鉄 物 は Se を 含む 事 が 従来 
知ら ちら れ て いる 。 そこ で Se の 分 布 状態 を 
FS ACHMED LC PRK S HVE 
りあ ぁ あげ , SNOW AG PARIS 
BVA BU, これ 等 は 出来 る だ 
け そ の 純度 を 高め , 比 色 或いは 重量 分 析 
に より その 中 の Se を 求め た 。 

硫化 鉄 物 に は ウラ ン 鉄 床 の 鉱 石 を な す 
鉄 体 を 形成 する も の と ;」 鉄 化 作 用 の な い 
母 岩 中 に 到 る 所 に 散在 する SKPK L IRB 
の 無 価値 の も の と ある 。 BV VYRBMEL 
て clausthalite, eucairite, ferroselite 
等 が 伴わ れる 所 が ある 。 CORR MUCK 
物 は 次 の 如き Se の 最大 含有 量 を 示し た 。 
BK GK 59, AR BK 0.65% 方 鉛 鉱 一 
Clausthalite 1896 ##2iGk 59%, 硫化 鉱 
物 中 の Se の 含有 量 は 鉱床 の 成因 の 如何 
に よら ず , それ の 用 胎 する 層 位 に 関係 す 
Bo Se の 平均 値 は 鉄 体 と 無関係 の 無 価 値 
の も の と , 鉱 体 を 形成 する も の で は 夫々 
次 の 如く な る 。 =BRTS 0.0012 9, 
・0.01996, ジュ ラ 系 で は 0.149%, 0.20 96 
AZERACIX 0.005%, 0.00696, それ と 比 
BE OD A VOFT 727K GRR TRU 噴出 岩 中 の 
も の は 水 成 岩 中 の も の より 少 い が 存在 し , 
BRRUABBRRE OC S GPITS 
Se は 存在 する 事 を 示 し た 。 一 部 を 除い 
て 一 般 に セレ ン 北 物 包 裏 物 は 殆ど な さく; 
硫化 物 の 品 出 の 時 に 構造 上 S が くる 位 
fk Se MADRIDLBASNS = 
Mia S & Se ORFRU 447 FEO 
VE OD 5 AHS 0 

成因 的 に は 火山 活動 , 岩 此 性 起源 , 既 
存 の 含 Se 地層 の 存在 等 が 原因 に 考え ら 
NSZo HERD % O it KW ECB 
し , 火山 岩 居 が Se の 源 で ある 。 第 三 系 
の も の は 凝灰岩 層 が が Se 源 で 地下 水 が 関 


係 し て いる 。 BUKHESKE HD %Oix Se 
に 富む 噴出 岩 か らち ら もたらさ れ た か , Ws 
GYRE Se 層 を 通 財 し て も た らし た か 
で ある 。 

以上 の 如く コロ ラド 信 地 及 び その 周辺 
は 中 生 代 か ら 第 三 紀 に 至る 火 成 活動 に お 
wt, g72 Seki Bb—-COBRR LS 
係 が ある 。 (Econ. Geol., 52, 499~ 
527, 1957) [鈴木 〕 
8109, Colorado, Central City- 
Idaho Springs #AOMMCAOKE 
質 母 岩 に つい て Tooker, E. W. 

当地 域 に は pre-Cambrian O7E REY 
緑 岩 を 母 岩 と する Dixie gil, 黒雲 母 ・ 
BRARAH Wha eka tt Jo Rey- 
nold 鉄山 , HEA ARARAH RSE 
ato S Essex 鉱山 と が あり , 価 れ 
も 中 和 熱 水 性 鉱脈 型 床 で 黄 鉄鉱 , THK, 
TAHESCGR, 黄 鋼 鉄 , WEROEMGK, 金 , 銀 及 
UYIVEREET So GKIRAIDOBAR 
態 の 規模 は -- 定 し な い が , AaSKPRICHS 
て 次 の 如き 累 帯 配列 が 認め られ る 。 OR 
岩 っ ② BEA ARADMAMICEY 
モリ ロン 石 化し , RE BARA G 
英 は 変質 し な い ) っ >⑨ 粘土 化 帯 (モン モ 
Ve i AE al, ee eee 
リサ イト 生成 帯 ) >⑰ BCH (EEE 
の 他 , セリ サイ ト 化 , DPRK Le Be 0 Ja 
岩 の 和 構造 は 全く 認め ちら れ な い )。 

これ ら 各 原 岩 , 変質 岩 に つい て 化学 分 
析 を 行 つ た 結果 , LAOS Lv 添加 , 
逸脱 は 認め 難い が , その 座 質 度 に 伴 つ て , 
Si は 減少 し , 特に 粘土 化 帯 で は 著しく 減 
SL, 球 化 帯 に 於 て 再び その 量 を 増し , 
Al は 次 第 に 増加 する が BEL Cis ys 
し , Mz は 粘土 化 帯 で や や 増加 , BLAS 
は 減少 , Fe’’, K は 増加 ; Na, Ca, Fe’’’ 
は 減少 の 傾向 を 示す 。 当地 域 の 変質 作用 
ELL COELLATDVGERTK, 温泉 等 の 
AARC LO CLARKE EN, その 


上 
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EDR PGRIEVERIZ LOTENA や や 
促進 され た も の と 考え られ , ESE 
と は 直接 関係 する る も の で は な く FEOTH 
床 探査 の 有効 な 指針 に は な り 得 な い 。 
(Clays & Clay Min, NAS-NRC, 456, 
348~361, 1956) [阿部 宏 〕 
8110, 硫化 ・ 克 化 鉱物 の 示 差 熟 分 析 
Opps OC eH 

he MRE SCRMOREAD Mis 
脱硫 , BEAVER ORE k +) SER OSB 
され や すい が , 著者 は differential the- 
rmal head と thermocouple を 二 重 の 
alundum cylinder で 保護 する と 共に 反 
褒 生成 物 が 炉 中 より BR LAW EIR 
置 を 改良 し 数 種 の 硫化 物 , 克 化 物 に つい 
て 実験 を 行 つ た 結果 1) HR (試料 1: 
アル ミナ 5) で は 265°, 480°, 580°C に 
発熱 ピー ク が あぁ あり , これ は 三 酸化 物 , 五 
酸化 物 の 生成 に 起因 する も の と 思わ れ , 
2) 硫 破 鉄鉱 (1:5) は 530°C に 発熱 ビ 
ー ク が 現れ る の み で , 3) 黄銅 鉄 (1:9) 
は 450°C の 巾 広 い 発熱 , 750°, 790° の 
吸熱 が が あり, 450°C NEMIERERO ¥ 
の と 類似 形 を を 示す 。 4) 硫黄 (1: 15) 
は 130°C の 吸熱 , 380°C DHA WH VY 
前 者 は 硫黄 の 類 融 , 後者 は その 酸化 に 基 
くも の で , 5) PARRA (1:15) は 690° 
C に 発熱 ピー ク が ある の み で , これ は 硫 
黄 の 解離 と , 鉄 , 亜鉛 の 酸化 と が 合 さ つ 
た も の で あろ う 。 6) RRGKIX Bingham 
産 の も の に つい で 試料 , アル ミナ 比 を 種 
々 に 変え て 行 つ た 結果 , その 吸熱 ピーク 
は (1: 4) ix 580°, 680°C IzHnNS 
が 試料 量 の 減少 と 共に それ が 現れ 難く な 
り , 叉 その 発熱 ピー ク は 


ae: アル ミナ 
iva | 400~580°C 610°C 
(broad) 


1: 8 440~575°C 600°C 
(broad) 


first peak second peak 


1:15  460~525°C 550°C 
(broad) 
を 示す 。 M, 別 試料 (Leadville, Isle of 
Elba, Brazil, Central City 産 黄 鉄鉱 ) 
owt (1:4) OK CHOnRRRAS 
FOMBERLEZBS YD, BATBO ピー 
ク を 示し , その 相違 を も た ら す 因子 は イ 
Avie, 結 品 の 大 さ , 混入 物 の 存在 等 
に よる も の と 推察 され る 。 (Am. Min., 
42, 445~454, 1957) CRUSE) 


~~ 
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8111, Minnesota 州 北部 , SALT 
リア 紀 堆 積 岩 類 の 有機 物 組成 
F. M., Blumentals, A., Prokopovi- 
chs IN: 

北部 ミネ ソ タ の 先 カ ム ブ リア ERS 
類 の 中 , Cook Co. の Gunflint Lake 及 
び Hungry Jack Lake 周辺 の Rove 
formation (Animikie group-Protero- 
zoic) 及び Cyuna Range, Arko Pit 
の Biwabik formation に 属す る argi- 
llite 乃至 graywacke 並び に St. Louis 
河 ダ ム 周 辺 の Thomson formation 
(Enifee lake group-Archeozoic) に 属 
する 頁岩 (コアー 試料 ) に つい て 有機 物 
組成 を 次 の 如く 検出 し た , 即ち 


Swain, 


有機 物 、(2 ラ マト の ) 
are Breas VE 
(試料 ) (atts) Satu- Aroma- Aspha- 
P rated tic ltenes 
1.180. 6:4.. 6:4 0.0 
NE {2 450 25.2 37.2 4.6 
110? 4.00" CS 1.6 
Cyuna{ 219 2.5 06 7.4 
3 350 12.8 Ri Pie io 
Thomson 200 81.7 12.5 5.3 


更に 硫黄 含有 量 の 検出 , ペー パー クロ マ 

hick SAH, C/N 比 , BONAR, 化学 分 
析 な ど 各 種 の 方 法 に よ つ て 検討 し た 。 各 
層 の 特徴 は 次 の 如く で , 


i> 
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MARE (有機 量 に 対す る 96) 


(96) Ss PLOLei fat 
Thomson 6.23 83 1-9 
Rove 2.39 100 0.04 
Cuyuna 1.18 100 0.01 


各層 の 理 積 後 の condensation reacti- 
on や その 他 の 変質 作用 な ども 老 慮 され 
る が , や は り 沈 積 当初 の 環境 と 根源 物質 
に ょ よる 差異 の 反映 と 考 えら れる, 即ち 
Robe, Cuyuna 層 の 多量 の protein の 存 
在 は プラ ンク トン 源 の も の と され , Tho- 
mson 層 の carbohydrate に 富む こと か 
ら は Peridinean dinoflagellates 源 の 
WDLHRbHN, また その saturated H. 
C. (2A tar 2S LW 2 Lite nutrient 
ZL 環境 を 暗示 し , これ に 対し て , 
Cuyuna 層 は 比較 的 通常 の 海 性 相 を , 叉 
Robe 層 は その 中 魔 的 即ち か な り の 沈 策 
環境 の 変 移 を 意味 する も の と 解釈 され る 。 
(Bull Am, Assoc. ~Betrols Geol;, 
42, 173~189, 1958) (AOE) 


8112, BRROHREROMR- lis 
成 , MKRB SOME] Degens, E. T., 
Williams, E. G., Keith, M.L. 

海 成 , 半沢 半 淡 水 , 並び に 淡水 成 の 頁岩 
を 化学 的 , 岩石 学 前 方 法 に より 決定 出来 
る か どう か を 検討 し た 。 Pennsylvanian 
時 代 の 試料 (頁岩 ) 75 個 に つい て , その 
微量 無機 成分 と 粘土 鉱物 を 調べ た 。 その 
結果 , 試料 の 粘土 鉱物 と 微量 成分 の 分 布 
と の 間 に は , ある 関係 が ある が , 更に 粘 
土 人 鉱物 比 を 決定 する 正確 な 方 法 の 発展 が 
必要 で ある 。 全 試 料 に つい て B, Ga, 
Rb D488, 59 個 に つい て X 線 廻 析 
法 に よる illite, kaolinite, chlorite の 
有無 , 33 個 に つい て 普通 の 微量 無機 成 
分 , 10 個 に つい て 頁岩 中 の 有機 物質 の 灰 
分 の 微量 成分 を 調べ た 結果 , この 地域 で 
1x B, Ga, Rb の 定量 的 分 光 分 折 法 に 
より 海 成 頁 岩 と 淡水 成 頁岩 と の 区 別 が 可 


能 で ある 。 即 も 海 成 頁岩 に は B, っ つい で 
Rb の 含有 量 が 多く , 特に B iets 
AD LW HRB ICR CH So 赤 Ga は 
溢水 成 頁 岩 に 多い 。 頁岩 中 の 有機 物質 の 
灰分 の 徴 量 成分 で は Pb, Zn, Cu, Sn 
が 淡水 成 頁 岩 中 に 多く 集中 し , Va, Ni 
は 海 成 頁岩 中 に 多い 。 RLM LOS 
適用 は 今後 更に 他 の 異な つた 地域 異な 
つた 地質 時 代 の 岩石 の 研究 を 必要 と す 
る 。 (Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 
41, 2427~ 2455, 1957) (HA) 
8113, 西 オ ー ス トラ リア Warnbro 
Sound に 於 ける 有機 堆積 物 Maurice 
A.C. 

西 オ ー ス トラ リア の Warnbro Sound 
は 小 湾 で , SNELL OM RASH <TR XN 
て いる 上 に , 陸 か ら の 運搬 物 も て なく , Fe 
ん ど “Self-generating” に よる 特殊 な 
環境 下 に ある 。 浮 湊 性 有 孔 虫 , ARO 
破片 等 か ら な る 堆積 物 中 に 信 ま れる BR 
物 を 測定 し , その 結果 有機 物 が どの 様 に 
分 布 し て いる か を 考察 し て いる 。 試料 は 
以前 に Krumbein (1939) が 行っ た 方 法 
CERAL, それ ら の 試料 は 物理 ・ 化 学 的 
に 処理 し , median diameter, quartile 
deviation, skewness, 化学 分 析 , Je3em& 
UBD ETOCS. それ ら の 結 
果 か ら 深 度 と 粒度 , 粒度 と 有機 物 の 量 , 
RRLBRONG, 深度 と 有機 物 の 量 な 
どの 関係 を 等 値 線 で 表わし て いる 。 以上 
の 結果 を 気象 水 理学 的 条件 , 野外 作業 の 
不備 な 点 ) その 他 の 事象 を 検討 し た 上 , 
石油 の 生成 に 関す る 老 証 を 行 つ て いる 。 
(Jour. Sed. Pet., 26, 228~239, 
1956) 【 阿 部 〕 
8114, カリ フ オ ルニア 半 邊 の Sevas- 
tian Viscaino #, San Cristobal 


#, Todos Santos BOE RIz0wT 
Emery, K. O., Gorsline, D.S., Uchupi, 
Pe derty, Di 
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カリ フ オ ルニア BROAV ECHL 
た Sebastian Viscaino, San Cristobal, 
Todos Santos の 32M¥rbRRAN 
た 1,350 ADKBAEIZOW CEH, BH 
度 組成 , CaCO。 28k, 有機 物 含有 量 を 
調べ , これ ら の 内 溶 堆積 物 の 比較 研究 を 
行 つ た 。 夫々 の 湾 は 何れ る も る 狭 長 な 大 陸 棚 
が 大 部 を 占め て いる 。 Sevastian Viscai- 
no 湾 で は 湾口 に ある Cedros BL Ke- 
llet, Dewey 両 海 咲 の 地形 的 影響 と 汐 流 
に 支配 され , 海 呈 附 近 で 最も 粗く , 海 周 
VE CPA WORRY DE 
FED BRE L 7 HERRERA CHB Ca 
CO。 A Ait HEDEIAIE Cie bi < 6296 
WLI 119%, 湾 の 中 央 部 で 2395 で 
ある が , 有機 物 含有 量 ( 過 酸 化 水素 処理 
に 依る 重量 の 減量 で 求め た ) は 夫々 0.4 
96, 196, 3.496 & MAOHERE OIC SVM 
向 が 見 られ る 。 San Cristobal YE-cyz32 
i & 0.03 ~1.0mm で Sevastian 
Viscaino ¥ 0.03~4.0mm {cee yy 
AREA AER L TWwSo X CaCO; 
含有 量 の 分 布 曲線 ょ RE OAD AGL WS — 3 
し て 容 の 中 央 部 に 濃縮 し て いる 。 有機 物 
は Allison (1935) に よ ょ る pottasium 
dichromate 人 居 元 法 で 有機 炭素 を 測定 し 
た 結果 0.6~2.096, 平均 1.3 06 で Se- 
vastian Viscaino DYER % or 
類似 し て いる 。 尚 こ の 湾 か ら の 試料 に は , 
他 の 湾 で 稀 に し か 含ま れ て いな い pho- 
sphorite, glauconite, coprolte 等 の 
TURP ODS, かなり 多く 含ま れ て いる 。 
Todos Santos 潜 で は 海星 か ら 大 陸 棚 の 
PDA a3 T 0.16~0.04mm と 攻 次 細 
粒 質 と な り CaCO, 含有 量 は 8 マ ~20% と 
増加 する 。 有機 炭素 も 大 部 分 0.8596 以 
下 で ある が , 粒度 に 反比例 し て 細 粒 質 の 
地域 で は 多く な つて いる 。 RAOBOR 
(RAAT ISAS 3.5 cm ORR AY 
CYROIES, 叉 周辺 の 地質 的 条件 も 


互い に 相 類 似 し て いる が , BAODKRO 
分 布 は 堆積 環境 の 相 異 に 依 つ て 各々 の 特 
PRR ESN. BELOW COS EAR 
径 , CaCO, 26H BRMWEALODN 
1 線 図 が 鮮明 且つ 詳細 に 示さ れ て お り 岩 
相 論 的 な 譜 問 題 を 解 家 し て 行く の に 有効 
で あぁ ろう (Jour. Sed. Pet., 27, 95~ 
115, 1957) (SH) 
8115, N. Dakota, Beaver Lodge 
油田 の Matison Bix Bike Towse D. 
North Dakota jj, Williams Co. の 
Beaver Lodge JHMtik. テ ヴ オン 及び シ 
WV) THOBR AIEEE WARE LT1ISI 
年 に 開発 され た 。 本 地域 に は Mississip- 
pian の Madison 石 尿 岩 が 広い 分 布 を 
も る もち , BOLO RCO ¢ ALR 
性 と に も 拘ら ず , か な り よ い 油 の 回 収 を 
続け て 来 て いる 点 で , 油層 と し て の 価値 
が 注目 され る の で , ZORBBRLARHO 
分 布 に つい て 検討 し た 。 この 石灰 岩 は 細 
へ 中 粒 の fragmental limestone と dol- 
omitic limestone で その 二 次 孔 隙 性 は , 
solution, dolomitizat on で 増加 , 再 結 
fh & BREYER CHR Lito WEBS 3 Ole 
AMTICO, 石灰 岩層 中 の 孔 際 に 富 
む lenticular streak か ら な る 。 FLERE 
は その original texture に 支配 され る 
が , dolomitization に より 3~5 Ft % 
る 。 fracturing は 比較 的 細 料 部 に 多く , 
これ ら が porous lentil を 連繋 し て い 
る 。 こ れ ら の 和 孔 隙 帯 の 生成 は Mississip- 
pian time の uplift と folding }\cBg 
MIS. また この 石灰 岩 は 鉱物 組成 的 に 
も , 環境 的 に も Bahama Banks の 現世 
堆積 物 に 近似 し て いる 。 (Bull. Am. As- 
soc. Petrol., Geol., 41, 2493~2507, 
1957) (加藤 ] 
8116, Porphyrin の 研究 と 互 油 の 起 
JR Dunning, H.N., Moore, J. W. 
porphyrin 研究 の 分 析 学 的 , 物理 学 前 


i> 
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方 法 が 最近 石油 工業 の 面 で 大 い に 発展 
し , その 結果 は 石油 の 生産 探査, 起源 
に つい て る も 多く の 知 識 を 提供 する 。 即ち 
porphyrin 及び その metal complex は 
標 式 的 な 吸収 スペ クト ル で 認め る こと が 
出来 , porphyrin complex に 富む 抽出 
物 か ら metal Ger RET SKU 
emission spectroscopy, spectrograp- 
hy, colorimetry, flame photometry 
及び X-ray Spectrography が が 用 いら れ 
る 。 paper chromatographic な 方 法 は 
原油 の porphyrin aggregate を 幾つ か 
® group に 分 離す る さと が 出来 , 又 ca- 
rboxylated porphyrin は paper-pulp 
columns を 用 いて decarboxylated ty- 
Pe か ら 容 克 に 分 離す る こと が 出来 る 。 

YS WH Arc meta-porphyrin com- 
plex が 広く 産出 する こと は , 石油 が 生物 
学 的 起 原 の 明確 な 証拠 で ある 。 原油 中 に 
carboxylated porphyrin が 含ま れ て い 
る こと は , (少く と も 本 報告 で 用 いた 原油 
は そう で あり , HS (MORE T d ARR 
で あぁ ある と 考え られ る 2。) 石油 が 低温 度 の 歴 
央 を 有 し て いる こと を 証明 する も の で あ 
So 石油 に 普通 に 谷 ま れる = ニッ ケル 及び 
立 ア ナ ヂ ウム の porphyrin complex は 
石油 が 生成 され る DORIC LT 
いた hemoglobin 及び chlorophyll の 
よう な 動植物 の metabolic pigment と 
金屋 の 交換 作用 が 行わ れ て 生じ た も の と 
BAbLNDo 

以上 の 結果 は 石油 が 海 成 或 い は 陸 成 の 
動植物 質 か ら 海 或いは 半 江 半 淡水 の 環境 
CG, MOC UL 形成 ぎれ た だ こと を 示し , 
原油 中 の asphaltic な 成分 は 石油 の 初期 
生成 物 で ある 。 石油 の 進化 中 に , これ ら 
の も の は 次 第 に parafinic oil を 形成 す 
る と いう 現代 の 説 に 一 致す る 。(Bull. 
Am. Assoc. Petrol. Geol., 41, 2403 
~2412, 1957) (HA) 


8117, 重 鉱 物 容 量 比 に よる 堆積 環境 の 
解析 (++ AY Mustang Island 周 
縁 の 現世 堆積 物 ) Bradley, J.E 
Mustang Island は テキ サス 州 の Gu- 
lf Coast に 沿い メキ シー 溶 と corpus 
christi 湾 と に 面 し た 長 さ 18 マイ ル , iE 
5 マイ ル の 一 種 の barrier island で あ 
る 。 (OBO SIE OKA RU barrier 
flat, barrier flat dune, stabilized du- 


ne, active dune 等 の sub-aerial な 堆 
REPRE RT YO, Hic corpus christi 
OANA CES HRM O MRM eR 
みた 。 そ の 結果 , GD bd 5 ESRD 
を 特徴 づけ る も の は な い が , 容量 比 か ら 
区 分 し 得 た 。 即 も barrier 等 の sub-ae- 
rial sediments は 0.36~0.6096, 平均 
0.4599 で ある が , 2 ¥Y aYHRU cor- 
pus christi 内 深 の 堆積 物 は 0.02~0.12 
9%8, 平均 0.0496 を 示し , BKMBOM 
変 帯 に 相当 する berm ( 保 塁 ) で は 0.16 
~0.6496, #5 0.3499 FERL IK 
Lith YeFeHUR ICH T% marine RU 
subaerial sediments {iGO AEE 
DHKDTSMAHRSH OIE, 2 OB 
の 方 法 は ancient sediments の 堆積 環 
境 の 解析 に 適用 出来 よう 。 (Jour. Sed. 
Pet., 27, 116~125, 1957) CA) 
8118, ロ ツ キー 山脈 地域 の 油田 深 査 
Levorsen, A. I. 

ロッツ キー 山脈 の “stratig-raphic type 
oil accumulation” の 討論 会 で 発表 し た 
も の で , structural trap か ら stratigra- 
phic trap へ の 新しい 技術 に よる 調査 方 
法 の 改善 に よ つ て 追求 すべ き 問 題 と し て 
いる 。 stratigraphic type trap の 探査 
方 法 と し て は , 構造 , 地層 , 流体 の 性 質 , 
時 間 を 結び つけ て , 地層 の 変化 特に we- 
dge out Lremre msi tH, for- 
mation map, facies map, hydrody- 


namic map, isopach or paleo struc- 
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ture map, section 等 を 作り , closed 
structure か ら open structure へ の 連 
続 的 に 変化 ある 地層 の 特徴 を つか むこ と 
CHA. (Bull. Am. Assoc. Petrol. 
Geol., 41, 800~812, 1957) [阿部 〕 


8119, Rocky Mountain 地域 の st- 
ratigraphic type の 油田 Curtis, B. 
F., Kirkbrid, R.K., Mc Cabe, W.S., 
Picard, M.D., and Pritchett, ET 
Rocky Mountain 地方 の 油田 に つい 
て 近年 特に 注目 すべ きこ と は stratigra- 
phic type の 油層 の 発見 の 著しい 増加 で 
ある 。 これ ら の 新 油 田 の 開発 を 促進 させ 
る た め に は , この 種 の 油層 の 岩 質 と 貯溜 
槽 と 地質 学 的 成因 と を 系 統 的 に 分 類する 
こと の 必要 か ら , この 地域 の 1956 年 10 
月 まで に 発見 され た 299 の 稼 行 油田 に つ 
いて 検討 し た 。 これ ら の 中 石灰 岩 油層 と 
し て は bioharm 及び biostrome-39¢, 
secondary dolomite-1% に 対し て fra- 
gmental odlitic rock-596 で 後者 が 最 
る 多く, North Westhope 油田 が その 
標 式 的 な も る ので, 他 に Paradox, Phos- 
phoria, Cottonwood, Miss., Penn. 
油田 等 が ある 。 また 東 質 油層 岩 と し て は 
fluviatile sand-39%, beach & bar sa- 
nd-11% に 対し , near shore sand-779% 
で 後者 が 最も 多く , 東部 Colorad の Sa- 
nd River 油田 が その 標 式 的 の も の と さき さ 
れ , 前 者 と し て は 夫々 Jacks Canyon 
油田 (Utah), 及び Bisti 油田 (New 


Mexico) が あげ られ る 。 これら の 中 油田 
と し て の 規模 か ら み る と beach-bar ty- 
pe の も の が 最も 大 きく (その 中 で , 油井 
80 以上 の も の 22%) 且つ 油層 の 地質 年 
代 と し て は Cretaceous の も の が 最も 多 
く (beach-bar type の も の 27, near- 
shore type の も の 229 で 299 油田 の 
大 半 を 占め る ) また それ の 規模 に 対し て 
も Cretaceous が 最も 大 きい (FOP 
井 80 以上 の も の 596), 以上 に よ ょ つて 本 
地域 の 重要 な stratigraphic type Oy 
田 の 今後 の 開発 の 指針 が 指摘 され る 。 

(Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 41, 
813~822, 1957) [加藤 


8120, 4hP SV ADKRALT Y) PRE 
岩上 に 発達 する 油層 Sproule, J.C. 
北ア メリ カ の Precambrian schield 
に 接する 堆積 盆 周 縁 部 並び に その 埋 丘 に 
OWT, IML EMORARCHBL oO 
間 に み られ る 砕 居 岩 は 石油 及び 天然 ガ 
ス の 貯溜 岩 と し て 注目 され る の で , 特に 
その 標 式 的 な 例 と し て 北部 Alberta の 
Granite Wash 地域 に つい て 鉱床 学 的 見 
地 か ら 観 察し た 。 この 地域 の 先 カ 々 ブリ 
7 tka O LMIOMK ¢, 断層 , ek, sa- 
nd wash の 形成 , 更に 上 位 の Elk Po- 
int group BAMTRIMBSE COM 
ee EARS UCO 意味 を 指摘 し , 
AHR CRA AO 指針 を 述べ た 。 
ee Am. Assoc. Petrol. Geol., 41, 
848~860, 1957) [加藤 ) 


お 断り 原著 論文 が 幅 続 し て いる の で , 前 号 で は 本 文 を 組み 入れ て , PRE A 


BLE LK RB rence, CAA ERMLEWOS, 


今後 も この 様 な こと が ホ 


あろ うと 思わ れ ま す の で , 御 了 承 願 いま す 。 但し 本 号 で は 特に 増 買 し て 抄録 を 組み 入 


nELKo 


( 係 ) 


投稿 規定 投稿 者 は 次 の 点 に 注意 し て 下さ い 。 
1. 論文 は 和文 原著 と し , 原稿 用 紙 に 常用 漢学 を 用 いて 横 書 , RUSHES CHILD 
原則 と じ て 7 頁 『(7.5 ポイ ント 活字 で ) 以内 どす る 6 
2. 図 は 白紙 又は 青色 印刷 の 方 有 眼 紙 に 墨 又は 黒色 イン ク で 大 きく 書き , 1/2 又は 1/3 な 
ど に 縮図 する に 適する よう , 文字 や 記号 を 大 きく 書く こと 。 図 の 数 は 出来 る だ け 少 な くす 
る RS 
3. 引用 文献 は Bet LC 次 の 順序 に 記す る こと (著者 , 掲載 誌 又 は 単行 書名 , 
巻 , 頁 , 年 )。 
4. 英文 要約 を 付す る 場合 に は 完全 な 英文 と し , これ を タイ ブラ イト } ト する こと 。 
5. 別刷 は 希望 部 数 を 原稿 に 指示 する こと 。 但し 費用 は 著者 の 自 弁 と する 。 
6. 投稿 論文 は 受付 け 順 に 印刷 する が , 本 誌 の 発行 が 隔月 で ある た め , な る べく 内 容 に 種 
々 の も の を 入れ た い の で , 必ず し も この 順に 依ら な い 場 合 が あぁ る 。 
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